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はしがき 

 

目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）は形成的な評価方法として極めて優れており、

指導に生かすにはこれ以上の評価方法はないと言っても過言ではない。文部科学省は評定

まで含めて評価を観点別に絶対評価で行うことを求めているが、絶対評価が学校現場で継

続して行われるかどうかは評価の信頼性・客観性・妥当性と共に容易性を高めることにか

かっているといえる。 

また、理科における４つの観点「自然事象への関心・意欲・態度」「科学的な思考力」「観

察・実験の技能・表現」「自然事象についての知識・理解」の評価規準を作るところまでは

できても、「知識・理解」以外の観点の評価はなかなか難しく、学校現場においては観点別

の評価が容易ではない状況にある。評価場面での妥当で適切な評価問題が少ないことが大

きな原因と思われる。 

私たちは教師の方々の負担を軽減すべく支援をしていく必要があるという認識のもとに

本研究を開始した。観点別の「評価規準」は現在ではほとんどの学校で作成されている。

今後は、容易に使用できて、信頼性の高い評価問題の教師の方々への供給が必要である。

すべての教科についてその必要性を感じているが、まず手始めに、中学校理科について信

頼性・客観性の高い評価問題を収集改善し、評価規準に照らして体系化することとした。 

１５年度は、各県で作成され、使用されている中学校理科の評価問題を収集し、評価の

４観点ごとに分類・分析した。そして、良問と判定した問題の特徴を明らかにした。さら

に、それらの問題が観点別のどの評価規準について評価するのに適した問題であるかを一

覧表にまとめた。 

１６年度は、本研究所の教育課程研究センターが実施した平成１３年度教育課程実施状

況調査の中学校理科問題の全てを分析し、改善点を明らかにした。 

研究の目的を達成したとはいえず、研究を継続する必要性を感じているが、一応のまと

まりができたので参考資料として供したい。関係各位、特に中学校の教師の方々の参考に

なれば幸いである。また、諸兄姉の忌憚のないご批判・ご意見をお願いしたい。 

最後に、評価問題をご提供いただいた県の教育委員会にお礼申し上げる。 
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研究の概要 

 

１ 研究の目的 

目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）は形成的な評価方法として極めて優れており、

指導に生かすにはこれ以上の評価方法はないと言っても過言ではない。文部科学省は評定

まで含めて評価を観点別に絶対評価で行うことを求めているが、絶対評価が学校現場で継

続して行われるかどうかは評価の信頼性・客観性・妥当性と共に容易性を高めることにか

かっているといえる。 

また、理科における４つの観点「自然事象への関心・意欲・態度」「科学的な思考力」「観

察・実験の技能・表現」「自然事象についての知識・理解」の評価規準を作るところまでは

できても、「知識・理解」以外の観点の評価はなかなか難しく、学校現場においては観点別

の評価が容易ではない状況にある。評価場面での妥当で適切な評価問題が少ないことが大

きな原因と思われる。 

教師の負担を軽減すべく支援をしていく必要があるという認識のもとに本研究を開始し

た。観点別の「評価規準」は現在ではほとんどの学校で作成されている。本研究では，中

学校理科について信頼性・客観性の高い評価問題を収集改善し、評価規準に照らして体系

化することとした。 

 

２ 研究の方法と結果 

１５年度は、各県の教育委員会に依頼して各県で作成され、使用されている中学校理科

の評価問題を収集した。その結果、青森県・山形県・福井県・奈良県・福岡県・仙台市・

千葉市の５県２市から理科評価問題を多数収集した。 

収集した問題を，評価の４観点ごとに分類・分析し、良問と判定した問題の特徴を明ら

かにし，良問が備える特徴の分析を通した問題作成上の留意点の整理を行った。さらに、

それらの問題が観点別のどの評価規準に照らして評価するのに適した問題であるかを一覧

表にまとめた。 

１６年度は、本研究所の教育課程研究センターが実施した平成１３年度教育課程実施状

況調査の中学校理科問題の全てを分析した。具体的には次のように分析を進めた。 

① すべての調査票（第１学年Ａ・Ｂ・Ｃ，第２学年Ａ・Ｂ・Ｃ，第３学年Ａ・Ｂ・

Ｃ，各３種類）の問題について，「改善の必要な問題」と「優れている問題」，

「その他，特に改善の必要のない一般的な問題」に分類する。 

② 「改善の必要な問題」について，さらに次の三つに分類する。 

ａ 問題に設定された評価の観点を生かして，問題を改善するもの 

ｂ 問題に設定された評価の観点を変更し，問題も改善するもの 

ｃ 問題に設定された評価の観点のみを変更するもの 

③ ②のａ，ｂ，ｃについて，問題点を明確にする。ａ，ｂについては，改善案も



明確にする。 

その結果，より妥当性の高い問題とするため，改善すべき点をどのように改善すれば

よいかについて提案することができた。さらに，その改善案を提案することを通して，

問題作成のノウハウを導き出し，学校における評価問題の工夫・改善に資する資料を作

成することができた。 



中学校理科 にお け る観 点別評価 問題の改善 に関す る基礎 的研 究1
一良問が備える特徴の分析を通した問題作成上の留意点の整理一
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1は じめに

中学校 にお いては,生 徒のつ まず きを的確 に とらえ るとともに,観 点別 に生徒の達成度 を

判断す るのに,評 価問題(ペ ーパーテ ス ト)の 果たす役割 は大 きい。ペーパーテス トは,い

ろい ろな意図 をもった設問 を通 して,す べ ての生徒 についての多様 な評価資料 を短期間に得

ることがで き,そ れ らの評価 資料 を丁寧 に分析 す るこ とがで きる有効 な評価 方法なのである。

その ため,生 徒 の学習 が評価 規準に対 して どの ような状況 にあるの かをで きるだけ正確に

と らえるこ との で きる,客 観性 ・信 頼 性(い つ,誰 が評価 して も同 じ結 果が得 られ るこ と。

評価結 果 に変動 がない こ と。),妥 当性(評 価 したい ことを的確 に評価 してい ること。)に 優

れ た評価 問題 を作 成で きる能力が教師 には求 め られ る。

そ こで,中 学校 理科の教師が単元末 に評価 問題 を作成 す る際,ど の ような視点が必要 なの

かを明 らかにす るため に,次 の よ うに研 究を進 めた。

○ 指 導要録 に示 され た各観点 の具体 的な評価項 目を明確 に し,問 題作成 上の留意点 を明 ら

か にす る。

○ 全国か ら集め られた評価 問題 を4観 点 ごとに分類 ・分析 し,良 問 と思 われ る問題 の特徴

を明 らか にする。

○ それ らの問題 が どの評価 規準について作成 され たもので あ るかを一覧表に まとめ,具 体

的 な参考 資料 とな るようにす る。

24観 点の具体 的な評価項 目と問題作成上 の留 意点

指 導要録 の4観 点別 に評価 をする とい うことは,知 識 だけでは な く能 力や態度 まで も含め

て評価す ることにな る。 したがって,評 価 問題 を作 成す る際 には,生 徒 が学 習す る内容 だけ

でな く,そ の 内容の学習 を通 して どの ような科学的な能力や態度が育 つのかを明確 に してお

く必要があ る。

そこで,ま ず,4観 点 で評価 すべ き科学的な能 力等は どの よ うな ものなのか を明確 に した

上で,そ れ に基 づいた具体的な評価項 目を設定 した明 らかに した。 さらに,客 観性,信 頼性

を高 めるための問題作 成上の留意点 を明 らか に した。

(1)自 然事象へ の関心 ・意欲 ・態度

関心 ・意欲 ・態度 に関 しての評価はペーパー テス トに よって測定 し,数 量化す ることに

な じみ に くい ものが 多い。 意欲及 び関心 ・態度 な どは 「や る気 」,「活動の様 子」,「方向

性 」,「完成 の喜 び」 な どの よ うに時 間の経過 で変遷 して い く。 したが って,具 体的 な達

成 目標 を示 し,学 習の経過 の中で観点 に基づ く教師の観察評価 をするこ とが大切であ る。

また,生 徒相互の評価,自 己評価,ポ ー トフォ リオ,感 想文な どを生 か した評価 を個 人別

にカー ド等 に累積 して,ル ー ブ リヅクな どを活用 して多面的 に把握 す る必要 があ る。

それ らに加 えて,単 元末におけ る評価 問題では,学 んだこ とを身の回 りの 自然や 日常生

活 な どの中に見いだ した り,学 習内容 と関連付 けてみ た りしよ うと しているかを問 うこと

で関心 ・意欲 の度合 い を測 ることがで きる。 さ らに,身 近 なエネルギーや環境,生 命倫理

に関す る事象の ように,科 学的な判断や態度 を必要 とす る問題 を設定 することも有効であ

る。

この ような評価 問題 を作成す る際 には,問 題 の内容・を授業の 中心教材 と して扱 っていな

い こと,生 徒 に とって 身近 な 自然や話題 であ ることな どに留意 する必要がある。
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(2)科 学的な思考

科学的な思考 とは,自 然の事物 ・現 象か ら問題 を把握 し,そ の事象の生 じる原 因や仕組み

を調 べ る観察,実 験 を計画 ・実施 し,観 察,実 験 の結果な どを分析 的,総 合的に考察 し,そ

の中か ら規則性 を見いだ し,普 遍的,一 般 的な科学概 念 を形成 す るとともに,既 知の事項や

原理 ・法則 な どを基に,新 たに直面 した事 象を理論 的に説明 しようとす ることであ る。

したがって,科 学的思考 につ いての評価項 目と しては,次 の ようなものが考 え られ る。

① 問題 を正 しく把握 す る。

② 適切 な観 察や実験 を計画 する。

③ 比較 し,分 類す る。

④ 数量 的に把 握す る。

⑤ 結果 を予想す る。

⑥ 原理 ・法則 を適 用す る。

⑦ 筋道 を立てて推 論す る。

⑧ 分析 的に判 断する。

⑨ 関連付 けて総合 的に判 断す る。

⑩ モ デル化 して考 え る。

これ らの思考は,事 象 を比較 した り,事 象 と要 因を関係付 けた りす るとい う,問 題解決の

ための基 本的な思考 力の上に成立す る思考であ り,① ～⑩の思考 が複合的 に働 きなが ら問題

が解かれ て.いくこ とにな る。 さらに,問 題の構成の仕 方によって演繹的思考(き ま りを基 に

考 えを展開 する)が 必 要な問題,帰 納的思考(多 くの事実か らきま りを見 いだす)が 必要な

問題 に分かれ るこ とにな る。

科学的 な思考力 をみ る問題 を作 成す る際 には,「 どの よ うな事象 を比較 した り関係 付 けた

りさせ るの か」,「演繹 的に思考 させ るの か,帰 納的 に思考 させ るのか」,「それ らに よって

① ～⑩ の どの思考力 をみ よ うとす るのか」 を明確 に してお く必要があ る。

さらに,生 徒の思考のつ まず きを把 握す るためには,生 徒の思考の過程 が答案 に残 るよう

に してお くことも大切であ る。 小問を簡単な ものか ら難 しいものへ と配列 した り,考 えを文

章や 図で表現 させた りす るな どの 出題 方法の工夫が必要であ る。

また,単 元末評価 問題では,生 徒 に とって未経 験の事象や場面 を設定 し,そ の単 元で獲得

した知 識や見方 ・考え方 をフル に使 って答え させ る問題(問 題場面テ ス ト)を 設定 してお く

ことも有効 であ る。単 なる知識や技能 の再生では答 え られな いので,問 題の発見 と分析,判

断,知 識の応 用な ど,認 識の傾 向や 思考のつ まず きな どを把握で きる。

(3)観 察 ・実験 の技 能 ・表現

観察 ・実験 の技能 ・表現 とは,正 しい器具の使 い方,適 切な器具や材 料の選定,安 全 な実

験の操作方法 の習得 な どの操作的技能 のみでな く,観 察,実 験 の計画や実施,結 果の記録 と

処理や考察 な ど,自 然の事物 ・現象 を科学 的に調 べ る能 力,観 察,実 験 の過 程や結果 を報告

書 にまとめ た り,発 表 した りす るな どの表現 力の ことであ る。

ペーパーテ ス トで は,操 作 的技 能の評価 に加 え,観 察 ・実験 の技 能 ・表現の知的側面の評

価が 中心 になる。 その評価項 目と して は,次 の よ うな ものが考え られ る。

① 器具な どの操作 方法 の理解 ④ 観 察 ・実験 の結果の処理 と考察

② 適切な観察 ・実験器 具の選択 ⑤ 安全に関す る理解

③ 対照実験や条件統 一の理解

この ように,技 能 ・表現 は,科 学的 な思考や知識 ・理解 と一体的 に存在す るため,操 作的

な技能 についてのみ問 うても,技 能 ・表現 の評価 とはな り得な いので,注 意す る必要があ る。

特 に中学校 にお いて は,比 較 した り関係付 けた りす るのに必要な対象実験 や条件統一 を設定

で きる能 力を育て るこ とが重要 であ り,こ の よ うな能 力を測 れ る問題 を作 成す るこ とが必要

である。

(4)自 然事象 につ いて の知識 ・理解

知識 は,あ る事象についての記憶 やその事象 を理解 して習得 した概念であ る。したが って,

知識 には,記 憶的要素 の強 い 「単 純な,断 片的 ・記号的知識」 か ら,概 念 的要素の強い 「複

雑 な,総 括 的知識」 まで様 々な段 階があ る。 また,視 点 を変えてみ ると,「 内容 に関す る知

識」 に対 し,「 方法 ・手段 につ いての知識」 もあ る。

これ に対 して,理 解は,知 識 を内面化 し,体 系化 する過程の状態 であ り,理 解 の深 さは,

その知識が どれだけ関連付 け られ,体 系的に整理 されて いるか によって測 られ る。

知識 ・理解の評価項 目と しては,次 の ような ものが考 え られ る。

① 自然の事物 ・現象や物の名称 についての知 識
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② 自然 科学 で使 われてい る記号 ・術語等 についての知識

③ 自然 の事物 ・現象の性質や特徴 についての知識

④ 自然の事物 ・現象の 内容や働 きについての知識

⑤ 科学的手法 ・手続 き ・手順 につ いての知識 ・理解

⑥ 自然科学の基本的概念(下 位,上 位)に ついての知識 ・理解

⑦ 自然科学の原理や法則 につ いての知識 ・理解

生徒は,記 憶 を要 する語句や 名称,観 察,実 験の方法 な どを単純 に再生 させ る問題 を得

意 とする傾 向が ある。 一方,そ れ らの知識の関係 を把握 ・理解 して い るかを問 う問題(例

えば,論 述形式)を 不得意 とす る傾 向がみ られ る。 この こ とは,「 理科 は覚え る教科であ

る」 とい う生徒 の意識 を顕 著に示 してい るもので ある。

学習 によって得 られた様 々な知 識(宣 言的知識)が,互 いに関連 し合い,構 造化 されて

理解 され るこ とによ ってひ とまとま りの知識 とな り,次 の問題解決 に役立つ知識(手 続 き

的知識)と な る。知識 を単純再生 させ るだけで は,真 の知識 ・理解 の程度 をみてい るとは

言えないのであ る。事象のい くつかの関連 す る知識 を まとめて,よ り上位の概 念に形成 さ

れてい るかな ど,知 識 の深 ま りや広が り,理 解 の深さな どを測れ るような問題 を作成する

必要があ る。

3評 価 問題 の分析 と良問の特徴

4観 点 におけ る評価項 目や 問題作成上 の留意点 を明 らか に した上で,全 国か ら集め られた

評価問題の 中か ら良問 と思われ る問題 を抽 出 した。抽出 され た問題 を分析 し、その特徴 を次

の よ うにまとめ,問 題作成上 の具体 的な視 点 とな るように した。

○ 「自然事 象へ の関心 ・意欲 ・態度」の問題

① 日常生活と関連付けて 自由に記述 させる問題

② 科学的な見方や考え方の高 まりをみる問題

③ 日ごろいかに自然事象に興味をもち観察 しているかを問う問題

○ 「科学的な思考」の問題

① 様々な事象を関連付けて判断 した り,推 論 した りで きるかをみることのできる問題

② 確かな知識や理解を基に した論理的な思考や推論する力,関 連付けて総合的に判断

する力をみることができる問題

③ グラフや図表に示されたデータを分析 し,解 釈できる力をみることができる問題

④ 観察,実 験の結果とその要因を関係付けて分析的に判断できる力をみることができ

る問題

⑤ 観察,実 験の結果か ら観察された事象の意味を考察できる力をみることがで きる問

題

⑥ 観察,実 験の結果 とその要因を関係付けて分析的に考察 した結果を,新 たな場面に

適用 して考察できるかをみることができる問題

⑦ モデル と事実や理論を関係付けて思考できるかをみることがで きる問題

⑧ 目的に応 じて観察,実 験を企画する力をみ ることがで きる問題

○ 「観察 ・実験 の技能 ・表現」 の問題

①(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着と確かな知識の定着を一体として測

ることができる問題

② 条件制御の必要性が身に付いているかどうかをみることができる問題(基 本的な科

学的手法の定着をみる)

③ 観察,実 験のね らいに基づいて必要な条件制御を抽出できる力をみることができる

問題

④ 観察,実 験における操作の意味や原理 を理解 しているかをみることができる問題(

観察,実 験の基礎 ・基本)

○ 「自然事象についての知識 ・理解」の 問題

① 生徒 の誤答傾 向 を踏 まえた,本 質的な理解 をみ るこ とがで きる問題

② 知言哉の構造化(関 係付 けて理解 して いるか)を み るこ とがで きる問題

3知 識 の一1几 ヒが 叉れてい るか み るこ とがで る 。日、
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次に,そ れぞれの特徴 ごとに具体 的な評価 問題 を示 す。

(1)自 然事 象への関 心 ・意欲 ・態度

1日 常生活と関連付けて自由に記述させる間

・4一 問い4:化 学 変化 によ り熱 を放 出す る例 を
,日 常生活 の中か らあげさせている。

[指 導要領6一 ア]

田 市販 の カイ ロに示 され て い る議 分 薮 を 見て み る と、鉄 粉.ほ 性 炭 く炭 素,、 塩化
ナ トリウム 、 水 な ど の物 質が 含 まれ て い る。 カ イ 導が 熱 を数 出 す るの は 、 鉄 ζの
醗化 に よる もの で あ る.そ こ で.活 性 毅 や 塩 化ナ ト リウム 、水 は どの よ うな はた
らき を して いる の か 疑問 に思 、へ 次 の よ うな 笑 験 を行 っ た.あ と の問 い に蕃 え な

藍婁 験 》
鉄i粉、謡性 炭 、塩化 ナ トリ ウム.水 を右

鋸 鱗 騰 彗憂撃ζ難
2は 、実 験A～Dの 組 み 合わ せ につ い て 、
そ の結 果 を グ ラ フに表 した もので あ る.実
験 £の 組み 念わ せ で は、 発熱 が競 察 され な
か った 。 ま た、 鉄粉 だ け で 行 った 場 含 も 。
発 熱 も観察 され なか った.

悶4く 関 心》

放離 騙 錫 乳 鑛 整鳴 謂 慕 ゑ:私たちの蛉 の中で・化較 雌 よ嫌 を



・12と13(改 善 の 必 要 あ り)

　 ロ し ロ 　 ロ 　 ヰ コ マ　 　 つ 　 　 コ

12.次 の 質 問 ω 一㈹ に つ い て,あ な た の辱 え ゆ魯 ま・.・ジ

記 入 し て 下 さ い 。(得 点 に・は 入 れ ま せ ん か ・ら、 正 直 に

鵬 織 翼纒 欝撫 享第畿 郭篇露 こ覇1㍉言1弘
(3)あ な た は テ レ ビ や 新 聞 の 天 気 図'を よ く 見 ま す か 。 幽;

(4)あ な た は タ 方,西 の 空 の よ う'すか ら,明 日 の 天 気 を 予 想 し た こ と が あ り ま す か 。

(5)あ な た は 雪 の 結 晶 を ル ー べ な ど で 棍 察 し た こ とが あ り ま す か 。

(6)あ な た は 積 乱 雲(入 道 雲)を 野 外 で 実 際 に 見 た こ と か あ り ま す か 。

(7}あ な た は 積 乱 雲 の で き 方(発 生 や 成 長)に つ い て,本 な ど で 調 べ た こ とが あ ります か 。

(8)あ な た は 積 乱 雲 が 発 生 し た と き の 天 気 の よ う す を説 明 で き ま す か 。

(9)冬,日 本 海 側 に は 多 量 の 雪 か 降 り ま す が,あ な た は こ の 現 象 を説 明 で き ま す か 。

(1① 冬,教 室 の 窓 が く も る こ とが あ り ま す 。 あ な た は こ の 現 象 を説 明 で き ま す か 。

13.次 の 質 問(1〕一(10)に つ い て,あ な た の 答 え が 「は い 」 の と き は1,「 い い え 」の と きは0と

記 入Lて 下 さい 。(得 点 に は 入 れ ま せ ん か ら,正 直 に 答 え な さ い 。)

Ul電 熟 線3本,電 源 装 置,導 練 が 準 備 さ れ て い ま す 。 あ な た は 電 熱 練3本 が 直 列 の 回 路

に な る よ う に 組 み 立 て る こ と が で き ま す か 。

② 直 列 回 路 の あ る電 熱 線 に 流 れ る 電 流,あ る 電 熱 線 に か か る電 圧 を,電 流 計 ・電 圧 計 を

使 っ て.あ な た は 測 定 で き ま す か 。

{3)電 熱 線3本,電 源 装 置,導 線 が 準 備 され て い ま す 。 あ な た は 電 熱 腺3本 か 並 列 の 回 路

に な る よ う に 組 み 立 て る こ と か で き ま す か 。

(4}並 列 回 路 の あ る電 熱 線 に 流 れ る電 流,あ る電 熱 線 に か か る電 圧 を,電 流 計 ・電 圧 計 を

使 っ て,あ な た は 測 定 で き ま す か 。

(5)あ な た は 家 の テ レ ビ ・洗 濯 器 ・電 気 こ た つ の う ち,い ず れ か 一 つ で も その 消 費 電 力 ζワ

ッ ト数}を 言 え ま す か,

(6)あ な た は 家 の 蛸 貴 電 力 量 を 測 定 す る 積 算 電 力 計(電 力 量 を 測 定 す る メ ー ター)の 目 も り

を 読 ん た こ とか あ り ま す か 。

(7)あ な た は 電 気 器 具 や プ ラ ク の破 楓 な どの 簡 単 な 修 理 を し た こ と が あ り ま す か 。

(8)ク ー ラ ー や 洗 濯 器 な ど に は ア ー ス が され て い ま す 。 そ の 理 由 を説 明 で き ま す か 。

(9)衣 服 を 暗 い 部 屋 で 脱 い だ と き,火 詑 が 見 られ た り。 パ チ パ チ と 音 が す る こ とが あ り ま

す 。 あ な た は こ の 現 象 を説 明 で き ます か 。

(10)家 の 安 全 ブ レ ー カ ー が あ る 日切 れ,家 中 か ま っ暗 に な っ てLま い ま し た 、 あ な た は 原

因 を 考 え て ブ レ ー カ ー の ス イ ッ チ を入 れ る こ と が で き ま す か.
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科学的な見方や考え方の高ま りをみ る間

・5一 問 い7:風 力発 電 の短 所 を 問 うて い る
。[指 導 要 領7一 ア]

[釦 下卿 は.あ る発電のしくみを表したものである.ま た、図嵐 贈 にやさ鷹 変麓

百ρひとつとして研究'襯 力`進励 ているものである・あとの瑚

問7(関 心 》

潔 舘 鰯 縢 書計 いエネルギーとし・て畷 斯があげら総 この飛 の短醐

5:課 題解 決学習(夏 休みの 自由研 究等)の 進 め方を具体 的に問 うてい る。

[亘]夏 休みに行った自由研究にっいて,下 の問いに答えなさい。

(1)自 由研究 の進 め方 に ついて,次 の ア～カ を正 しい順にな らべか え,記 号 で書 きな さい。

ア 実験 ・観 察 に必要 な ものの準備 イ 研 究のま とめ,レ ポー トの作成

ウ 研 究テー マ の設定 工 実駐 ・観察 の実施

オ 再調査 の実施 力 実験計画 を立て る

(2)自 由研 究 のテー マの1巽ぴ方 と して,ふ さわ しい もの を2つ 選び,記 号 で答 えな さい.

街 で 「自由研 究 セ ッ ト」 が売 られ ていた ので,そ れ を買って,説 明 書の とお りに行 った。

宇宙 の こ とにつ いて知 りたい こ とがあ ったので,木 で調 べて ま とめる こ とに した。

虹 が なぜ で きるのか疑 問だ ったので,自 分でつ くって虹 が でき る条件 を調 べ ることに した。

動機

()

準備

()

結果

()

感想

0

0

③

0

⑤

⑥

⑦

教科 書にの って い る実験 を,身 の回 りにあ るもの でで きな いか,工 夫す る

ことに した。

木材 を買 って きて,自 由工作 をす るこ とに した。

自分 の力 だ けでは進 め られな くな った とき,ど う し

ア

イ

ウ

エ

オ

(3}実 験 や観 察に ゆ きづ まっ て,

た らよい か。 考え られ る方法 を1つ 書 きな さ・い。.

(4)自 由研 究を レポー トにま とめ る ときに必 要な 項 目を右 の枠 に示.した。②,④,⑥

に当ては ま る語 句 を応 え な さい。



2科 学的な思考

1様 々な事象を関係付けて判 断したり,推 論したりできるかをみることができる問

・4一(1)一 ①:光 合 成 の 実 験 結 果 か ら ,光 合 成 に必 要 な 条件 を判 断 で き るか を問

うて い る。[指 導 要 領8一 イ]

[互1植 物の光鍼 や呼吸のはた・・につ・・て・q)…)に 獣 な・い・
(1>ふ 入 りの葉 の あ るア サ ガオ を一昼 夜 暗室 に置 き,次 の 日,図 の よう に葉 の一 部 を表 裏 と もア

ル ミニ ウム は くで おお い,十 分 に 口光 に 当 て てか ら,そ の葉 を切 り取 った。

次 に,こ の葉 を熱湯 に つ けて か ら,.さ らに,あ た た めた エ タ ノー ル につ け,水 洗 い を して か

ら うす い ヨ ウ素 液 に ひ た して,青 紫色 に染 ま る場 所 を確 か め た。①,② に答 えな さい。

① この実 験 は何 を調 べ るため の ものか,下 のア ～ オか ら当 て は ま る もの をすべ て選 ん で,そ の

記 号を害 きな さ い。 また.こ の 実 験 の結 果,葉 の どの部 分 が染 まっ た か,下 の図A～Cか ら1

つ 選 ん で,そ の記 号 を書 きな さ い。

ア 光 合 成 に は光 が必 要 な こ と。 イ 光 合成 には水 が 必要 な こと。

ウ 光 合 成 に は二酸 化 炭素 が 必 要 な こ と。 工 光 合成 に は葉緑 体 が必 姜 な こ と。

オ 光 含 成 の結 果,酸 素が で き る こ と。

・2一(5):発 音 体 の振 動 が 空 気 中 を伝 わ り音 が 聞 こ え る こ と を
,実 験 結 果 か ら判 断

で き るか を問 うて い る。[指 導 要 録1一 ア]

L互]音 にっいて次のような爽験1を 行ったあと,続 いて実験2を 行った。これについて問に答えなさ
い 。

(5)実 験1と 実験2の 結 果 を合 わせ る と,結 論 と して どの よ うなこ とが い えるか。



確かな知識や理解をもとにした論理的な思考や推論するカ,関 連付けて総合的に判断する

力をみることができる問題

・10一(2)一 ①:コ イル に磁 石 を出 し入れ する ときの誘導電流の 向 きを推測 で きるか

を問 うて い る。[指 導要領3一 イ]

而 ・イルや磁石を使。て電流のはたらきについて調べた.(1),(2)}・ 答えなさい.

(2)図2の ように,両 端をつないだコイルに磁石のN極 を近づ

けると,矢 印の向きに誘導電流が生じることがわかった。①,

②に答えなさい。

① 図2と 同じ向きの誘導電流が流れるものを,ア ～エから1

つ選んで,そ の記号を書きなさい。

・4一(2):メ ダカの保留 走性 を正 しく理解 し
,そ れ を応 用 して思考 で きるか を問 う

てい る。[指 導要領10一 ア]

巨]概 で採取 ・た・ダ・を水・・臥 れ・,次 の実験を行・た・
実 験1水 そ うに イ トミ ミズの入 った試 験 管 を静 か に入 れ る と,メ ダ カはす ぐに 近寄 って きた。

実験2水 そ うに イ トミ ミズ を す クつぶ した汁 をス ポ イ トで静 か に滴 下 す る と,メ ダカ は しば ら くし

て か ら近 寄 って きた。

も ユう

実験3水 そ うの外 側 で円 筒状 の紙 を ゆ っ くり回転 さ せ る と,紙 の 内側 に描 いた 白黒 模 様 の 違 い に

よ って,メ グ カ は紙 の回 転方 向 に泳 ぐ場 合 と泳 が な い場 合が あ っ た。

実験4水 そ うの水 を棒 で か き回 して水流 をっ くっ た ら,メ ダ カ は水 流 に逆 らっ て泳 い だ。

(2)実 験3で,メ ダカが 紙 の 回転 方 向 に泳 が なか ったの は どの摸 様 の ときか,次 の1～4の 中 か ら

一 つ選 び,そ の番 号を書 きな さい。



2一 問 い6:無 性生殖 を正 しく理解 し,そ れ を応用 して思考で きるかを問 うて いる。

[指 導要領12一 イ]

10:混 合物か らろ過や再結晶 を利用 して物 質を分離で きることを推論で きるかを問

うてい る。[指 導 要領2一 イ]

17:動 物の組織の細胞が呼吸 して いる ことを確 かめ,説 明で きるか牽問 うている。

:指導要領10一 ア]



・14:化 学変化 を閉 じた系で 行 い
,そ のあ と開放系 に した場合の質量 変化 を説 明で き

るか を問 うてい る。[指 導要領4一 イ]

14.審 閉 した 大 形 の 容 器 中 ℃ 次 の よ うな 化 学 反 応 を お こ させ た 、 反 応 後.容 器 の ふ た をゆ

る め た 。 こ の と き,反 応 前 に く らべ て 質 量 の 増 加 した の は どれ か 、 た だ し、 それ ぞ れ の 装

置 は 化 学 反.応 が お こ る前 に 容 器 ご と賛 登 ε 測 っ て お い た,

i、 石 灰 石 に うす い 塩 酸 を加 え る2,硫 酸 銅 水 溶 液 と塩 ぎヒバ リ ウ ム 水 溶 液 を混 ぜ る

3.ま る め た ス チ ー ル ウ ー ル を燃 焼 させ る4,う す い 塩 酸 に マ グ ネ シ ウ ム を入 れ る

5.木 炭 の 粉 を 燃 焼 さ せ る

・21一(3):豆 電 球 の つ な ぎ方 を 変 え た と きの 明 る さ の 変 化 を推 測 で き るか を問 うて

い る。[指 導 要 領3一 ア]

21.ま め電球2個 と乾電池2個 とを使って.次 のい ろいろな回路 をつ くっゐ 。 それ ぞれの回

路の スイッチ を入れた とき,次 の{1),(2)の 問いに答 えよ。

いト ー ♂て 一 叶 一く「 一
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(3)次 に.ま め 電 球3個 と 乾 電 池2個'で 右 図 の よ う な 回

路 を つ く り、 ま め 電 球 を と もLた 。 途 中 で,Aの ま め

電 球 を と りは ず す と.Bの ま め 電球 の 明 る さ は ど うな

る と 予 想 され るカ・"

1.明 る くな る2.明 る さ は 変 わ ら な い

3.暗(な ろ4.消 え る

i・ト

4

Ac

B

一12一



・7-C1):乾 電 池や豆電球 のつな ぎ方の違い による豆電球 の明 るさを判断で きるか

を問 うてい る。[指 導要領3一 ア]

・15:直 列回路 の電圧の比が抵抗の 比 と同 じにな ることをもとに,発 熱量 を推測で き

るか を問 うてい る。[指 導要領3一 イ]



・1一(2):液 量 を半分 に した ときに沸点 は変わ らず
,加 熱時間が 半分 にな ることを

推 測で きるかを問 うてい る。[指 導要領2一 ア]

・16一(2):示 され た実験結 果を もとに,指 定 され た向 きに誘導電 流 を発生 させ る方

法を判断で きるかを問 うてい る。[指 導要領3一 イ]



・15一(1):夏 至の 日の太陽 に対 しての地軸の傾 きと赤道 を判 断で きるかを問 うて い

る。[指 導要領13一 ア]

・3:大 気 中の二酸化炭素濃度の グラフか ら
,そ の変化 の様 子 を植物 の光合 成 と関連

付けて判断で きるか を問 うて いる。[指 導要領14一 ア]



・17一(4):実 験結 果か ら
,抵 抗 が どの ようにつなが ってい るかを論理 的に分析 し,

総合的 に判断で きるか を商 うてい る。[指 導要領3一 ア]



・1一(4):力 学 的 エネル ギーの保 存の 法則 を適 用で きるか を問 うて いる。[指 導要

領5一 ア]

・2一(1):視 野の直径 か らい ろいろな細 胞の大 きさ を推定で きるか を問 うて いる。

[指 導要領12一 ア]



・7:与 え られ た気圧配 置か ら同 じ気圧 の地点 を判断で きるかを問 うて いる
。[指 導

要領11一 ア]

・20:同 じ物質は沸点が 同 じであ ることか ら
,物 質 を分類 することがで きるか を問 う

てい る。[指 導要領2一 ア]



・5一(2):与 え られ たデ ー タか ら
,マ グネ シ ウムが完全 に酸化 されていな いこ とを

判断で きるかを問 うてい る。[指 導 要領4一 イ]

・13一(2):観 測結果か ら
,日 の出の時刻 を計算 によって推定 で きるか を問 うてい る。

[指 導要領13一 ア]



.16:連 続 した天気図の変化 か ら,雲 の分布の変化 を推 定で きるか を問 うてい る。[指

導要領11一 イ]



・4一(3):2つ の実験結 果か ら,メ ダ カの保留走性 の意味 を問 うて いる。(実験3の

結 果か ら)[指 導要領10一 ア]

・9一(3):露 点 の 違 い か ら湿 度 の 違 い を判 断 で き る か を問 うて い る。[指 導 要 領11

一 イ]



・15一(1):条 件 を変 えた蒸散 量の実験か ら
,蒸 散が行われて い る場 所 を判断 で きる

か を問 うている。[指 導要領8一 イ]



・4一(3):2つ の実験 結果 か ら,メ ダカの保 留走性 の意味 を問 うてい る。(実験4か

ら)[指 導要領10一 ア]

・2:植 物の蒸散量 を調べ る実験 結果の意味 を考 え,葉 だけか らの蒸散 量 を問 うてい

る。[指 導要領8一 イ]



・2一(1)(2):空 気の振動に よって 共鳴音 叉か ら音 が出 る理 由を問 うている[指 導要

領:1一 ア]

・4一(1)(2)(4)(5):植 物 の 種 子 散 布 の た め の体 の つ く りの意 味 を問 うて い る
。[指

導 要 領8一 イ]



・4一(4):メ ダカの視覚以外 の感覚 に よる走性 を問 うて いる。[指 導要領10一 ア]



・2一 下 一(問)一6:位 置エネル ギー の大 きさが
,斜 面の角度ではな く高 さに関係 し

ていることを判断で きるか を問 うて い る。[指'導 要領6一 ア]

ソ ・14一(2):金 星 の位 置が変わ った と きの見 かけの形 と大 きさを類推 で きるか を問

うて い る。[指 導要領13一 イ]



・18一(1):質 量保 存 の法則 を分 子モデ ルで説 明で きるか を問 うて い る。[指 導要領

4一 イ]

・10二(2):実 験 に使 った蒸留水 が血液の モデルであ る ことを関係付 け られ るか を問

うてい る。[指 導 要領10一 ア]



第2部 一(2):植 物の葉の裏側 で多 くの蒸 散が行われ てい ることを確 かめ るための

実験 を企画で きるかを問 うて い る。[指 導要領8一 イ]

第2部 一(3):葉 緑体 でデ ンプンがで きるこ とを確 かめ るための実験 を企画 するこ

とが で きるかを問 うてい る。[指 導要領8一 イ]

・5一(1):つ り合 って い る2力 を 判 断 し ,矢 印 で 図 示 で き る か を問 うて い る 。[指

導 要 領1一 イ]

9一(1):実 験 器具の正 しい使 い方を理解 し,・目的に合 った実 験装置 を組 み立て ら

れ るか を問 うて いる。[指 導要領3一 ア]

9一(2):誤 差 に対す る概念 とグラ フの書 き方を理 解 し,グ ラフで正 しく表現で き



るか を問 うてい る。[指 導要領3一 ア]

・12一(2)一 ②:対 照 実 験 に つ いて の 考 え 方 を理 解 して い るか を 問 うて い る。[指 導 要

領10一 ア] 一



・9一(2):対 照実験 につ いての考 え方を理解 してい るか を問 うて い る。[指 導 要領

10一 ア]



3観 察,実 験のねらいに基づいて必要な条件制御を抽出できるカをみることができる問

・4一 問い1:市 販の カイロの中に入 ってい る塩化 ナ トリウムのはた らきを調べ るた

めの実験 の条件 を問 うて いる。「指導要領6一 ア]

・18一(1):コ ウボ菌 を使 って,細 胞の呼 吸 に栄養分 が必要で あ ることを調べ られ る

か を問 うてい る。[指 導要領12一 ア]



・11一(1):電 流によ る発熱 の実験 で注意 すべ きこ とを指摘 で きるかを問 うて いる
。

[指 導要領3一 イ]

・3一(2):発 熱量 と電流 の関係 を調べ るためには電圧 を一定 に しなけれ ばな らない

ことを指摘 で きるかを問 うてい る。[指 導要領3一 イ]



◎ 観察,実 験における操作の意味や原理を理解しているかをみることができる問題(観 察,実

験 の基礎 ・基本)1

・9:安 全 にエ タ ノールの沸点 を測定 す ることがで きるか を問 うてい る
。[指 導要領

2一 イ]

・12:メ ダカを使 って毛細血管 を流 れ る血液 の様 子 を観察で きるか を問 うて い る。

[指 導要領10一 ア]

・13一(2):空 気 中の水蒸気 が水滴 にな る温 度 を調べ る実験 の合理性 について説 明で

きるか を問 うてい る。[指 導要領11一 イ]



・2一(3)(4):音 は真空中では伝わ らな いことを確かめ る実験 方法 を問 うて い る。[指

導要録1一 ア]



4自 然事象 についての知識 ・理解(断 片的な知識 を問 うて いない)

1生 徒の誤答傾向を踏まえた,本 質的な理解をみることができる問

・2一(3):生 徒 の誤 答傾 向を踏 まえてお り,「 質 量 を変化 させて も物質の融点 ・沸

点 は決 まって い る」 とい うことを生徒 が本 当に理解 して い るか を問 うて い る。[指 導

要領2一 イ]

・5一(3)一 ①:圧 力の概念 が正 し く理解 されて い るか を問 うてい る。(問 題配 列の

関係か ら)[指 導要領1一 イ]



・2一(3)一 ア:生 徒 の誤答傾 向 を踏 まえてお り,「 質量 を変化 させ て も物質 の融点

や沸点 は決 まって いる」というこ とを生徒 が本 当に理解 して い るかを問 うてい る。[指

導要領2一 イ]

・3一(5):血 液 によ る物 質の移動 が正 し く理解 されて い るか を問 うて い る。[指 導

要領10一 ア]



② 知識の構造化(関係付けて理解しているか)をみることができる問題

→ 総合的 に理解 してい るか どうか を測定す ることがで きる。

・3一(1):ア ブラナ とマ ツの花のつ くりか ら胚珠 を見つけ 出 し,胚 珠 が種子 にな る

ことを理解 して い るかを問 うてい る。[指 導要領8一 イ]

・3一(2):双 子葉類の根 ,茎,葉 のつ くりの特徴 を理解 して い るか を問 うてい る。

[指 導要領8一 イ]



・1:回 路 の違 い による電 流や電圧 の値 の違 いを理解 して いるかを問 うてい る
。[指

導要領3一 ア]

・11一(1):セ キ ツ イ動 物 の 体 の 特 徴 を理 解 して い るか を 問 うて い る
。[指 導 要 領10

一 イ]



庖 一般化が図られているかをみることができる問題

・5一(3)一 ①:圧 力の概念 が一般化 され てい るか を端的 に問 うて いる。[指 導要領

1一 イ]

・8:種 子植物 の花の構造 が一般化 されて い るか を問 うてい る。[指 導 要領8一 イ]

この ように問題 を分析 した後,ど の評価 規準 につ いて作成 され たものかについて整理 した。

整理 したもの については,別 のエ クセ ル ファイル 「評価 規準対応 表」を参照 されたい。



4お わ りに

多 くの評価問題 を分析 した結果,良 問の もつ幾 つかの特徴 を まとめ ることがで きた。 この

分析 を通 して,良 い評価問題 を作成 するためには次のよ うな ことが必要であ ることが分か っ

た。

○ 学習指 導要領で取 り扱 う内容 を生徒 が学 ぶ ことに よって,生 徒 にどの よ うな科学的な見

方や考 え方 を身 に付 けさせ なければな らないのか を教 師は明確 に把握 しておかなければな

らない。そ う しなけれ ば,評 価 問題 で何 を どの ように考え させ なければ な らないのか,何

をどの ように問 わなければな らないのかが不明確 にな り,真 に生 きて働 く学 力を測定 する

ことはで きない。

○ 科学的 な見方や考え方 を育て るために必要 な要素 を洗 い出すために,評 価規 準を作成 す

るこ とは大切な ことであ る。評価 規準 を作成 す ることを通 して,評 価 問題で問 うべ き内容

や 問い方な どが明 らかにな って くる。

○ 良い評価 問題 をつ くれ るとい うことは,教 師の教材 に対 す る認 識が深 まった とい うこと

で あ り,教 師 の 自己評価 の ための重要 な材料 であ る。

この ように考えて くる と,生 徒の実態 を しっか りととらえ,教 材 を深 く理解 して いる,良

い授 業 を行え る教師 こそが,良 い評価 問題 を作 成で きると言え る。子 ども研 究,理 科教材研

究 と併 せて,評 価問題研究 も教師 の力量を高 め るため に必要な こ とであ ると感 じてい る。

今後,分 析す る問題 を更 に増や し,分 類 ・分 析 を行い体系化 す ることに よって,本 研究 を

よ り一般化で きるように してい きたい。
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中学校 理科 にお け る観 点別 評価 問題 の改善 に関す る基礎 的研究H
一平成13年度中学校理科教育課程実施状況調査問題の分析と改善一

鹿児島県総合教育セ ンター

鹿 児 島 市 立 伊 敷 中 学 校

鹿 屋 市 立 大 姶 良 中 学 校

具 志川 市立 あげ な中学 校

研究主事 芝 原 睦 美

教 諭 河 瀬 雅 之

教 諭 平 原 金 智

教 諭 島 村 一 司

1は じめ に

教 師 は生徒 のつ まず きを的確 に と らえ,指 導法 の改 善や教 材 教具 の工 夫 ・改善 を行 わ なけ

れ ば な らない。 そ の ため の情 報 を得 るた めに,評 価問題(ペ ー パー テ ス ト)の 果 たす 役割 は

大 きい。 教 師は,自 分 の作成 した評価 問題 に対 す る生徒 の正 答 率や誤 答 傾 向 などの分析 を通

して,教 科指導 の改 善 を図 るため の貴重 な資料 を得 るの であ る。

教師 が評価 問題 を作 成す るに当 た って は,自 分の作成 した評価 問題 が 客観 的で信頼 で きる

もの で あ るか(い つ,誰 が評価 して も同 じ結 果 が得 られ るか,評 価 結 果 に変動 が ないか),

学習指 導要領 に示 され て い る教科 の 目標 や指導 内容 に照 ら し合 わせ て,自 分 の作成 した評価

問題 が妥 当な もので あ るか(評 価 しな けれ ば な らない ことを的確 に評 価 してい るか)な どに

っい て,常 に検 討 し,不 断 の修 正 を加 えてい くことが必要 であ る。 しか し,中 学校 にお いて

は,客 観性 や信頼 性 に関 しての議 論 は盛 んで あ るが,評 価す べ き ものを評 価 してい るか とい

う 「妥 当性」 につ い ての議論 が少 な い ように思われ る。

そ こで,評 価 しな けれ ばな らな い こ とを的確 に評価 す るため の評価 問題(妥 当性 の高い 問

題)を 作成 す るため に,中 学校理 科 にお いて は何 を どの よ うに評 価す べ きで あ るの か,ど の

ような こ とに留意 すべ きなのか を明 らか にす る必 要が あ ると考 えた。

その ため に,我 々は平成15年 度,各 自治体 等 で行 われて い る学力評 価 問題 を分析 し,観 点

別 に評価 す るた めの よ り良い評価 問題 の在 り方 につ いて,「 中学 校理 科 に おけ る観 点別 評価

問題 の改善 に関す る基 礎的 研究1一 良問が備 え る特徴 の分析 を通 した問 題作 成上 の留 意点 の

整理 一」 と して ま とめ た。本 年度 は,そ の成 果 を基 に しなが ら,「 平成13年 度 中学校理 科教

育課程 実施 状況調 査 問題」 を分 析 し,教 科 指導 に生 かす ため の評価 問題 は どうあるべ きか,

そのた め に 「平成13年 度 中学校 理科教 育課 程実 施状 況調査 問題 」 を具体 的 に どう改善 す るべ

きか につ いて研究 す る こ とに した。

2教 育課程 実施状 況 調査 の問題 を分析 す る 目的

(1)教 育課程実施 状況 調査 の問題 の妥 当性 を高 め るために

文部 科学省 にお い ては,PISAやIEAな どの国際調 査 を基 に,日 本 の生徒 の学 力等

にっ いて の実態 を把 握 す る とと もに,教 育課 程 の実施状 況 につい て,ペ ーパー テス トに よ

る 「教 育課程 実施状 況調 査」 や 「研究指 定校 に よる調査 」 を行 って い る。 さらに,平 成15

年10月7日 に中央 教育 審議会 か ら出 された 「初等 中等教 育 におけ る 当面 の教 育課程 及 び指

導 の充実 ・改 善方 策 につ い て(答 申)』 で は,両 調 査 とは異 な る観点 か ら 「特 定 の課題 に

関す る調査」 を実 施す るこ とも求め てい る。 この ように,国 にお いて は教育課程及 び指導

の充 実 ・改 善 を進 め るため に,生 徒 の[確 か な学 力]の 状 況 を的確 に把握 し,そ れ に基づ

いた方策 を立 てて い く努 力が な され てい る。

中で も,教 育課 程実 施状況 調査 はその実施 規模 が最 も大 き く(中 学 校 において は,各 教

科,各 学 年 ごとに3種 類 の問 題 につ い て,そ れぞれ 約1万6千 人 の生 徒 を対象 に実施),

その結 果 は教 育関 係者 だ けで な く,社 会 に与 える影 響 は大 きい。そ のた め,教 育課程実施
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状 況調査の問題 には高い客観性 や妥 当性 が求 め られ てい る と言 え る。

ところが,そ の問題 を分析 して み る と,一 部の設 問 につい て,出 題 してい る 内容 や出題

方法,設 定 してい る評 価 の観点 な どに改 善すべ き点 があ る ことが分 か った。

そ こで,今 回我 々は,平 成13年 度 の教 育課 程実施状 況調査 の問題 を詳細 に分 析 し,よ り

妥 当性 の 高い 問題 とす るた め,改 善 す べ き点 をどの ように改善 すれ ばよいか につい て提案

す る ことに した。

(2)学 校 にお け る観 点別 評価 問題 の改善 ・工 夫 を進 め るため に

これ か らの学校 教育 におい ては,知 識 や技 能は もち ろんの こ と,こ れ に加 えて,学 ぶ意

欲 や,自 分 で課題 を見 付 け,自 ら学 び,主 体 的 に判 断 し,行 動 し,よ りよ く問題 を解 決す

る資質 や能 力等 の[確 か な学力]の 確 実 な定着 を 目指 す ため に,目 の前 にい る生徒一 人一

人 の学習 状況 を的確 に見取 りなが ら,個 に応 じた指 導 を一層進 め なけれ ば な らない。

生 徒 一人 ・一人 の[確 か な学 力]の 定 着 の程度 を,地 域 や 学校 な どの実態 に応 じて,よ り

的確 に見取 るた めに は評 価 の工 夫 が必要 にな る。 そ の一 っが ,「 評価 しなけれ ば な らない

こと」 を 「的確 に評価 で き る」,妥 当性 の高 い評価 問題 を作 成 して評価 す る方 法 であ る。

教 師 には妥 当性 の高い評 価 問題 を作 成 す る能 力が求 め られ て い る こ とにな るが,実 際 に は,

評価 問題 の作 成 につ い て深 く研修す る機 会 は少 ない。

実 際,初 任 者 の作成 した定期 テ ス トの 中 には,全 設 問数 に対 して 「自然事 象 につい ての

知識 ・理解 」 を問 う設 問 数 が多す ぎた り,評 価 の観 点 を 「科 学的 な思考 」 に設定 して い る

ものの,思 考 させ るため の条 件設 定 が甘 く,結 果 的 に もって い る知 識のみ で答 え られ る よ

うな設 問が 見 られ た りす る場 合 も少 な くない。 つ ま り,「 何 につ い て,ど の よ うに問 えば

よいのか」 とい う問題 作成 の基 本的 な ノウハ ウが不足 してい るの で ある。

よ り良い評 価 問題 を作 成 す るため に は,「 学 習指 導要 領 に示 され た内容 を学 ぶ ことに よ

り,○ ○ につ いて,こ の よ うな知 識 を生 徒 は獲 得 す るで あ ろ う」,「 この よ う な見方 や 考

え方 が生徒 に身 に付 くで あ ろ う」,「 □□ の よう な新 た な課 題 を課 した場 合,生 徒 は この

ように問題 を解決す るであ ろ う」 とい った,教 科 学習 の成 果 に よ って表 出 され る生 徒 の具

体 的 な姿 を教 師が イメ ー ジす る ことが 必要 で ある。 さ らに,そ れ を的確 に表 現 させ るため

の設 問の工 夫 が必要 にな る。

そ こで,全 国規 模 で行 われ,教 師の 関心 も高い教 育課程 実施 状 況調査 の問題 の分析 を行

い,そ の改 善案 を提案 す るこ とを通 して,問 題作成 の ノ ウハ ウ を導 き出 し,学 校 にお ける

評価 問題 の 工夫 ・改 善 に資 す る資 料 を作成 す る ことに した。

3研 究 の実 際

(1)分 析 の方法

上述 した 目的 を達成 す るため に,平 成13年 度 中学校 理科 教育 課程 実施状 況 調査 につい て,

次の 手順 で分 析 を行 った。

① す べて の調査票(第1学 年A・B・C,第2学 年A・B・C,第3学 年A・B・C)

の 問題 につ いて,「 改善 の必要 な 問題 」 と 「優 れ てい る問題 」,「 その他,特 に特徴 が見

られ ない 一般 的 な問題」 に分類 す る。

② 「改 善 の必要 な問題」 につ い て,さ らに次 の三 つ に分類 す る。

a国 立教 育政策 研究 所(以 下 ,国 研 と記す)が 設定 した評 価 の観点 を生 か して,問 題

を改 善す るもの

b国 研 が設 定 した評価 の観 点 を変更 し,問 題 も改 善す るもの

c国 研 が設 定 した評価 の観 点 のみ を変更す る もの

③ ② のa,b,cに つ い て,問 題 点 を 明確 にす る。a,bに つ い ては,改 善案 も明確 に

す る。
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④ 「優 れて い る問 題」 につ いて は,優 れ てい る理 由を明確 にす る。

⑤ 分析 結果 を一つ の フ ォー マ ッ トに整理 し,資 料 と して ま とめ る。

(2)分 析 に際 しての基 本姿 勢

教 育 課程 実施状 況調 査 は,全 国規模 で行 わ れ る調 査で あ るため,そ の調 査問題 はよ く練

られ てお り,ほ とん どが 良問 で あ る。我 々が,そ の調査 問題 に改善 すべ き点 を見 いだ した

際 の 主 な視点 は,「 この問題 は,設 定 して い る評価 の観 点 につ いて的 確 にみ るこ とがで き

るか」 とい うこ とで あ る。

次 の よ うな設 問 を例 に挙 げ る。

この設 問 のね らい は,「 マ ツ の胚珠 と相 同な つ くりを サ ク ラの花 か ら見い だす ことがで

きる」 で あ る。 「見 いだす こ とがで きる」 とい う表現 か ら判 断す れ ば,確 か に評価 の観 点

は 「科 学 的 な思 考」 とい うこ とにな る。 しか し,こ こで考 え なけれ ば な らない ことは,こ

の調査 は既 に生 徒 た ちが授 業 で学 ん だ ことにつ いて,そ の定着 の度 合い を測定 してい ると

い う点 であ る。

学習指 導要領 には花 のつ くりの学 習 につ いて次 の ように述 べ てい る。

い ろい ろな植 物 の花の観 察 を行 い,そ の観 察記録 に基 づ いて,花 の基 本的 なつ く りの

特徴 を いだす と ともに,そ れ らを花 の働 き と'付 け り こと。

っ ま り,授 業 の中 でサ ク ラの花や マ ツの花 の観察 を行い,共 通 す る働 きをす る相 同 な器

官を見い だす過程 で は思考 力 が要求 され る。 しか し,授 業 を通 して学 ん だ後で は,花 の っ

くりを花 の働 き と関 連付 けて理 解 して おか なけれ ば,学 習 指導要 領 のね らい を達成 して い

ることには な らない 。

したが って,こ の問題 を解 く段 階 で生徒 は,「 胚 珠 はやが て種 子 に な る部 分で あ る」 と

い う こ とに加 え,「 被 子植 物 と裸 子植物 の違 い は,そ の胚 珠 が 子房 に包 まれ てい るかい な

いかの違 いであ る」 とい う ことを結 び付 けて理解 していな ければ,学 習 指導要領 のね らい

を達成 してい る とは言 えない ので あ る。

この よ うな ことか ら,こ の設 問 は優 れ た問題 で はあ るが,評 価 の観点 は,知 識 の構造 化

(関 係 付 けて理解 して い るか)を み る,「 自然事 象 につい て の知識 ・理解 」 とす べ きで あ



ると結 論付 けた。

この例 の ように,教 育課程 実施 状 況調査 票 の中 に,設 定 して い る評価 の観 点 と設問 とが

うま く合致 してい ないの では ないか と思 われ るものが幾 つ か見 いだ された ため,分 析 の基

本姿勢 を次 の よ うに定 め た。

☆ 国研が 設定 した評 価 の観 点 と設問 の 内容 が 合致 してい るか検 討す る。

◎ 評価 の観 点 と設 問 の 内容 が 合致 して い ない場 合 は,評 価 の観 点 に合 うよ うに問 題 を

改善 す る。 【3(1)②aに 相 当】

◎ 設 問 そ の もの に問題 点 が あ り,国 研 の設定 した観 点 を評 価 で きな い と判 断 した場 合

は,評 価 の観点 を変 更 し,問 題 を改 善す る。【3(D②bに 相 当】

◎ 国研 の設 定 した評 価 の観 点 に合致 す るよ うに問題 を改 善す る ことが困 難 な場 合 は,

評価 の観 点 のみ を変 更す る。 【3(1)②cに 相 当】

そ の他,次 の ような点 につい て も留 意 して分析 し,改 善案 を示 した。

○ 設 問 に設定 して い る事 象や文 章表 現 が不適切,不 正確 で はない か。

○ 解 答 の させ 方が不 適切 で,生 徒 が解答 の仕 方 に迷 わ ないか。

○ 難 易度 が 高す ぎない か,あ るい は低 す ぎない か。

○ 設 問 に用 いてい る図や 写真 が不鮮 明で あ った り,不 適 切で あ った りしてい ない か。

(3)評 価 の観 点 につい て の基 本的 な考 え方

理科 におけ る評価 の4観 点 と趣 旨は次 の とお りであ る。

自然事 象 へ の 関心 ・意

欲 ・態度

自然 の 事 物 ・現象 に 関

心 を も ち,意 欲 的 に そ

れ らを 探 究 す る と と も

に,事 象 を人 間 生 活 と

のか か わ りで み よ う と

す る。

科学的な思考

自然 の 事 物 ・現 象 の 中

に問 題 を見 い だ し,目

的 意 識 を も って 観 察,

実験 な ど を行 う と と も

に、 事 象 を実 証 的,論

理 的 に考 え た り,分 析

的,総 合 的 に考 察 した

り して 問題 を解 決す る。

観 察 ・実 験 の技 能 ・表

現

観 察,実 験 の基 本操 作

を習 得 す る とと も に,

自然 の事 物 ・現 象 を科

学 的 に探 究す る方 法 を

身 に付 け,そ れ らの 過

程 や 結 果 及 びそ こか ら

導 き出 した 自 らの考 え

を的確 に表現 す る。

自然:事象 につ い ての 知

識 ・理解

自然 の事 物 ・現 象 につ

い て,基 本 的 な概 念 や

原理 ・法 則 を理 解 し,

知識 を身 に付け てい る。

評価 問題 を作成 した り,分 析 した りす る場 合 も,こ の4観 点 の趣 旨を踏 まえ るこ とにな

るが,(2)で も述べ た よう に,生 徒 の学 習過 程 にお け る評 価 の観 点 と学習 後 の評価 問題 に

お け る評 価 の観 点 は異 な る ことが あ る。 学 習過 程 の中 で,「 幾 つか の事 実 か ら共通 す る要

素 を見 い だ し,整 理 して きま りや法則 を作 り上 げ,一 般化 で き るか」 とい う場 合 の評価 の

観点 は 「科学 的 な思考 」で あ るが,学 習 後 には 「作 り上げた きま りや法則 が 一一般化 され て,

理解 され てい るか」 とい う観点 で評価 す る ことにな り,こ の ときの評価 の観 点 は 「自然 事

象 につい ての知 識 ・理 解 」 とな る。 この こ とを踏 まえない と,評 価 の観 点 と設問 の 内容 が

食 い違 って くる場合 が あ るので,気 を付 け なけれ ば な らない。

また,評 価問題 を作 成 した り,分 析 した りす る場合,こ の設 問 は どの観 点 につ い て問 う

設 問 に分類 す べ きか迷 うことが多 い。 その理 由は,思 考力,技 能 ・表現 力,知 識 ・理解 と

が分離 して存在 して い るわけで は な く,境 界線 がは っきり しない か らで あ る。例 え ば,「 観

察 ・実 験 の企 画 力」 は,「 科学 的 な思 考 」 に 分類 す べ きか,「 観 察 ・実 験 の技 能 ・表 現 」

に分類 す べ きか につ い て考え てみ る。

次 は,科 学的 能 力 につ いてそ れぞ れ に属す る力 を整理 した 一例 で ある

科学的 度
自 然 事 象 へ の 関 心 ・意

欲 ・態度

科 学 的 能 力
科学的な思考

・問題 把 握 力

・関 係 把 握 力

・一 般 化 力

観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

・企 画 力

・観 察 力

・操 作 力

・表 現 力

科 学 概 念
自然事 象 につ い て の知

識 ・理解

一50一



この例 で は,「 企画 力 」 は 「技 能 ・表 現 」 の 中 に入 れ てあ る。 しか し,観 察 や実験 の企

画 は,問 題 を把 握 し,事 象 が生 じる原 因等 を他 の事 象 と関係付 け なが ら予想 しなけれ ば,

適切 な器具 を選 定 で きなか った り,的 はず れ の観察,実 験 を企 画 して しま った りす る場合

もあ る。 この よ う に考 え る と,「 企 画 力 」 は,「 科学 的 な思考 」 に入 れ るべ きであ る とい

う考 え も成 立 す る ことに な る(今 回,我 々は 「企 画力」 につ いて は 「科 学的 な思考」 に分

類 す る こ とに した)。 こう考 えて くる と,問 題 を作 成 した り,分 析 した りす る ときには,

4観 点 に分類 す るため の何 らか の判 断基準 を もって おいた方 が 良い とい う ことが言え る。

平成13年 度 中学校 理科 教 育課程実 施状 況 調査 の設 問 と評 価 の観 点 をみ てみ ると,こ の基準

があい まい なので は ないか と思われ る点が み られ た。

そ こで,我 々は平成15年 度 の 「中学 校理 科 に おけ る観 点別評 価 問題 の改 善 に関す る基礎

的研究1一 良問 が備 え る特 徴の分 析 を通 した問題 作成 上の留 意点 の整理 一」で 得 られ た成

果 を活用 して判 断基準 を設 定 し,各 設問 の分 析 を行 った。そ の基準 は次 の とお りで あ る。

○ 「自然事 象へ の関心 ・意 欲 ・態 度」 の 問題

① 日常生活 と関連付けて自由に記述 させる問題

② 科学的な見方や考え方の高ま りをみ る問題

③ 日ごろいかに自然事象に興味をもち観察 してい るかを問う問題

○ 「科学的な思考」の問題

① 様 々な事 象 を関連 付け て判 断 した り,推 論 した りで きるか をみ る ことので きる問題

② 確 かな知 識や理 解 を基 に した論 理 的 な思 考 や推論 す る力,関 連 付 け て総 合 的 に判 断

す る力 をみ る ことが で き る問題

③ グラフや図表 に示 され たデー タを分析 し,解 釈 で きる力 をみ る ことがで き る問題

④ 観 察,実 験 の結 果 とそ の要因 を関係付 け て分析 的 に判 断で きる力を み る ことがで き

る問題

⑤ 観察,実 験 の結果 か ら観察 され た事 象の意 味 を考察 で きる力 をみ る ことが で きる問

題

⑥ 観察,実 験 の結果 とその要 因 を関係 付 けて分 析的 に考察 した結 果 を,新 た な場面 に

適用 して考察 で き るかをみ る こ とが で きる問題

⑦ モデル と事実や理 論 を関係 付 けて 思考 で きるか をみ る ことがで きる問題

⑧ 目的 に応 じて観 察,実 験 を企 画す る力 をみ る こ とがで きる問題

○ 「観 察 ・実験 の技 能 ・表現 」の 問題

①(主 と して作 図問題)科 学的 な表 現方法 の定 着 と確 かな知 識 の定着 を一体 と して測

る ことがで き る問題

② 条件制御 の必要性 が身 に付 いて い るか どうか をみ る ことが で きる問題'(基 本的 な科

学 的手法 の定 着 をみ る)

③ 観察 実験 のね らい に基づ いて 必要 な条件 制御 を抽 出で き る力 をみ る ことがで きる

問題

④ 観察,実 験 におけ る操 作 の意味 や原理 を理 解 して い るか をみ る ことが で き る問題(

観察,実 験 の基礎 ・基本)

○ 「自然 事象 につ いて の知 識 ・理 解 」 の問題

① 生徒 の誤 答傾 向 を踏 ま えた,本 質的 な理解 をみ る ことがで きる問題

② 知 識の構 造化(関 係 付 けて理解 してい るか)を み る ことがで きる問題

3知 識 の一般化 が ヌれ て いるか をみ るこ とがで きる ・日

…51一



(4)分 析結 果

a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改善す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課 程 実施状 況調 査 第1学 年 理科A調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)① ②

観 察 ・実験 の技能 ・表 現

①,② は顕 微鏡 の部 分 の名 称 を答 え させ る問題 で あ るが,全 体で30

数題 しかない 問題 の 中で2問 も必 要 か。 また,名 称 を問 う問題 で 「調 節

ね じ」 を問 うの が適 当か。 もっ と大 切 な もの はないか。

こ の 問題 で は 名 称 を 問 う問題 は1題 にす る。

そ の とき 問 う一 つ の 名 称 と して は 「接 眼 レ ン ズ 」,「 対 物 レ ン ズ 」,「 し

ぼ り」 の い ず れ か が よい が,対 物 レン ズ は(4)に お い て名 称 で示 され て い

る の で,「 しぼ り」 を 問 題 に した 方 が よ い 。 そ の た め に は,し ぼ りが は

っ き り と分 か る 図 に 差 し替 え る必 要 が あ る。

国 ほもメひまラ 　 エ
鮮 さん は ・顕 鱒 轍 つ て水 寧 の 嶽 小 生伽)鵬 を行 い

,顕 鰻 の

操 俸を 学び ま した.

11)図1畷 微鏡嶋 と②螂 分の橘 を口 騨 に翻 燵 い
。

・[==二]

{=ユ

の＼ ㍉

r

G

0

,⑨

⑤

_一 ⑤!

a国 研 の観点 を生か して,問 題 を改善す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施 状況調 査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)

観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

①,③ の 表 現 が そ ろ っ て い な い 。

① も③ も 「光 の く る方 向 を 向 い て 」 とい う表 現 に 統 一 す る。

回 耐 構 礪 鞭 練 て、繍,よ う、してい隷

① ルーペ筆岩石を ど礁 美う濫観 察す 嘉鋤 讐 しい ですか.麹 噂 か 献塗までの中か ら

…つ麟 で騰 幡 鍵 〔 ン 難 鑓 鱈 ～・.

肇 光ぎ虜1碗 い て・ルーべを轡石i廼 づ1ツ.腿 鍛 して髭る,

⑳ 光をか らだ峰後方 かち愛け。ルーベを嚢蔦 議 づ轄,馨 を離 して

職る.

乳欝磁 叢鷺驚 賑 寵[].
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a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改 善す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調 査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(2)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

観 察に適 した倍 率 を問 うのは よい が,鉱 物顕 微鏡 と生 物顕 微鏡 の違い

を問 うのは学習指 導要 領 の内容 と照 ら し合 わせ た とき適切 か。

この問題 の ね らい は観 察 に適 した 倍 率 を問 うこ とのみ に焦 点化 し,生

物 の組織や 細胞 を観察 す る問題 の 中で出題 す る。

又 は,火 山灰 の サイ ズ をス ケー ル を示 す こ とで 読み取 れ るよ うに し,

観 察 に適 した倍 率 を問 う問題 として 出題 す る。

回 正峯きんは岩石や鉱勧を観察 して名鋳を鍾浮ようとしています.

(2)飯 子 姦んが火 凶獣 を擦灘 鶏て,獣 で爾痩 も灘 うと.た く惑ん の鉱物が で

て 湊 塞した、 斑子 さん濃そ 舞鉱趨 を講 べ議 うと瓢 櫨 しだ.ど 釣器 舞を ど

の よ うに使 えば よい ですか.下 轟患 か ら鐵 表で 曇中か ら1つ 選ん で,モ の

番髄 □ の中に書きなさい.

① 双瞬案鯵鐵薇鐘で鱒 鱗に拡大 もてみ る

⑨ 電畢顕徴鐘で2鰯 優に鉱貞してみる

灘 欝 灘1謙慧 □ 頓
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

囹(1)

自然事象 への 関心 ・意欲 ・態度,科 学的 な思 考

地層 断 面図 を描 かせ るこ とそ の もの は 良 問で あ るが,ど こまで描 け ば

よい のか,指 示 が不明確 で あ る。 しか し,書 き込 み の度 合 いで 意欲 をみ

よ うとす るの であれば 面 白い設 問で ある。

※ 回答 欄 の地 層 下部 よ りも下 に余 白が あ って,そ こに も分 か る範 囲で

地層 が書 き込 め るよ うに工 夫 され てい る。 書 き込み の度合 い に よ り,

「意 欲」 もみ る ことができ る良問で あ る。

さ らに思 考 力 を問 うので あれ ば,地 層 の重 な りが単 調す ぎ,知 識 の

み で も解決 で きる レベル で あ るの で,柱 状 図の 内 どれ か一 つ はカ ギ層

を隠 した り,も っ とず らした りす るな どの工夫 を行 う必 要が あ る。

※ 予想 され る生徒 の解答 と して,線 で 結 ばれ て い るだ け の もの,地 層

の 中身 まで 書 き込 まれ てい る もの,地 層 の 下部 よ りも下 まで描 かれ て

い るもの な ど,同 じ正解 で も大 きな幅 が 生 じる可能 性 が あ る。 ま た予

想.で きない はず の左 右端 の 地層 よ りも外側 の地層 まで描 き込 まれ てい

るものは明 らか に間違 い であ るが,そ れ は調査 結果 では 区別 され ない。

で きれ ば,書 き込 み の差 で,「 意欲 」 や 「理解 の深 さ」 も読 み 取 る

こ とが で き る旨の説 明や,解 答類 型 の種 類 に よって どの よ うな理 解 の

差 が あ るか につ いて の記 載 が あ る と,教 師 は採 点 ・集 計 作 業の過 程 の

中で指 導の改 善に役 立つ情報 を得 る こ とがで きる。

囹_。 んは地 一ドの 輔 の随 に_、 て学 翫 てい_.
.弥 ㎜幽さ ん は 学 校 の 運 動 鳩 の 地 下 を つ く っ て い る 聴 層 の 様 子 を 知 る た め に

掌 校 が 廼 設 さ れ た 顯 時 の ボ ー リ ン グ 識 齋 猷 料(鯉 蒲 に 穴 を 藪 蹴 に 掘 っ て 得 ら

れ'7鷺.誠 審導》 を 先 張 か ら 孟巷 り ー棄し た り

《茎>A地 点 ～・じ》塒'戯 の ボ ー一リ ン グ 魏 避:試 料 は ,地 ・擬 面 が 岡 じ 遮 さ で 一・一繭τ練 上

に 描 ら れ た も の で す 。 秀'一 審 ん は こ の ボ'・・… リ ン グ 識 磯 試 料 を も と にA煽 三点

～ 菰)地 恵 に 輩 る 地 脳 断 薦 図 を 欝 こ う と し て い ま す
。 下 の[==コ の 争 の 猫 一

き ん が か 毒 力・け'ぐ い 為3繊)襯 断」醐'図 を 兆 成 さ せ な 各 ㌧㌦

噸 屡
マi

…i

ヒリ

}
∴1

A

1幽

騒
;認麗麟

鰯
幽;撃i

齢1三燃1驚1謬セユが ゆ　

翻 一…織 撒 ・

秀 ㎜ さ ん ・悌 力・き'ウ 、け ⊂ ㌧・纂 穂 層 断 ロ晦牌1

-

二黙囎

壊 義1短

窟 丁 … 占}… 冨''"`-'一「}'『.『.1『'り'`'`

麟 翻
{乳8
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a 国研 の観 点 を生 か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調 査 第1学 年 理 科A調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(2)

自然 事象 につ いて の知識 ・理解

図 で はす で に ろ過 した液 体 が,下 の ビー カー に集 ま って お り,②,④

の選 択 肢 は明 らかに正解 で は ない こ とが図 を見ただ けで分 か って しま う。

② → 砂 がろ紙 を通 り抜 けてい ない こ とは 図を見た だ けで明 らかで あ る。

④→ 液体 が通 り抜 け てい るこ とは,図 を見 ただ けで明 らか で ある。

図 は ろ過 の途 中の状 態 を示 してい るが,ろ 過 を始 め る直 前 の状態(下

の ビー カー に水 がたま っ てい ない状態)の 図に替 え る。

回
セうぬロ

陵 宏 さ ん は,ビ ー カ ー の 中 で 少 量 の 食 壌 を 水 に 溶 か し て 遜 明 に

ぼ

し た 後 粟 そ の 串 に 砂 を 混 ぜ ま し た 。 そ の 後,こ の ビ ー カ ー の 液 を

ろ 過 し 蜜 し た"

@

(2)ろ 過 し た 後 の ろ 液 と砂 の よ うす は,ど の よ:う に な り ま す か 。

下 の ⑦ か ら④ ま での 中 か ら1つ 選 ん で,そ の 番 暑 を[==コ の 申

に 婁 き な さ い 。

のぞ

④ 融 と食 壌 は ろ紙 で 除 か れ,ろ 液 は 食 塩 を含 ま な い 水 に な る 。

② 砂 と食 塩1水 の どち らも,ろ 紙 を漁 りぬ け る。

③ 砂 は ろ紙 で 除 か れ,食 塩 水 は ろ紙 を通 りぬ け る。

④ 砂 と食 塩:水 の どち ら も 膨 ろ紙 を通 りぬ け な い 。

(32
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a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課、程 実施状 況調査 第1学 年 理 科A調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

國(1)

自然事 象 につ いて の知 識 ・理解

波 形 と,基 準 と な るス ケ ール の線 の 濃 さや 太 さが 同 じで 見 に くい 。

波 形 を 濃 く,基 準 と な る ス ケ ー ル を うす く印 刷 す る と も っ と見 や す く

な る。

國 伽 方から順眺L～,肋 の奮を蹴 讐さ施
は け レ

リ ま す 。 「ミ∫ の 音 を 雌す 音 さ を た た い た とき の 波 形 を コ ン ビ ュ

ー タ で 漏 定 し た と こ ろ
,図2の よ うな 波 形 に な りま し た 。

柵
廼£ 『ミ」の音多

鐵1音 さ

く1)「 ミ」 の 音 を 出 す 音 さを,翻2の と き よ 妙 も強 くた た い た と き

の 畜 を 調 ぺ ま した 。 こ の と きの 波 形 は 事 の 図 の ① か ら④ の どれ に

な りま す か 。 適 切 な も の を1つ 灘 ん で.そ の 番 号 を⊂====】 の 鱒 に

書 き な さ い.

① ② ③ ④

聯 闇闇 繍 欄柵細卿

□.
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a 国研 の観 点 を生か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理 科B調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

囚(1)

科学的な思考

設 問 の表 中 に岩 石名 が記 載 され て い るが,岩 石 名 が あ る と岩石 名 か ら深 成
はんちゅう

岩 だ か らマ グマ が ゆ っ く り冷 え た もの だ と 「知 識 ・理 解 」 の 範 疇 で 解 けて し

ま う。

表 中か ら岩 石名 を削除す る こ とに よ り,結 晶 の形 状や 組織 構 造 か らマ グマ

の冷 え方 を推 測 し,判 断 させ る よ うにす る。

囚 鍛 ん麟 榊薄一 繍 べて、_一_③
織 難 二 さ ん 戯 槻 寮 醗 録!をボ して い 棄す 、

跨

舞響)"

× 蓋〔}

乾 コ ・フ竃

悪i讐

垂 剥 離'
燭灘 ノ

i'虚 ノXlo

驚i虐

遵 、

、き.

激
ノ:繭 ・

麟

蜘 蜜

1

{
i

…

溢1

…

数積甑 給プ、魏趣譲物禁

雛 み葛 殆て 路桑 … 灘 窯撫 」
軋画恐南る糠麟難衷　 鴇i

、_。 一

q}餓 ① か ら 闘 ⑬ ま で の 中 で マ ダ マ が φ っ く 拳陽 え.て鐡 塞 っ て で き た 籍 石 は

どれです か。1つ 選ん蔦 そ畷 號 □ 劇)中に鍵 な 毒い.

is
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a国 研 の観点 を生 か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学 校 教 育課程実 施状況 調査 第1学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

團
科学的な思考

身近 な 自然 現象 か ら問題 を提起 してい るのは とて も良い。 しか し,こ の よ

うな設 問の設 定 では,音 と光 の それ ぞれ の速 さを正 し く文章 表 現 してい る選

択肢 を選 ばせ る問い に な ってい るので,「 科 学的 な思 考」 を問 うのではな く,

文章 読解の能力 を問 うて い るよ うな設 問に なって い る。

「科 学 的 な思考 」 の設 問 とす るな らば ,「 光 が 音 よ り遅れ た時 間 を基 に,

稲 光 が何 キ ロ先 に落 ち たのか」 を問 う問題 が よい。 文 中 に光 の速 さと,音 の

速 さは参考 として記載 してお く。

図 次郎 さんは泊 分のい る ところ と書 との

いなぴ か

距 離 を知 りたい と思 い ま した。 そ こで,稲 光

りが見 え て か らそ の稲 光 りの 音 が 聞 こ えて

くる まで の時 闇 を計 っ た と こ ろ5秒 で した。

こ の こ と か ら,雷 が 鳴 った の は こ こか らお

よ そ1,7kln斑 の こ とだ と考 え ま した.

次郎 さん が この よ うに考 えた も とに な って

い るの は どん な こ とです か 。 下 の① か ら④

ま での 中 か ら1つ 選 ん で,そ の 番 号 を

〔===】 の 中 に書 き な さい 。

① 音 が 窓 気 中 を伝 わ る速 さは,ユ 秒 間 に約340阻 だ が,そ れ に比 べ て

光 は空 気 中 を瞬 閥 的 に伝 わ るか ら。

② 音 が 空 気 中 を伝 わ る速 さは.1秒 間 に約340磁 だ が,光 が 空 気 中 を

伝 わ る 速 さは1秒 閲 に ほ ぼ ◎恥 だ か ら。

③ 光 の儀 わ る速 さ と音 が 空 気 中 を伝 わ る速 さの差 は,1秒 間 に 約340

恥で あ るか ら.

④ 光 の伝 わ る速 さ と音 が 空気 中 を伝 わ る速 さの 差 は.1秒 間 に約1 .7

kmで あ るか ら。

{36
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(3)

自然 事象へ の関 心 ・意欲 ・態度,科 学 的 な思考

火 山 ガ ス を 答 え させ る だ け で は も っ た い な い 。 こ の ま ま で あれ ば,「 知

識 ・理 解 」 しか み る こ と は で き な い。

この問い を科 学 的 な思 考 の問題 と位 置付 け るので あれ ば多数 の 穴の成

因 を記 述 させ る問い にすべ きで あ る。

(例)

「この穴 の中に は も とも と何 が あったの です か」→ 単 な る知識 ・理解

穴 の成因 を記 述 させ る問題 にす る。

「この穴 は どの よ うに してで き たの です か。 そ の成 因 につ い て説 明 しな

さい 」

回 鰍 購 避 をしでいる瞬 騰 る火峨 隙 綿襯 江酬
の中頃に多量⑳{2)塞 山灰 を飛ばす噴 火を して以来 ヨ00年 概沈黙を続けています。また,

9進 紀中駿に由の中腹か ら多量の(3}溶 岩が流れ出 し,ふ もとの川の水 をせ き止め,湖

ができたこともわか りま した。

(31溶 岩鈴内部には溶岩が冷えて固まる際にできた多数の穴があいていますg:二 の穴の

中にはもともと何があったのです醜 下の □ の 中に簡潔 に書ぎなさい。

(8
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a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査

國(3)

第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

自然事象 へ の関心 ・意 欲 ・態度,科 学 的な思 考

解 答 が不適切 で ある。

解答 類 型 はBとCを 正 答 と してい る,し か しこの 問題 は,AとCの 蒸

散 量 の差 と,AとBの 蒸散 量 の差 の双 方 を比較 して,初 めて 証明 で きる

の で,問 題 と して不適切 であ る。

「技 能 」 で な く,「 思 考 」 を 問 う問題 とす る な らば,A～Dの そ れ ぞ

れ の実験 結果 を示 し,葉 の裏 か らの蒸散 量 を求 め させ る問題 にす る方 が

よい。

囚 太郎 。んの 。。_鷹 葉_く り。_
ら 毒 を 澗 べ る た め.班 で 箏 分 け し .諜 ノ キ の

饗 の い ろ い る な 螂 分 綻 顕 微 鏡 で 親 獺 し ま し た .
●太 郎 さ ん と 拳 子 さ ん は 麹1で 承 し た 位

置 で 集 の 漸 面 を そ れ ぞ れ 薄 く 卿 ウ .
'孝 蹄 さ ん は 漿 の 談 の 畿 皮:を は が し .
・僑E・子 磁 ん は 葉 の 護 の 幾 皮 を は が し て

.

そ れ ぞ れ 額 徽 鋤.で 観 察 し ス ケ ッ チ し ま した 。

孝 治 毒 ん と 班 子 さ ん は.ス ケ ッ チ を 見 せ 脅

い な1が ら 下 の よ う な 譜 し 傘 い を し.ま し た 伽

照i1

燕 ノ
え
峯尚

芝
君
警.

書
季
ぞ
㌢
三
毒
面

灘 胎 捲 ん ・.「こ れ.何 一 ぼ く の 畷 縞 し た も の に は .こ の よ う な 横 様 は な か っ た

け ど 」

距 予 さ ん ゴ 肌 鎖 月 の よ う な 形 を し た 二 っ の 組 胞 の'す き 閥 で ,穴 の よ う に 晃

え た,の 」

灘 捨 さ ん ・ 「ぼ く に は,横 様 の よ う に 見 え る け げ ∫

そ の 後 。 太 賂 き ん と 幸 子 さ ん の ス

ケ ツ チ も 合 わ せ で 考 え てr穴 が あ い

で い る 」 と い う 塞 と め に な り ま し た 。

ま た.4人 の ス ケ ッ チ を 総 合 して 図

2の よ う な 葉 の 立 体 断 面 閣 を 作 り.

班 で 調 ーくた こ と を 豪 と め ま し た 9

麟2

丞

ノ

(3)太 郎 さ ん は,さ ら に 「水 燕 気 は 薬 の 裏 か ら 出 て い く ま と い う こ と を 証 明

す る 実 験 を 行 っ て 気 孔 の は た ら き を推 定 し た い と 思 い.葉 の 枚 数 や 葉 の 大

き 志 が ほ ぼ 同 じ4本 の 槙 物 の 枝 を 醗 い て,鴎3の よ うな4っ の 装 欝 を 作 り

ま し た 。 ど の 翼 験 装 殿 を 線 み 含 わ せ て 寅 験 した ら 「水 蒸 気 は 葉 の 蓑 か ら 出

て い く 」こ と を 証 明 で き ま す か 。Aか らDま で の 記 弩 の 中 か ら2つ 選 ん で . .

下 の[===コ に 書 き な さ い.

函3

油

寧

蓬

Aニ モの ま ま3;鷺 の 楓 にワ セ リ ン愛C二 鷺 の 裏に ワ セ1'ン を9:鷺 を †ぺ{
塗 ウた もの 塗 ウ た もの とつ た もの

(11
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教育 課程 実施 状況調査 第1学 年 理 科C調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

1解 答類 型 を見 る と,化 石 を取 り出す 作 業 その もの に限定 して い る よ

うで あ る,問 題 文 か らは露 頭 の調 査全 般 と勘違 いす る生徒 も多い ので

はない か と思われ る。

2こ の 問題 文 の まま では 「取 り出す の に」 が 「取 り出す とき」 に変 わ

っ ただ けで 採集 袋,ル ーペ も必要 と考 えて よい。 この問題 文 の差 は 国

語 的 な違 い で しか ない ので,こ の こ とだ けで必 要 な もの を 限定す るの

は理科 の 問題 と して は好 ま しくない。

3不 要な もの を書い てい た ときの採 点基 準 が明確 でない。

1問 題 文 の 「岩 の 固 ま りの 中 にあ る」 を 「露頭 か ら取 り出 した岩 の 固

ま りの 中に あ る」 とす る。 また,岩 が 柔 らかい泥岩 や シル トな どの場

合,シ ャベ ル も正 答 とな るので 準解 答例 と して解答 類型 に加 え るか,

取 り出 した岩 石 を硬 い岩 石 に限 定す る。

2国 語 的 な 問題 とい う色彩 を無 く し,「 意欲 」 や 「技能 」 をみ る 問題

にす るた め には,前 述 の よ うに問題 文 を 「岩 の固ま りの 中 にあ る」 を

「露頭 か ら取 り出 した岩 の 固 ま りの 中 に あ る」 とす るか,「 取 り出 す

の に」 を 「取 り出す とき」 に変 え る と ともに,解 答 を 「○○ の作 業 に

○ ○ が必要 」 とい うス タイル で答 え させ,解 答類 型 に幅 を もたせ る よ

うにす る。

固 鰹 ん麟 … 轍 ・… れ・ ・繍 ・観・す・膿 ・
の よ う に 習 い ま した,.

,。_。_。 察・。 一
2地 履 の蕪 な り方 を調べ る

3膣 と講の 境 澱の様 子 を観察す る

1各 綴 の雛 や 構成物 質 を調べ る
,`ヒ ニ饗が あ るか 調 べ る

る 化.概 が あ っ な 場 含}ま 」魁爆 び〉母 代 や ノこい 穫 環 賦 を 調 べ る

71也 の 鋸 頭 ご魏 絞 して 地 層 の 縄 定 や 広 が り を 考 え る

∠轡 鳳.倦 。__。 。。ル,==ニ マ
採 糞 綾,篶 配 用 獲.地 形 掬.作 業 手 袋

ξあ っ た ら よ い も の]

カ メ ヲ,爾 具

《D岩 の 閲 ま りの中 にあ る化 惹を敗 り出すの に使 うもの は飼 です か、 上の

ジ必 要 な用奥 」の 中か ら選 んで,ト の□ の中 に書 きな さい舞

(皇2
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a国 研 の観点 を生か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程 実施 状 況調査 第1学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

囹(1)

自然事象 にっ いて の知 識 ・理解

二つ の キー を押す 必然性 が ない。

具 体 的 にはDだ け押 して も,Hだ け押 して も,同 時 に二 つ のキー を押

した ときで も答 えは3種 の単 子葉 類 に な って しま うので,問 題 と して の

面 白み もない。

(1)は 二 つの小 問 に分 け る

(1)Dを 押 した ら何種 類 の植 物 が表示 され てい ます か。

(2)DとHの キー を連 続 して押 した ら何 種類 の植 物 が表 示 され てい ま

す か。

問題 をこの よ うに した 場合,操 作す るキー を増や して も,検 索結 果 は

変 わ らな い。植 物 の特 徴 が確 実 に理 解 され て い なけれ ば,キ ー を押 す た

び に種類 数 が絞 り込 まれ て い く とい う感 覚 が じゃま を して,検 索結 果 が

変 わ らな い とい うこ とを 自信 を も って答 える こ とは できな いた め,確 か

な理 解 をみ る ことがで き るよ うにな る。

囹 太鰻 ん。クラ。_酬 。騨 で_。._輔 い。概 岨 物
を 穣 、曜 し ま し、か 。

較 晦 の 橿 物 弱 織 の 解 寅 ・ヒ そ ξり 特 轍 が 誹 ン ピ 』.一 夕 に 埜 鎌 し.て3bつ ま ・ず 、 二3

ンーピ 詔 一 マ を ゆ 作1博一る と.叢 初 に 図 の よ う 謄 画 面 が 讃 辣 さ 才し玄 一ザ .μ 聖恥 の 八

か らH己 よ キ ボ ー}ご の 組 彗 を 衰 〔、.,例 え ば ・㌣一.」く・一 ド!)Bを 押rと 「争 纂 が

2敏 塞`こ あ て は 表 る 構 紬 的 写 タ匹・が す べ て 画 面 に 鵬 唐 す.衷 た,赫 とF尉 遷 窺

し て 柳 ・せ.げ 両 方 酢1一あ て は 求 る{値 勒 を 頗 面 に 出 す こ と が 賢き 豪 『り㌔

ミー
____..__し_

一 一一}'　『'芭'

一

聾諜 劃

幽一一7
(】)太 郎 さん は 、 雛 磁 で あ う 鱗 勤 を 講べ 裏 し之 、 簾 雛 欺 「車 行11で 慢 繍

「ひ げ 搬 .で し た ゐ で,DとHハ キ ー…を 押 し ま し 足、 文 鰯 さん 分 画 緬

に は ゴんな 殖 物 の 写 翼 が 褒 ポ され てい 家rか 、 そ 跨稿 』防を 下ρ蝕X)か ら

⑥ の 甲 か ら躍,モ ¢燐 号 を〔=}即 に 密 き な 昼㌣㌔

竺 ン ビ.ユー タ に 墜 餓 登8もて レ る櫨 物

の ア サ ガ オ の ア を メ

器 算 欝 　 !

(且4
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国研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(2)

自然事象 について の知 識 ・理 解

アブ ラナ の花弁 の数 を知 って お く必 要が あ るのか ど うか疑 問で あ る。

学 習 指 導 要 領 に は,.「 花 の つ く りに つ い て は,花 の 形 が 似 て い て,花

び らな ど の 数 が 等 しい もの が あ る こ とに 気 付 か せ る 」 と あ る の み で あ る

の で,こ の 内 容 を必 要 な 知識 と と らえ る の に は 無 理 が あ る。

よ っ て この 問 題 は省 い た 方 が よい 。

{2}知 拳 きん は,ア ブ ラナ を観 察 しま した瀞.花 は ま だつ}まみ で した 。 知茅

さん は,ア ブ 撃ナ の花 弁 はKと 寧の どち らか,争 藁 はAと8の どち らかに

つ い て錨 蓼たい と思 い 蕊 した脅

そ こ で,図 の 欝 ン ピ謳一 タ 礪 藪 か 鄭,畢 葉 のAと 総.驚 弁 の 鷺と ドを 芋

の⑳ か も④ の よ うに組 み 禽 わ鷺 て押 してい 毒 ま した.

ア ヅ ラ ナ 弗 写翼 瀞漸 藤 に 綴 て く るの1塞 馨⑳ 鵬 含 で す か.旗 の慧)か ら④ ま

・働 勅 ・ら 夷つ 濃 ん で ,養 の毒 畢 をご コ 轡 中 に 欝 趣な 毒い.

⑳ 挙葉 はAで.花 摺 霊慧

⑳ 費鶏 敷Aで,慈 勢 織 ド

⑳ 華葉 は 臓で.花 癖 慮賦

韓 帯 漿は8で,花 勢 は ド

f,75
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課 程 実施状 況調査 第1学 年 理 科C調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)

自然事象 にっい ての知識 ・理解

問 題 の 設 定 に 無 理 が あ る(こ の よ うな 地 層 が あ る と は 考 え に くい)。

ま た,シ ジ ミに は 淡 水 棲 の も の も あ る。

「シ ジ ミは 海 水 と … 」 の 部 分 を,

に変 え る。

「こ の シ ジ ミ は海 水 と … 」

回_ん_野 耀 で露頭囎1。 翻 幸蝋 図_時
の スケ ッチを榛 式的 に表 した ものです。それ ぞれの地 層 の様 辛 は右側 に承 さ

れ てい ます。

A

B

▼サ℃惣 匁 鞠

ニ き

c}婚 亀o
鵡%

、}

や か ゆ り ゆ り　

。 ◇ ウoo{

oウ く渉oo◇i

oウ ゆ9ウ

F

f

さ む

。・♂望亀 ㌔。∴⑳ ち

z

A二 桔れ葉 な どが虜 ってで きた黒土の層

Blま だ 十分 に鍵 ま っていな い砂 の層

C,シ ジ ミの殻の化 署 を盒む 泥 と砂の層

D二 軽石や 火 山灰 を奮 んだ泥 の層

聡:ナ ウマ ンゾウの露 の翫 篭を含む 圏い

砂岩 の層

Flア ン愚 ナイ トの化 面 を含 む泥岩 の中

生代 の庵

G:フ ズ リナ の化石 を含む石 灰岩 の古生

代の層

(Dま ゆみ さんが シ ジ ミについ て調 べた ところ,シ ジ ミは海水 と談 旗が混 じ

った所 に生息 す る こと瀞わか ウま した。Cの 地鰹 の できた 議時 の環壌 は ど

の よ うな場所 で あ うた と考 えられ ますカ㌔ 下の① か ら④ までの 中か ら もr)

とも適切なもの戯 っ選んで,そ の番馳 〔 コ の中に鑓 な さい。

① ノllの上流

③ 河 礎付 近

撚 甚遠撫 　 □ 価
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a国 研 の観点 を生 か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調 査 第1学 年 理 科C調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)

自然 事象 につ いての知識 ・理解

気 体 を通 した ら石灰 水 は ど うな るか とい う問 い は,二 酸化 炭素 が発 生

した こ とを知 らな くて も機 械 的 に 白く濁 る と答 えて しま う生 徒 が多い の

で避 け る。

「この実験 で発 生 した気 体 を石灰 水 の 中 に通 してみ た とこ ろ
,石 灰水

は 白 くに ごっ た。 発 生 した気体 は何 か」 とい う,気 体 の性 質 と気体 の名

称 を 同時 に問 うよ うな 問題 にす る。

回 まさるさんは,翻 、捨てて鱒 の醐 こ

あね

塩 酸 をかけ る と泡 が 出る ことを発見 しま した。

そ こで,こ の泡 が侮 であるか を右 の 磨の ような

実験 で調 べてみ るこ とに しま した。
こ

需

z

顯 謎

雰のから

醗

、

財

(1)こ の寅験で発生 した気体を石灰水の中に達 してみました.石 灰永はどのよ う

になるか説瞬 しなさい。

(議
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a国 研 の観点 を生か して,問 題 を改善 す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課 程実施 状況調査

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

國(2)

第1学 年 理科C調 査票

科学的な思考

共 鳴音 さの設 問 であ るので,選 択肢⑤ も不正解 とは言 えない。

選択肢 の⑤ は はず し,四 択 にす る

國 次郎・鵬 勘 、,な 讐 、。使。て舶 性襯 調べ、,。 思い議 験1

と,窯 験2を しま し た 。

(箕 験1)音 さ を 箱 か ら は ず し,た た き 棒 で た た

い た 。 そ の 音 さ を水 そ う の 水 に つ け た 、

(実 績2)図 の よ う に 調 じ 高 さ の 音 を 出 す2つ

の 音 さ を 向 か い 合 わ せ て 置 き,片 方 の 晋

さ を た た き 榛 で た た い た.

。しば ら く し て か ら
,た た い た 音 さ を 手 で

押 さ え た 。

1＼馨夢 ン

図

1・

儲 魏 諫盟

(1}実 敦1で 督 さ を 氷 に つ け る と ど の よ うな 現 象 が 見 ら れ ま す か 。 鰯 雛 に 鋭 明

し な さ い 。

{34

(2>案 験2で は,た た い て い な い 方 の音 さ か ら 音 が 出 て い ま した.こ の こ と か

ら ど の よ う な こ と が い え ま す か 。 下 の ① か ら⑤ ま で の 中 か ら,も っ と も 適 切

な もの を エつ 選 ん で,そ の 番 号 を〔==コ の 中に 幾 き な さい.

①

②

③

④

⑤

奮 激 窒 気 中 を 蟹 わ っ て い く.

援 動 す る 物 体 か ら 蒋 が 出 る 。

音 が 磁 わ る 遼 さ は,1秒 間 に 約340冊 で あ る 。
ハぬ

強 く た た く と.費 さ か ら 大 き な 音 が 繊 る.

おね

2っ の 帝 さ か ら 朧 る 留 は 岡 じで あ る 。

□ 、
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a 倒 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観 点

問 題 点

改 善 案

回(2)

科学的な思考

図 のABCD点 の位 置 は,光 の進 む道 筋 とは 関係 がな く設 定 した根拠

が ない。

なぜ,半 分 サイ ズの鏡 で全 身 を映 す こ とがで き るのか を作 図 を通 して

思考 す る問い に工夫す る。

頭 の先や,足 の先 か ら光 が 目に届 くま で の過 程 を作 図 させ,そ の結 果

を活 用 しなが ら考 察す る よ うな問題 にす る。

具体 的に はスケール を入れ,下 の よ うな問 いにす る。

(2)図 の状 態で,正 さんが 自分 の全身 を見 るた め に

必要 な最 小限 の鏡 の長 さはお よそ どれ くらい 必要

です か。 作 図 して考 え,最 も適 当な ものを下 の①

か ら④ まで の 中か ら1っ 選 び,そ の番 号 を[==]

の中に書 きな さい。

① 身長 と同 じ長 さの鏡

② 身長 の2分 の1の 大 きさの鏡

③ 身長 の3分 の1の 大 きさの鏡

④ 身長 の4分 の1の 大 きさの鏡

※ 図 の頭 のて っぺん と,

鏡 、
、

、

曽 一 「}層7一 一 「 層 一

__J__1__1__

一 一 「 ■ 　 r一 曽r一 一

一 「}一r}彌 「 「

一J雪rL曾 一LJ

一 「 一 噛r一 一 「 「

目 と,足 先 の 目盛 りの位 置 に も 注 意 して ほ しい 。

図 謎 嵐 離 縫 鰍 舛 ・び

で き る鏡 を 右 勇 饗 恐 よ う1こ養騒こ敏 箏腰 浮 よ

う と思 い ま した 。

こ れ に つ い て,獣 ⑫ 鵜 い{こ答 え な ぎ い.

A

S

e

D

鏡

{2}響 の 状 態 で,驚 き ん 藤 叢 楚 誇 賓壕 憲 き と 蕊 鰹 む 蝦 の 兜 ま で を 晃 惑 た 梅 に 必

をいしるドノも

嬰獄 簸 小 隈 潟難 鐙憂 諮綜欝 柔そ ど義 くら鴛略 嚢 で季 魁 轡 》磁 か も葡 轟 での

中か らD選 ん 野,そ 跨毒 弩をコ 沸 魁 こ叢 きな 脳 ㌔

蓼>A◎ 鵜鶴 鰹轟畏 さ

鋤AC¢ 無 鯨の 蔓 啓

⑳A8の 藤 簿の 鎚 憲

蕪)BC⑳ 編 分勇 幾 き

tea
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a国 研 の観点 を生か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課 程実施 状況調 査 第2学 年 理 科A調 査 票

問題番号

評価 の観 点

間 題 点

改 善 案

回(3)

科学的な思考

「水滴 がで きは じめた温度 の こ とを何 と言い ます か」 とい う出題 で は,「 知

識 ・理解 」を問 う問題 に なって しま うので,出 題 の仕方 に工夫 が必要 であ る。

「科 学 的 な 思 考 」 を 問 う問 題 に す る な ら,『 ど う して,あ る 温 度 か ら水 滴

が 付 き 出 す の か,「 露 点 」 と 「飽 和 水 蒸 気 量 」 と い う言 葉 を使 っ て 説 明 しな

さい 』 とい う設 問 に した 方 が よい 。。

囹 螂 。んがスキ_で 宿泊。た宿_.外_が.、 。℃,纒
の 中 の 気 温 は20℃ で し た 儲 ま た,部 盤 の 中 で は 乾 燥 を さ 甘 る た め 筋 湿 器 が

使 胴 さ れ て い ま し た 。 太 郎 さ ん が 外 を 見 よ う と し た 窓 に は 、 水 滴 が い っ ぱ い

付 著 し て い 豪 し た 。

ω 蜘 鵡 さ ん に.窓 ガ ラ ス が く も 毒鎌 癩 乏 く も り嬉 め 嶋 温 壌 を調 べ る驚 め に,

熈 邑の よ うな 金霜 コ ツヅ 、 流 縦 計.試 験 響 、 漸=1箆 鱗 な どを 鰐 い て 爽灘 を

1藩 し烹.霧 験 方 滋 と しτ 繭 囎 な の 確 どれ です カ㌔ 下 の念 か ら畿 瑳 野 の串

か らD選 ん で.そ の番 聾 薩 ニコ の 中iこ藤 巻 麺 さい.

の 魚 瓢 コ:γ7に あ らか じ.めくん で

お い 鳶 水 を 入れ 、 網か い 氷曲 入 り 鵬1

細麟.鰍 轍 そ艸 慨 く姿と馴

篇潔 二綴 畿1副
鍍 属。。ヅ。嬬 棚 。。 野i

.λれ て ガラ ス藤 マよ くか きま わi

識 謙 二壕u

、,竈斑部

〆 、、

粒 ヨ
{～.一}「

罵 》
1、l!・

監 ε
オ メ

kノ

ξ

'i'

}ド踊

樋

1　

慧

⑬ 金 嵩 勘'ブ の 中 に 麟 っ く 疑 お 鋤 を入 れ ㌦ 幾 鯖 識 ッヅ の 灘 騨q,

箏鯖 め た時 の お 細 職 度 を讃 ぺ る 。

ロ …
卿 麟 の欝験 で,ぶ 濤 が織結 め 勘 聴 壌 湛鷹 の ξ と を脅∫と翻 燦 す 叡 ま

葱,櫛 噸 湿麟 燃 轡 か,下 死=コ の 中 に託 れ ぞ繍 阯 数常

を書 きな 脳 ㌦

ホ 調 が幽 始め

飯 七 きの 鷹度

ぶ 繭 が 出 始 め

驚 と 潜 の 撮 度

(28
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a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科A調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(2)

科学的な思考

設 問 の文 章 で は表 か ら読 み 取 って考 えて述べ る とい うよ りも,比 例 関係 に

な るこ とを覚 えていれ ば答 え られ るので,「 科 学 的な思 考」 とい うよ りも 「自

然事象 につ い ての知 識 ・理解 」 を問 う問題 に な ってい る。

「科 学 的 な思 考 」 を 問 う問題 にす るな ら,「 実 験 結果 か ら考 え られ る こ と

を書 きな さい 」 とい う出題 文章 に し,「 銅 の質 量 」 と 「反応 した酸 素の質量 」

との関係 を表 か ら読 み 取 りそ の 関係 を述べ る よ うに した り,表 の 中にブ ラ ン

クをっ く り,予 測値 を書 き込 ませ るな どの工夫 を した りす る。

回 靴 瀟 す磁 灘 難 蠣 髄 調嚥 ため.

あ る ク ラ ス で.右 の 麗 の よ うな 藩 叢 で 璽襲 を行 い

ま した.鋼 ⑳ 質 量 は.鴇 騒か ら5ρ 慕ま で5と お

り行 い,各 簸 の 蜘 熱 後 の 物 質 群 質 鷺 ⑳ 撃 均 の 絃 獄 下

の豪 の よ うにな りま した.こ れ につ い て 猷 の餐 囑

い に 餐 え 松 ざい逢

表

轡 濫

縦

舶 熱縮 の 鍋 の償 簸(窪 〉 博}2瀞

麓 熱 後 に で き た鞠 饗 の質:籔(9>

(蛋 薮 の 軍均 の 髄 〉

L2 黛5

3漁

3.8

電登

き。o

≦.心

砿

〈2)こ の 結 果 か ら は,「 銅 の 質 量 凄 と ジ撲 応 し た 酸 素 の 質 量 」 と の 間 に

は,ど の よ うな 闘係 寮あ る とい え ます か.〔=コ の 中に書 きな さい。

(42
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a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施 状況調査 第2学 年 理科B調 査 票

問題番号

評価 の観点

問 題 点

改 善 案

ｩ(1),(2),(3),(4)
(1)観 察 ・実験 の技能 ・表 現

(2)科 学 的 な思 考

(3)科 学 的 な思考

(4)科 学 的 な思考

・ 大 問 の設 定 に 対 して
,小 問 の 配 列 が 生 徒 の 思 考 の 流 れ に 合 っ て い な い 。

そ の た め,各 小 問 が 単発 的 な 問 い に な っ て い る。

・(1)の 観 点 が 「技 能 ・表 現 」
,(2)の 観 点 が 「思 考 」 に な っ て い る が,現

在 の設 問 で は,ど ち ら も 「知 識 ・理 解 」 の 問題 で あ る。

大問 の 中で,「 イ ンターネ ッ トで 日本付 近 の衛 星雲画像 を見て いま した。」,

「この気 象現 象 を実験 か ら説 明す る こ とは でき ないか考 えて み る こ とに しま

した。」 とあ るので,雲 画 像 と図2の 日本 付近 の 断 面 図 ,図1の 雲 発 生実 験

を関連付 けて,次 の よ うに小 問を設定す る。

小 問(1)→(技 能 ・表 現)ピ ス トンを引 く操作 の意 味 を問 う問題 にす る。

小問(2)→(思 考)図1の 結果 か ら,気 圧 が下が り空 気 の温度 が 下が る場所

を推 測 させ る問題 にす る。

小問(3)→(思 考)水 蒸気 の凝結 に よって,空 気 の湿 度 が どの よ うに変化 す

るか を推 測 させ る問題 にす る。

小 問(4)→(思 考)こ れ らの情報 か ら,雲 が消滅す る際 の条件 を判 断 させ る

問題 にす る。

具体 的 には次 の よ うに改善 す る。

小 問(1)花 子 さ ん は,天 気 の 変 化 の 学 習 で,図1の よ う

な 装 置 を 使 っ て 実 験 を 行 い ま し た 。 ピ ス トン を 勢

い よ く 引 い た ら,フ ラ ス コ 内 が 白 く く も り ま した 。

白 く く も っ た 理 由 と し て,最 も 適 当 な も の を 次 の

① ～ ④ の 中 か ら1つ 選 び な さ い 。

}i

、1峯

il
一

レ/

撫
L

、鷲 、
図1

① フ ラ ス コ 内 の 気 圧 が 下 が り,フ ラ ス コ 内 の 温 度 が 上 が っ た か ら

② フ ラ ス コ 内 の 気 圧 が 下 が り,フ ラ ス コ 内 の 温 度 も 下 が っ た か ら

③ フ ラ ス コ 内 の 気 圧 が 上 が り,フ ラ ス コ 内 の 温 度 も 上 が っ た か ら

④ フ ラ ス コ 内 の 気 圧 が 上 が り,フ ラ ス コ 内 の 温 度 が 下 が っ た か ら

小 問(2)図1の 実 験 結 果 か ら,図2の 写 真 の 厚 い 雲 に お お わ れ て い る 部 分 は,図3の

ど の 地 域 の 上 空 だ と考 え られ ま す か 。 最 も 適 当 な も の を 下 の ① ～ ④ の 中 か ら1

つ 選 び な さ い 。

雲画像写真

図2

　 声＼

,嫡 タノ ＼ゼ 翫＼

臣『 毒

/1_く
、一_」膿吟方向＼

図3

騰ヘ ミ

==こ:i≧」
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0

0

0

④

A地 点 と山頂Bの 間

山頂Bか らC地 点の問

C地 点 か らD地 点 の 間

D地 点 か らE地 点 の 間

小 問(3)こ の 日,A,C,E各 地 点 の 湿 度 に は,そ れ ぞ れ どの よ う な 違 い が あ っ た と

思 わ れ ま す か 。次 の ① ～ ④ の グ ラ フ の 中 か ら 最 も適 当 な も の を1つ 選 び な さ い 。

⑳ ②

i二産

毎

ε

《c君

小 問(4)(現 行 問 題 の(2)と 同 じ 問 題)

れ が 正 しい で す か 。 次 の ① ～ ④ か ら最 も適 当 な も の を1つ 選 び な さ い 。

O

0

0

④

空気塊が下降す る と,

空気塊が下降す ると,

空気塊が上昇す ると,

空気塊が 上昇す ると,

③ ⑳

'εii

F乞 野 集
ナヴ ヘモ

、';:i'、iドll

、`婁;:i¥・;… 干隔・・i

.《(;鷺A¢ 区 八c… 奪

「雲 の 消 滅 の 仕 方 」 に つ い て の 説 明 と し て ど

膨 張 に よ り気 温 が 下 が り,

圧縮 によ り気温が上昇 し,

膨張に より気温が上昇 し,

圧 縮 に よ り気 温 が 下 が り,

雲が消滅す る。

雲が消滅す る。

雲が消滅する。

雲が消滅する。

囹 鰹 ・一 棚 の蘭,イ 。,一届 で・輔 耀
箋徳像園 を毘てい重 した。す ると,日 本列島の目本海側 と太導.洋瀦で露 の

かかっている鵠.分とかかっ.てない部分があることがわかりま した.ま た,

天気の変.化瞭常習で行'1,たf霊 の発生実験1の ことを愚い出 し,こ の気無

現象を実験から説明す ることができないか考えてみ ることに し蜜 した。

U1

!1

鞍.・ 一

Ffl
[i

閣 茎のよ うな襲置 で,箕 駐を行いました.ピ ス トンを勢い よく§1いた と

き,7ラ スコ内で どのよ うな変化が趨 きまずか.,下.の(驚か ら愈 までの中 か

らLつ 潔んで,そ グ)番勢を[=コ の中に書きなさい.

① 猷度が.廊が り,白 くくちる.

⑫ 温穫 が..と.がり,く もりはでき≠ζい.}
,

　 　じ

1∠ 忍.曳ノ

③ 醗 度 が 下 が り。 由 く く も る。

・ 彫溢騒罎 ④ 温 度 が 下 が り,く も り纏 で き ない.

〔3)あ る年の4.月,園ZのA嬉 点 で大火箏があ 吟ま したが,モ の豚困は,

ある気緯環象が強く起こ弓た:ため..でした恥 図2は,A壊 点の 徽i翔き}こ澄r》

て切っ:た日本列島の断面園で"r.大 火事のあった日のA.C,£ 昏地点の

型度にば,そ れぞ紅 どのよ うなちがいがあ ・ったと思われ ま.ずか。 次の①か

ら④ま での グラフの中から 塁つ選んで,そ の番 号を〔:=二]の 中に記 入 しな

さい、ただ し,縦 轍 ま湿度 し%ユ,撒 鵜 は告.堀点を表 してい ます、

㊤:?
、 、3㊥

三L..ぱ.弐

唄 、製 担 捧
巳.藍#1

Ac建

/

1ぐ渇

霞ユ 実験装徽

口. 『本海
..』レ.!

、、

.鑑.in.,

ノ

「一 P〆
_'

/{嘱く
..二態の溜司

＼↓/翫v
の'、 一 ・㌦Q

、.次1曜
A

噛、
.....ら_一 一.

＼ 、 一 一・

12>「 雲の消滅の仕方」に.ついての説明 としてどれが蕉 しい ですかも次の①

か ら④ま紳 から 玉つ 選ん で.そ の醤駿 〔=コ の中に薪きなきい、

① 空気 塊が 「ド鋒すると,膨 彊によウ気雛が下が 肱 雲が消滅す る。

② 空気塊が下降すると,醗 諦により気温が上鍔」し,震 が言肖被.ザるゆ

〔顕 三渥気撮が上.鼻ナると,膨 張}こよサ貿〔温が.ヒ.罫し,翼 が消滋す る、,

㊥ 窯気犯がゑ:貿・すると,圧 縮によワ.気胤が.'Fが ウ,雲 が消滅す る。

[、

麟2

(4)授 茎の中で,花 子 きんは,上 昇気流の ある とこるで蟹ゐ二.発生す ろことを

学び ました^こ の 日.趣 い雲の届でおおわれていたのは,次 の どの地域の

..腔 です帆 次の①から④ まで艸 ヵ・らD遺 ル℃ その番号 を[コ

のやに当 きな さいゆ

簿A地 点 と山願Bの 閣

⑨ 由贋1Bか らC地 点の醗

⑤(;地 点か らD塩 点の間

㊥D織 蕉か ら1三濾点の撒 a
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科B調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)

観 察 ・実験 の技 能 ・表現

1℃ 刻み の 目盛 りに折れ線 グ ラフを作成 させ る問題 であ り,「 技能 ・表 現」

の評価 問題 と しては レベル が低す ぎるので はない か。

表1の あ る時 刻 の 温 度 と湿 度 の デ ー タ を空 欄 に して お き,値 を読 み 取 らせ

る 問題 にす る。

あ るい は,湿 度 の 方 の グ ラ フ を 作 成 させ る。 湿 度 の グ ラ フ の 一 目盛 りは4

%ご と な の で,温 度 と湿 度 の グ ラ フ の 一 目盛 りの 違 い を把 握 し,正 し くプ ロ

ッ トで き るか につ い て 見 取 る こ とが で き る。

回 鞭 ん麟,ラ ブ欄 搬 獅 継融 、鰍 て剛 劇,
衰Zは 。 晴 れ の 饗と,雨 の 麹の 気 温 と淫 度 の観 測結 果 で あ り,翻1,囲2

は そ の ダ ラ フで す.

表1〈11月 玉◎鴇壕 れ 〉

時 劃墜〔時凝 ◎

鍍 〔℃〕i・。

2i4

3・4iag

湿度〔駕〕 鴎i曜$7
.

6

2.2

ま9

8

3.4

アδ

三〇 12

鐵 ア.14.

56
ヒ

39

乱4

ユ6。5

.
34

じ

16μ8
臨

三臨5

聡

ap.o

欝

s.o

7黛

22

&o

76

2薬

ア5

80

駆1

2S

気
墨

宕20
)

15

is
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■
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r厘 ■1,}亀

5嚢

中 ・十"ウ 呼.ト や
堤
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十 骨→・▼十,躯 十 櫛卓 囁導。 ・←
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嚢
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3

5i

馬i
や 仲 略
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5
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禽
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÷
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轟
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¢246310韮 宕14驚 葺 ヨ呂202ε24

時 刻;{鱒 〕

2窃

o

(17

11)表1の デ ー タ を用 い て,図 蓋の 晴 れ の 潤の 気 温 の グ ラ フ を寛 成 させ な さ

レ㌔
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1

a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理 科B調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

團(1),(2)

(1)自 然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,

(2)科 学 的 な思 考

科学的な思考

(1)天 気 図の 前線 に注 目 し,そ れ に対 応 した雲 画 像 を判 断で き るか をみ るこ

とので き る良 問で ある。 しか し,こ の 写真 では 日本 列 島や大 陸 の位 置が は

っ き りせ ず,中 学生 には判 断 しに くい。

(2)日 本 付近 の気 圧配 置 が西 か ら東 に移 動 して い る こ とは,小 学 校 で も学 ん

で お り,知 識 と して定 着 して入れ ば,難 な く答 え られ,「 思考 」 をみ る問

題 として は不適切 であ る。

(1)日 本 列 島や 大 陸が強調 されて い る写真 を使 う。

(2)天 気 図 に縮 尺 を入れ,低 気 圧 の1日 の移 動 距離 を四つ の選択 肢 か ら選 ば

せ る問題 にす る。

團 肝 。ん。轍 変。。つ。。。… 。した.

グ メザ セへ

i戚拶 雄 豪,

il欝 髪
1

ノ 憩 、

あ ミも 　 　へ 　ヒ

i1、 一 一～輩難1

徹 ・贈6勤 ㌔ ア
貸 一 .『 レ.サワ 　バ

画
嫁

裏5β

薦 藝麺スけと

腕 、 』薩

}、翻 ・'

i融_

葬

罪饗

≠

ワ 、
ヤ ド ド

実、十 囑'
ヨけ

・≧懸 璽 碕

凋
'f

霧葎 》 勤 ・'

慈
{

鞭
1

..ノ ウ

ノ 　

醗翻

鰍

..療

征争 さ んは,箭 闘 の ス:気 罰 を3臼 逮続 し ぐ嬢 吟抜 き 日付 順 に 並べ ま した.モ し

て,二 の3實 間 の 天 気幽 と 周時 翔 の 気 象衛 星 霊 繭嫌 を 理科 セ ン ター か ら入 予 し

累 した.、 な お,天 気閣}ご 気 象 衡 塁 雲 画嫌 とは:岡 じ縮 尺 で,岡 じ範囲 を 承 してい 室

す.

ω 理 麟 セ ン ター か ら 入 第 しと ア か ら ウの 気 象徽 星璽 晦 懐 を天気 園 に 譜応 さ

せ て 婆付 の願 に 並べ る と ビうな ワ濠す か.ド の の か ら⑥ ま 』ぐの 醐}・ ら正 し

慰1野∵llll腎斐1□.
(2)漸1源 を伴 う低 気 圧Aの 中心 は,3日 聞に お よそ ど の方 向 に移 動 してい 玄

帯 讐:∴∴ ∴ □、
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a国 研 の観点 を生か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価 の観点

問 題 点

改 善 案

回

「ピ ン チ コ ッ ク」 を 「ク リ ップ 」 と表 記 して い る。

「ク リ ップ 」 を 「ピ ン チ コ ッ ク 」 と表 記 す る。 正 しい 器 具 名 で 表 記 す る こ

とが 原 則 で あ る。

圓 鰻 んは、化 常麟 の綴 で質翻 、どのように変化す るか 榔 る

こ とに し ま した 。 ま ず ザ 躍 ユの よ うに 丸 鷹 プ ラ ス 認の 申 に 銅 樹 と酸 素 を

入 れ,ゴ ム管 の っ い た ゴ ム 桂 を しっ か む と して 全 体 の 質 量 を は か 鯵ま し

た 、 な お,ゴ ム 管 は ク ジ ッブ で と じて あ 蓼ま す.

クリツフレ

酸素を入れる

.ノ〆 隔脚

錫粉

熱 してから質量を
はかる

震
耀 礁i卿}鳩:演

電子 てんびん

灘1

～

図2
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L 国研 の観 点 を生か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

國(1)

科学的な思考

硫 化 鉄 が磁 石 に付 くか付 か ない か だ け を問 う問題 で あ り,「 思 考 」 をみ る

問題 に はな り得 ない 。 「思 考 」 を み る問題 とす るに は設 問 の工 夫 が 必要 で あ

る。.

例 えば,次 の よ うな設 問 にす る。

r順 子 さん は,Aと 反 応 後 のBに 磁 石 を近 付 けた ら,Aは 磁 石 に付 き,反

応 後 のBは 磁 石 に付 か な いだ ろ うと予想 してい ま した。実 際 に磁 石 を近付 け

る と,Aは 予想 どお り磁 石 に付 き,反 応 後 のBは 予想 に反 して わず か に磁 石

に 引 き付 け られ ま した。 反 応後 のBが わず か に磁 石 に 引き付 け られ た原 因 と

して考 え られ る こ とを,簡 単 に書 きな さい。」

回 辮 さんは滋 と嶺 娠 麿 でき拗 質を灘 るため.鮒 と麟

の 粉 末 を よ く 混 ぜ 合 わ せ,そ れ を ア ル ミニ ウ ム は く の 筒A,B2嫁 に 発

け て つ め こみ,A濾 そ の 憲 ま に し,欝 は ガ ス バ ー ナ ー で 筒 の 一 端 を熱 し,

赤 く な っ た と こ ろ で,砂 の 上 に 置 き

次 の 各 問 い に 答 え な さ い.

反 慈 の よ うす を観 察 し ま し た 、

ろうと
ねじって、とじる

一i墨適
下部を台に嶺てなが
ら、穆くつめる。

頭
AB

2本 つ くる 唇

B

砂

韻誠孔、!瀧

(DAとBの そ れ ぞ れ に 磁 贋 を 近 づ け る と 、 磁 石 へ の つ き か た は,そ れ

ぞれ ど うな り ます か。〔===ユ の 中 に簡 贈 に 書 き な さい 。

Aは,

Bは,

(3ヨ
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改 善す るもの

平成13年 度 中学校 教育 課程実施 状 況調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価 の観点

問 題 点

改 善 案

国(1)

科学的な思考

磁 界の 向 きが 逆 にな る と電流 が受 け る力 の向 き も逆 に な る とい うことを知

っていれ ば,難 な く答 え られ る問題 で あ り,「 思考 」 の問題 には な り得 ない。

磁 極 だ け で な く,電 池 の 極 も入 れ 替 え て,ア ル ミニ ウム は くが 動 く方 向 を

問 う。

飼 観 鳳 蹴 中繍 が流

れ て い る 導 線 が受 け るカ を 講 べ る た

め に,右 の 轡 の よ うに 細 く切 っ た ア

Aル ミホ イ
ル(ア ル ミ轟 ウム ホ イ ル)と

磁 石 を 使 っ て 案 験 を しま した 。 ア ル

ミホ イ ル を 固 定 して い る ク ジ ッ プA ,

Bに 電 越 を接 読 して 叢 流 電 流 を 流 し

続 け る と.ア ル ミホ イ ル は 凱 の 方 向

に 動 き ま した 、

アルミホイル

闘
γ

、 ウ イ

3

r

B

÷

ω 上咽 で・獅 の繭 ,髄 を逆 にす ると アル ミホイ,。働 甜 ど

のよ うにな りますか諏 しく述 ぺひ る拷 え ら鳩 もの を下の①か ら

④ まで艸 か ら・っ選んで・そ幡 髄 ロ の中に書きなさい
。

①

②

③

Q

ア の向 きに 動 く

イ の向 きに 動 く

ウの 向 きに勤 く

エ の向 きに動 く

□ 、
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改 善す るもの

平成13年 度 中学校 教育課 程 実施状 況調 査 第2学 年 理 科C調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)

観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

メ ダカ の血流 を観 察 す るの に最 も適 した部位 は どこか を問 う問題 で あ

る。 この 図だ けで答 え させ るので あれ ば,実 際に実 験 を行 った こ とが あ

るか とい う経 験 の有無 のみ が調査 結果 に反 映 され て しま う。

「顕微 鏡 で観 察 可能 な部位 と して体 の 中の どこが適 して い るか」 とい

う観 察 技能 の基 礎 ・基 本 を問 う問題 にす るには,図1を メダ カの体 全体

が分 か る図 に差 し替 え,適 当な部位 を数 か所示 した上 で 「観察 す るの に

最 も適 した部分 を選 べ」 とい う問題 に した方 が よい。

図1

■一

回
ニナん ぴ き タ き

優子 きんは,顕 微 鏡を使ってメダカの

観察を行いました。麹1の スケッチは,

メダカの搬管の中を血液が流れているよ

うすを顕微鏡で観察 して描いたものです.

{D國1の スケッチはメダカの体の どの

部公の血管を観察 して描いた ものです

醐 察した紛 の鰍 〔 の

中に書きな さい。

函1

(i
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施 状 況調査1第2学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(3)

観 察 ・実験 の 技 能 ・表 現

「明 る さを調 節 す る部 分 」 は反射 鏡 で は な く 「しぼ り」 で あ る。 この

問題 では 「しぼ り」 を指 し示 した選択 肢 はな く,こ の顕微 鏡 の図 で明 る

さを調節す るため の部 分 を問 うの は不適切 で あ る。

図 中 の選 択 肢 に 「し ぼ り」 を加 え,し ぼ りを 正 答 にす る。

(3)図2は,こ の観察 に使 った鎮鍬鏡 です.明 る

さを調節す る部分は どれです か、① か ら⑤ ま

.で の 中 か ら 玉つ 選 ん で 、 そ の 毒 号 と名 称

を下の[:=コ の中 に書きな さい.

0

②
Q

①

C

(3

⑤

図2
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国研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課、程 実施 状況 調査 第3学 年 理 科A調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(2)

観 察 ・実 験 の技能 ・表現

酢 酸 カ ー ミン液 に よっ て染 色 され る部 分 を問 う問題 は,「 染 色 液 に よ

って染 色 され る部 分 は核 で あ る」 とい う 「知識 」 を問 う問題 に なって し

ま うと思 わ れ る ので ヂ 「技 能 」 を 問 うので あ れ ば問 い方 を改 善 した 方 が

よい。

「技 能」 を問 う問題 にす るには,図 の核 が染 色 された こ とを示 し,「 こ

の観察 で用 い た適 切 な染色液 は何 か 」 とい う問題 にす る。

ｮ1

o

・㊥
o

⑳

㊤

鯉 マ 車ギ¢蕊震:参

榔 タマネギ勇潔 麺 畷 織繕果では,饒 縷 み一 ミン蔽をかけて観裁 した勇で,あ る蛎 ≧

が鮭 つて毘総 す.あ る紛 の名蔽 下¢〔}脚 に凝 なきい.

(a
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善 す るもの

平成13年 度 中学校 教育課 程実施 状 況調 査 第3学 年 理 科A調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

固(1)

科学的な思考

選 択肢 が 三つ しかな い こ と と,発 見 され た恐 竜が鳥 脚類 で あ る とい う

情 報 を与 えて足跡 を推 定 させ るの では,中 学3年 生 の 「思 考 力」 をみ る

問題 として は レベル が低 す ぎ る。

恐 竜 の全身 骨格 を基 に 「思 考力 」 をみ る問題 にす る には,問 題 そ の も

のの 改善 が必 要 で あ る。 例 えば,全 身 の 写真 と併 せ て この恐 竜の頭骨 の

様 子 も図 か写真 で示 した 上 で,「 この恐 竜 は肉食 性,草 食 性 どち らの動

物 で あ る と判 断 で き るか 。 ま た,こ の恐 竜 の足跡 だ と考 え られ るもの は

どれ か。 正 しく組 み合 わ せ て い る もの を選べ 」 とい うよ うな 問題 に して

み ては ど うで あろ うか。

團 機縄 繊 繍 ・惑鱒 か購 。、、じめて囑 嚇 細 優
元 され ツ シイ リ属 ウ と名 ・づけ られ ま した.フ タイ 壁 ユ ウは.坐 擾 が 琢煽 に お

よぶ 蔭i上生 活 を す る 墓 食 注 の 軸 絢 で,轟 醸3宰中 で も特 に鳥 騨 類1鳥 の 嵐 梅な

脚 を もっ た 仲 閣)に 脅類 些れ ま す.

《D同 ℃:趣溺 か も徴 鳶の 駆 鍵 死 石 が=楚難 志れ ま した。 ワダ イiタユ ウ漁 建跡 は

① か ら騒 磁1ゆの どれ だ と 考 ミ もれ ます か.ワ クイ リ無 ウの 漣欝 だ と 考 え ら

オ矯 も 借 を 下 猷 璽,から⑪ ま で の 中 か ら ヨっ 灘 ん 覧 モ の書 勢 を[コ の

中 に 霞 妻 な さ い蜻

夢葡
o,一 蕊

力 匂 曽()

@
{}

◎も罵
8

口.
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a 国研 の観 点 を生 か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理 科A調 査 票

問題番号

評価 の観点

問 題 点

改 善 案

回(1)(2)

科学的な思考

観 察 した露頭 の様子 か ら地層全 体 の広 が りを推測 させ るこ とを通 して,

空 間概 念 の定 着 と共 に科 学 的な思 考 力 をみ る こ とがで き る良 問で あ る。

しか し,(2)の 問題 で は,例 にあ るF面 と(1)で 提示 され たB面 を除 い た

残 りのC,D,E面 の どの面 を答 えて も準 正答 とな り,す べ て答 えれ ば

正答 とな るので,調 査 問題 と してやや不 適切 で あ る と思 われ る。

(2)の 問題 の答 えを絞 り込む よ うに改善 してい くには,図 のA面 の層 の

傾 きを逆 に しB面 を水 平 な層 に した 場合,D面 とE面 にZ層 は 出て こな

い。 それ 以外 で もA,B面 を工 夫す るこ とに よ り答 えを絞 り込む こ とが

で きそ うで あ る。

回 鰻 ・卿 ラ。で耀 髄 難 。野。学翫 。瞬 溜 慮 蠣
頭n.ぐ'攣智 しま し叛.鞭 幽A藤 を 観 察'劉る ど窟 …で嚢i...焦よ シな瀬 が 南 の.ちに

.慨い ぐ見 え ま した ,な お,こ.鱒 矧 潰;こ徽 縢 層 や し癖 う蜘 が 懸 い こ と隠 烹 献 か

らオ=Lひ・ゴ てい ま 「靱 調L

ll鎌) ア
＼ イ

e

●

.ノ熱 ・
窺 愈

ハ

一.
r_

金

濫.♂.・

F

1:輩)鍍 護 さん が,菊 僻8面 め 藷 難 を 羅 穣 し た ら漉 篠 が 孜 の 躍4)の の よ う鉱

晃 え 喪 もた 。 払 か し 、 霞劉 ¢A涌 か ら 考 え もれ 石 陰面 の よ もす は こ の 魁1こ

も 考 え ら れ 審 ず.㊤ 獄 外 紅 ど櫛 よ う に 見 え る 蝿 魯 が あ ゆ ま す か.歌 の 園

棚 蕊)か ら鐙 ま で の 中:か 罎・2'「 ん で.そ 覇 毒 穆 を〔=]伽 宇・}二喬 き 塗 さ い 、

愚 ⑳ 鐙

ア ...孝 ア ィ ア.イ ア.

霧鰹;

奪

¶.

　…};窪…i襲.
寧 ・:;:=

.....
■● ● ● ● 嚇O

o■ ■ ■o

⑳ ①

イ ア イ

…o.Oo

{2>締 志 婁 ん は,購 假B面 跨 地層 が 、 麟 の ⑦ の よ 煽 こ晃 え る こ と を嫌 講 し

た後,薗 溺を概 く調織 いと思い,[塾 脳が獅 ように蛉びていて

どこ瞭 れているか考えました。ど礪 を撮せ鷹 勇 鷺 騨 現轄 い

鞭 しの か,麹 編 槻 おてい磯 鞭 き樋 を鯛になら載 ず畷

□ のやに書童な さい。
(㈱ 義鈍 の遵 鋸の 下 が登繭 を牒 す
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a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改善す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調 査 .第3学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

團(2)一 論 点1

自然事象 へ の関心 ・意欲 ・態度,科 学 的 な思 考

環墳 問題 につ いて の 二つ の考 え方 の うち,ど ち らか 一 方の 立場 に立 っ

て論 理 的 に答 え させ る とい う 「科 学 的 な 思考 」 をみ る問題 で あ る。 〔論

点1〕 の場 合,Aの 「落 ち葉 は集 め て燃 や した ほ うが 良 い」 とい う立場

で科 学 的 に論 じるこ とは難 しい。 しか も,「 ごみ となっ て汚れ る」,「 虫

な どが わ き不 衛 生」 とい った よ うな あま り科 学 的で はな い あ らゆ る解 答

が正 答 も し くは準正 答 とな る の で,「 科 学 的 な 思 考」 をみ る問題 と して

ふ さわ しくない と思 われ る。

論 点2の 太 陽電 池 にっ い て の二 つ の立場 は,ど ち らの 立場 に立 って も

科 学 的 な見方 が で き る。 落 ち葉 の 処理 とい う論 点で科 学 的 な見方 で論 じ

させ るのはやや 無 理 が あ るので,〔 論 点1〕 につ い ては,「 正子 さん は,

落 ち葉 は燃 や さない で その ま ま に してお い た方 が 良い と考 えた。 正子 さ

ん の立 場 に立 って そ の理 由を述 べ な さい 。」 とい っ た よ うにBの 立場 に

限 つて論 じさせ た方 が よい。

(蕊 土 争 差 ん 鶴 ク ラ スで 磯 境 鵜 題 に っ い て 議 し舎oた と置 ろ,い くつ か 疏 譲

点 が 灘 加 ぴ をが つ て き ま 転た.獣 磯 香 輪 点 鵜 恐 い・てA,慈 ど ち らか 諏 立馨

を澱 ぴ 。 選 ん だ理 由4>う ち,あ な た が 鹸 も叢 要 だ と慮 う こ と を1つ 下の

口 の中に書毒な部 ・.

伽 離1玉 厳鷹 ご)櫨 え溢 み 誇 下 に た 薮 っ て㌢ る 蕩 ち葉 ダ)処理 に 噛 ・て,粟 め

ご 騰 や 私た 縣 うが 爽 い とい う憲 慰 訟,燃 や 婁 ない で そ の 糞 ま瓢 して

お い 之 ほ うが 良 い 士 い う慧 見 誕 対 宣:しま した.

A落 ち 葉 は 無 め て 燃 や した 撒 うが 良 い.

8尊 ち 離 は 撚 や 婁な い で モ の 劇 戯 こして お い た ほ うが 良 い .

立 理

爵

}

ζロ

〔譲 点2き 太 陽 電 撮 で エ ネ ル ギ ー を ま か な う ソー 壁 … ・、ウ ス は 建 来 ど お 噂 の

豪 轟2優 湾 燈 築 費 が か か る と い う 館 撮 で,糞 分 力壕}叢 蜜 を 難 『ごる に

あ と ・)て:ノ ー ラ 血一ハ ウ ス を 趣 て る とい う意 疑 と,緩 蔓 どお 導 勇 蔽 宅

を 建 て る と い う 意 箆 が 鷲 皿 し 叢 した.

Aア ー ク ー・ハ ウ ス を 慧 て 筍

B雀 莱 ど 憩1,鍵}竃 を 建 て る
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a・ 国 研 の観 点 を 生 か して,問 題 を 改 善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

巨](3)

自然事象 につ い ての知 識 ・理解

単 に,中 生 代 の示 準化石 を知 っ てい るか ど うか を 問 う問題 であ り,足 跡 が

は っき り しない 写真 を掲載 して い る こ とに よって,生 徒 は余 計 に混 乱す る と

思 われ る。 ・

はっ き りと足跡 が確 認 で き る写真 を用 い るか,そ れ が無理 な らば写真 を削

除す る。

国 太郎さん嬬 繍 んで_の 地_い 駅 年燃 す繍 ま
か な 閣 を 手に 入れ ま した 。

隣 隣

隣 町
た い積無 代

2～1.1万 葎 鶏

た い積無 伐

1～ 曇.δ万年 醗

た い 確 駕 代

倉.尋～ 含.1万無 繭 隣 町

G}太 郎 さん は,申 生 代 の 地 層 か ら写 翼 の左

下 か ら 中 ほ ど に 覚 え る よ うな 足 跡 の{ヒ 石 が

発 艶 され た と き き ま した 。 こ の 足 跡 は 次 の

ど の 生 働 の 楚 跡 だ と考 え られ ま す カ㌧ 正 し

い と 考 え られ る もの を ① か ら④ の 巾 か ら1

っ 選 ん で.そ の 番 号 を〔 コ の 中に 書 きな

さ い 。

① マ ン モ ス ② 恐 竜 ③ ナ ウマ ン象

錆 』講 藩 昂 興

.穂継 ・ 籔 簿

誹讐灘

醗 、
、　 鹸 轟.

駈 蟹
。 「 脳 。.薄

写真

④ サ イ

(3
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課 程 実施状 況調査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

回(5)

自然事象 にっいて の知識 ・理解

図 の 中で指 して い るアが細 胞膜 に見 え,生 徒 は混乱 す る。

図 を も う少 し大 き く して,ア ～ エ が ど こ を 指 して い る の か が は っ き り分 か

る よ うに す る。

回 太郎さん漁 の綿 つ幌 観察するため汐 マネ糠 蘭 まい

で,顕 微 鏡 で 観 察 し ま し た.
開1

151右 の 図3は,タ マ ネ ギの 表皮 の 細胞 を

模 式 的 に示 した もの で す。 図3の ア,イ,

ウ,エ の つ く 弓の うち,動 物 の細 胞 に も

見 られ るつ く 導を鷹,そ の番 警

を[==}の 中 に 書 きなiきレ㌔

薦$
ア

r'

_;..

イ

ウ

工

4$

a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価 の観点

問 題 点

改 善 案

回 挿絵

こ の 図 で は,AとBが どち らの 岩 石 で あ るか 分 か らな い し,見 方 に よ っ て

は ど ち ら も砂 岩 あ る い は火 μ」岩 に 見 え る。

(1)で 花 こ う岩,(2)で れ き岩 を答 え させ よ うとす るな らば,ル ーペ で観 察

したス ケ ッチや 薄片 を顕微鏡 で観 察 したス ケ ッチ を挿 絵 で用 い た方が 無難 で

あ る。

回 裕子,ん__狛 嚇 。、_鱗 。て,。。_
誠 ぺ て み る こ と に し ま しか 。

)
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a国 研 の観 点 を生か して,問 題 を改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

國(2)

科学的な思考

評 価 の観 点 が 「思 考 」 とな っ て い る の で,(1)の 表 の デ ー タか ら,時 間 一速

さの グ ラ フ を 導 き 出 させ よ う と意 図 した と思 われ る が,説 明不 足 で あ る。 「な

め らか な板 の 上 で 」 とい う設 定 だ け で 速 さ の 変 化 の グ ラ フ を選 択 させ る の な

らば,「 知 識 ・理 解 」 の 問 題 と な る。

小 問 に 「表 の デ ー タ を 用 い て 」 とい う文 を 挿 入 す る 。 ま た,グ ラ フ の 軸 に

は 単 位 も示 し,横 軸(秒)に は0,1,0.2,0.3,0.4,0.5を 明 示 す る。

さ らに,選 択 肢 の 中 に 右 の よ うな グ ラ フ を

加 え,表 のデ ー タ を用 い る こ とに よって澗 奮

違 い な く,速 さが変化 して い ない こ とを,導

き出 させ る よ うにす る。00。5

囮 敦。繍 纈 の。,。 詠 轍 め,か 撒 の上で鋒 。。。概,

転が した と きの 奮車 の選 動 を調べ 裏 した.な お.説 録 タイ マーの スイ ッチ は

台竃 が孚 か ら離れ てか ら押 しま した。

記録 タ イマ ー

テー プ e

図1

(D敦 子 さ ん は テ ー プ の 打 点 か ら0.1秒 ご と の 台 寵 の移 勤 臨 離 を下 の 慶 に ま

と め 窯 し た 。 こ.の 台 織 の 濯 動 に つ い て,

時 醐 と董翌嘆 薦 の醐 係の ダ ラフ を右 の

方 眼 に聾 きな さい9

時購(秒}

距離(伽)

0

0

0議

4

02

20

0.3

29

o.a

38

Q_i

as

(2}こ の 台毯の運 勲につ いて,時 閥 と灘 の腿儀 を グラフで承 す と どうな り

ますか.・ ドの① か ら④ までの申 か ら …つ選 んで,そ の番 母を〔===⊃ の中 に書

きな さい。

警

① ② Os

⑪ 崎闘

0

//＼ セ
0瞭 闇 0晦 隅 Q鴫 鮒

a
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a国 研 の観 点 を生 か して,問 題 を改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課 程 実施 状況 調査 第3学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価の観点

問 題 点

改 善 案

圓(1),(3)

(1)科 学 的 な 思 考

(3)自 然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,自 然 事 象 に っ い て の 知 識 ・理 解

(1)BTB溶 液 の 色 の変 化 だ け を 問 うな らば,「 知 識 ・理 解 」 の 問題 で あ る。

(3)「 こ の 実 験 で 起 こ る変 化 と 同 じ化 学 変 化 が 見 られ る の は どれ で す か 。」

と問 うて い る が,こ の 文 章 で は,「 塩 酸 と水 酸 化 ナ トリ ウ ム との 反 応 と同

じも の は どれ か 」 と も解 釈 で き る 。

(1)評 価 の 観 点 が 「思 考 」 に な っ て い る の で,「 水 酸 化 ナ ト リ ウム 水 溶 液 を

少 しず つ 加 え て い っ た ら,水 溶 液 の 色 が 黄 色 か ら突 然,青 に 変 わ っ た 。 青

くな っ た 水 溶 液 を 緑 色 にす る に は ど う した らよ い か 。」 とい う問 い にす る 。

(3)「 次 の ① ～ ④ の 中で,中 和 に 関 す る も の は どれ か 、」 と問 う。

囮 水酸化ナ トリ右の鶴の よ うに
,塩 酸 にBT8溶 液を数 滴入 ウム水溶液

れ,そ の 中 に 水 酸 化 ナ ト リウ ム 水 溶 液 を 少 しず っ

撫 え て,か ぎ混 ぜ な が ら色 の 変 綴 を み る 中 穐 の 実

験 を行 い ま した 。

適

嫉
壇酸 ÷B↑臨液

(Dこ の 実 験 で.水 漢 液 の 色 は どの よ うに 変化 します か 。 下 の① か ら④ 蜜 で

の 単 か ら ユつ選 ん で.そ の 悉 号 を[==:=]の 中 に 書 きな さ い 。

① 黄 → 赤 陣 青

② 青輔 緑 → 黄

③ 黄 両縁 蝉 青

④ 赤 → 青 …・黄 (33

(31こ のi嚢験 で趨 こ る変 鶴 と陶 じ化学 変化が見 られ るの は どれ ですか。 ぎの①

か ら④ までの 中か ら1つ 選 ん で,そ の番号をこ===〕 の中に書 きな さい.

① 酸 性 にな った燐 に石灰(水 酸化 カル シウム)を ま く.

② 蜜 気 中で鉄 が さび る.

③ 傷 口にオキ シ ドー ル(う すい遜酸化水 嚢永)を ぬ る。

④ 汚 れ たふ きん を漂 白翔 につ ける。
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b国 研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(2)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,自 然 事 象 に つ い て の 知 識 ・理 解

自然 事象 へ の関心 ・意欲 ・態 度,科 学的 な思考

問 題 文2行 目の 「原 因 に な っ て い る 」 は 「原 因 の 一 つ と な っ て い る 」

に 変 更 す る。

プ レー トの 沈 み 込 み と震 源 の 深 さ と の 関 係 を,現 行 の設 問 の よ うに 問

うな ら ば,覚 え て い な けれ ば 答 え られ な い 「知 識 ・理 解 」の 問 題 で あ る。

(1)の モ デ ル との 関連 を 図 り,プ レー トの 断 面 図 の モ デ ル を 示 しな が ら,

プ レー ト移 動 と 震 源 の 深 さ と を 関 係 付 け て 考 え させ る,「 思 考 力 」 を み

る問 題 と して 作 問 した 方 が 良 問 に な る。

変更例

多鰯1
㌦ ・編 雪煽 な

い ノ

導 ・ 継

図3

P, 8

図2は 日本 列 島 を横 切 る線ABで あ る。

ま た,図3は そ の 地 下 の プ レー トを モ デ ル で 表 した

もの で あ る。

プ レー トの 動 きが 原 因 とな っ て 起 こ る 地 震 の,

震 源 の 深 さ とプ レー トの位 置 関 係 を 正 し く表 して

い る モ デ ル は どれ で す か 。 ① か ら④ の 中 か ら最 も

適 当なものを1つ 選んでその番号を=の 中に

書 き な さい 。

/

0

A B

0

i4 B

・聯 猶 〔

0

A B

④
A B

＼)

/
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b国 研 の観 点 を変更 し,問 題 も改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施 状況調 査 第1学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

固(2)

自然 事象 に ついて の知識 ・理解

自然 事象 へ の関心 ・意欲 ・態度,観 察 実験 の技能 ・表 現

化 石 は① の場所 か らも出る ことがあ る。

解 答 に 迷 わ な い よ うにす る た め に は,化 石 採 集 は は ず し,地 層 の 観 察

だ け にす べ き で あ る。 ま た,こ の 問 題 は 「知 識 ・理 解 」 で は な く,観 察

に適 した 場 所 を 選 ぶ こ とが で き る 「技 能 」 の 問 題 と見 た ほ うが よい 。

{2)艮 子 さ ん は 下 の 魍 を も と に 地 層 の 哉 察 や 化 石 の 擦 集 の 計 幽 を 立 て ま

し た二。

当1潔 ～篤
`

③
＼.、

濠

㌦ 〉く

①

下 の ① か ら ④ の 地 点 の 中 で,期 層 の観 犠 や 化 石 の 採 集 を す る の に 安 令面

も 含 め て 適 して い る 場 腕 ま ど れ で 勃 ・。 ・つ 選 ん で,そ の 番 髄 〔 コ

の 中 に 薔 き な さ い 阜

① 丸 い れ き に お お わ れ た 広 い 怨 原

⑫ 杉 が 擁 林 され'て,下 革 で 簸 わ れ て い る 撫 の 翻 面

③ 由 の 側 面 が あ らわ れ て い る 切 吟通 し の 濾

⑳ 滝 で け ず ら れ て 切 り 立 っ た 膨

(13
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b国 研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改善す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

團(2)

自然 事象 につ い ての知識 ・理解

科学的な思考

設 問が文 章 だ け で構 成 され てお り,

い か。

理 科 の 問題 としては 不適切 で は な

地 震 波 の記 録 を示 し,そ の特 色等 を利 用 しな が らP波,

違 い に気 付 かせ,説 明 させ る よ うな問題 にす る。

S波 の速 さの

変更例

{

2毒叶

藤

蕊 獅
難

櫛 一
露

蔭 猛

鋤一
・獅一 嚇ト ー一

騨 π

{γ ・

i　州l

i

図 は,あ る地 震 につ い て,三 っ の観 測 地

点 で 記 録 され た 地 震 の ゆ れ を,震 源 か らの

距 離 を縦 軸 に,時 刻 を横 軸 に して 並べ た も

の で あ る。

観 測 地 点 の震 源 か らの 距 離 は,そ れ ぞ れ

60km,120k田,200kmで あ る。

】i鞠通響懸 移 澱秒 雛惑勤 皇骸 勘轡

麟 鱒

初期 微 動継 続 時 間 が長 い ほ ど,震 源 ま

で の 距離 が 遠 い の は なぜ か。 下 の[]の

中に簡潔 に書 きな さい。

團 親 ん鵬 について調べ。。とに。ました.

(2)地 震 波に っ い て調 べた 鯖果,次 の よ うなこ とが わか ウま した,

地農によって生まれるゆれ は波となって儀わ ります,初 めに籾期徴勤が振

わ り,続 いて主要勤が鋲わ ります。祖期微動が来てから芝要動がくるまでの

時澗 鋤 期徽動継続時縦 いいま丸 遡期嶽動継綾時隙 嬢 源までの距離と

開係 していて,笏 期微勤繕縫時闘が侵いほど,震 源 から遡いことになりまr。

襯 微動継覆時蹴 畷 いほど,震 源 まで唖 働{遠 いのはなぜで勃 ・,

下の〔=〕 の中に傭潔 こ鍵 なさい、

iza
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b国 研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育 課程 実施状 況 調査 一 第2学 年 理 科A調 査 票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

回(1)(2)

観 察 ・実験 の技 能 ・表現

科学的な思考

二っ の水 槽 に金魚 とカ ナ ダ モ をそれ ぞれ 分 けて,よ く育 つ 方法 を問 う設 問

で 生徒 の どの よ うなカ を み た い のか 分 か らない 。 「え さを与 え る」 とか 「空

気 を吹 き込 む」 な ど,答 え に よっては小 学校 低学年 の レベル で あ る。

ま た,観 点 につ い て は 「技 能 ・表 現 」 とい うよ りも,「 科 学 的 な思 考」 と

して と らえた方 が よい と考 え る。

金 魚 のみ の水 槽 に して,「 水 槽 の金 魚 を長 く,元 気 に育 て て い くには どの

よ うな 工夫 を した らよい か(え さは定期 的 に適 量 与 え る もの とす る)」 とい

う設 問 にす る。

ま た,設 問は そ のま ま に して,解 答 を どれ だ け 出 して きた かそ の数 で 「関

心 ・意欲 ・態度 」 を測 るこ ともで きる と考 え る。

回 燃 鳳 螂 ひ。。鰍__,靴 そ__を 入れ献
爵 な承 そ うに 劉 々 に 入れ.数 滋 の 中1こ.灘い て 膏 て る こ とに し寵 した.

この 金魚 と オ オ カ ナ ダ 愚 壷,長 い 醐 驚 気1こ育 て て い くた めに 必.婆な:こ との う ち.あ

な た が 贔 も 穴塘 だ と思 うこ識 を.藷 れ 婁 れ 憲つザ つ{===コ の巾 に 欝 趣 獄 毒い 、

金 魚 の 尽 そ う

`

倉,
》皐て 一一

匿 霧 洋緯 刈
懸

導 零'カ ナ・ダ ーモ の 水.そ う

ゼ

譲

辞

、1

捗 噸膨 噸

蟹藩饗騒
畿 ・ド;㌃ 亀☆.ぞ トラ壺 こ・ン'・』'「'ボ ∵'〆

it)

｣z>

金 魚 二

オ 慮 か ナ ダ 優 ご

く4

く5
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b国 研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改 善ナ る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科A調 査 票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

回(1)

自然事象 につ い ての知識 ・理解

科学的な思考

レー ダー ア メ ダス合 成 図 か ら低 気圧 の 雨域 のみ を推 測 させ るの は,中 学 生

に とって難 易度 が 高す ぎる。

「自然 事 象 に っ い て の知 識 ・理 解 」 を問 う問題 と言 うよ り,「 科 学 的 な 思

考 」 を問 う問題 と考 え る。

低 気圧 の 影 響 を受 け た雨 域 を問 う問題 で はな く,「 図2の 前線 付 近 で きる

雨域 を鉛 筆 で塗 りつぶ しな さい」 と変 更す る と中学校 レベル とな る。

回 次部,ん は.惣 曜 習。終。。ばか,。 。蒐み_。 調,渤 一
轟 … スの 瓢 勲 壊 鰻 で1`今 口諏 午 巌 ,戴 気 圧 が 臼取 灘 勘 を 通 還iす る こ と に 欠 ひ

尺 繰 が 崩 れ ろ5と い う,二 と を知 り ま1 .,だ.モ こ で.午 縫3薩 購 の擦 〃 な 気 搬

檎 報 を イ ン ダ ー 塞 ッ トを 樋 じ(入 手 す 番 二 と を 試 み 玄 し彪 、 そ シり繕 梁,以 下

群 鱒 の よ う 漿 留 報 が 簿 られ ま した.た だ し.レ ー ダー γ メ ダス 合 峨 願 の 瓢 樗・

の 部 分 紘 貰 瞭 げ〉降 水 癒(鷹 副 を.ア メ ダ ス 勧 照 は 耀財 が 観 劇 搭 轟 た 鱒 聞159.60

黛 の 撫 色 は 瞬 為 を 承 す 。}を 示 し た も鈴 と し 蜜愛.

(D鋼 諺η 天 凱 圏 の 中 に,低 気 繊 の 爾 城 と考 え もれ る難 域 を 麟1〈7》 レ ー ダ ー

ア メ ダ ス 合 滅 欝 を よ く 駄 て 熾 鋸 で 塗 嘩つ ぶ し な さ 撃㌔

論 〆

こ)
箭 ユ韓閣降氷鍾
む　エの 　

・ 一1=畠 鑑

'

1瀞
魍 豊レ ー… ダー γ メ ダ ス 愈 椛 選 《降 水 勤雌

更30

豪弱 …・._一.'
稠 盆 薫 気図 ?56無～縛
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i

b国 研 の観 点 を変 更:し,問 題 も改善 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

国(1)

観 察 ・実験 の技 能 ・表 現

科学的な思考

・ 大 問 で は 「頭 部 の 骨 」 と表 記 して い る が,(1)で は 「頭 の 骨 」 と表 記 して

い る。

「肉食 動 物 と草 食 動 物 に 共 通 して い て,ヒ トと違 う点 」 を指 摘 させ る 問

題 で あ る が,解 答 す る側 と して は,比 較 す る観 点 が 絞 りに く く,何 を ど う

答 えれ ば よい か迷 う。

解 答 類 型 で は 「犬 歯 が 発 達 して い る 」,「 と が っ た 歯 が あ る」 な どを 正 答

と して お り,「 共 通 点 」 や 「違 う点 」 に つ い て ど の く らい 書 き 込 ん で い る

か に よ っ て 「技 能 ・表 現 」 を み よ う と して い る と思 わ れ る。 そ うす る と,

深 く考 え ず に 図 か ら得 た 情 報 を そ の ま ま 書 い て も 正 答,準 正 答 とな る。

しか し,「 肉 食 動 物 と 草 食 動 物 に 共 通 して い て,ヒ トと違 う点 」 を記 述

し よ う とす る と,比 較 す る観 点 を絞 り込 む 必 要 が あ り,高 い 思 考 力 が 要 求

され る 。 し た が っ て,こ の 問 題 の 評 価 の 観 点 は 「思 考 」 と し,思 考 力 を 的

確 に 見 取 る こ との で き る 問 題 に す る必 要 が あ る。

「頭 の 骨 」 を 「頭 部 の 骨 」 に 変 え,「 図!,図2の 動 物 の 歯 の 形 が,図3

の ヒ トの 歯 と違 っ て い る の は な ぜ か 」,「 脳 の 部 分 を 比 べ る と,図3の ヒ トが

大 き い の は な ぜ か 」 な どの よ うに,比 較 す る 視 点 を 示 し,そ の 理 由 を記 述 さ

せ る よ うに す る。

国 歎 ・臆.鞠 娘 一。。_。 いに。。。__。 鶴 いがあ。。。、こ
興 駿 を も ち、 博 物 餌 に 得 っ て 勤 物 の 骨 格 に 一っい て調1べる ご とに し衷 した。 閣 正と鋼2

敵.モ の と きに ス'ケ ッチ した2種 類 の 動物 の も の です昏 また .園3は ヒ トの 鎖 灘の 骨

を示 して い ます り

ノな6ウ し鳶 嘉

…嫉妻
/　 『～ ＼＼

馨一)
く./一 一♂'、」

図3

薦12

{P英 夫 さん は,ス ケ ッチ を しな が ら図1,図2の 動 物 と ヒ トの,頭の 骨 の遜 い を考 えて

驚 窃 習 瀦繍 濃 織 ∵ かもヒトと欝う欄 でしょ筑

(」
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b国 研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

國(2)

科学的な思考

自然事 象 につ いて の知識 ・理 解

・ 塩 酸 を加 えて発 生 した 気 体 の にお い だ け を問 うの で あれ ば ,「 思考 」 の

問題 に は な り得ず,「 知識 ・理解 」 の問題 で ある。

・ 鉄 と硫 黄 の 混合 物 に塩 酸 を加 え る と
,実 際 には鉄 が溶 ける際 の独 特 の に

お いが す るので,気 体 の にお い を問 うのは適切 ではな い。

「卵 の腐 っ た よ うな に お い の す る気 体 が発 生 した の は,A,Bの ど ち らか 。」

とい う問 い に して,評 価 の観 点 を 「知 識 ・理 解 」 にす る。

鉄 に塩 酸 を 加 え た 場 合,に お い の な い 気 体 が 発 生 す る と一 般 的 に 書 か れ て

あ るが,今 後,そ の 出題 方 法 に つ い て は 検 討 す る必 要 が あ る。

回 い お う

順 子 さ んは 、 鉄 と硫 黄 の 反 応 で で きる鞠 質 を講 べ る ため.鉄 紛 と硫黄

の輸 末 を よ く混 ぜ 合 わせ,そ れ をアル ミニ ウ ムは くの箇A,B2本 に 分

けてつ め こみ,Aは そ の まま に し曹Bは ガ スバー ナー で筒 の～端 を熱 し,

赤 くな った ところで,砂 の 上に 置 き卸 反応 の よ うす を観 察 しま した、

次 の各 問 いに答 え な さい.

誕加
ね じって.と じる

下部 を台 に 嶺てながA8

ら、固くつめ る。2本 つくる。

B

砂

譲 》羅禽

(2)AとBの そ れ ぞ れ を試 験 管 の 中 に と り鐵 し,塩 酸 を 加 え ま:した 。

諮 巣 は,ど ち ら も 気 体 渉 肇 隻 し ま し た 。AとBに 籔 酸 を 加 え て 発 生 す る

気 俸 の に お い は,そ れ ぞ れ ど ん な 漣 い が あ 滲 ま す か 。 下 の ① か ら@ま で

の 中 か ら ユつ 選 ん で,そ の 番 簿 をOの 中 に 書 き な さ い 。

①Aは 卵 の 腐 っ た よ う な に お い が す る が,Bは に お い 演 な い.

②Bは 卵 の 齎 う た よ う な に お い が す る が,Aは に お い が な い 。

③Aも8も に お い}ま な い 診

④AもBも 卵 の 霧1っ た よ う な に お い が す る 。

(32
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b 、国研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

(1)(2)(3)

観 察 ・実 験 の技能 ・表 現

改 善後 の問題:(1)科 学 的な思 考,

(3)科 学 的な思 考

(2)自 然 事 象 に つ い て の 知 識 ・理 解,

(1)は,気 圧 と気 温 の関係 をグ ラフか ら読み 取 る 「技能 」 をみ て い る問

題 で あ るが,あ ま りに も容 易 で 技能 面 をみ る問題 と しては 不適 切 で あ る

と思 われ る。(3)は 「ピス トンを引 く」 とい う実験操 作 が大気 中での どの

よ うな作 用 を再 現 してい るのか を問 うて い る。 実験 操 作 の 意 味 を的確 に

把握 してい るか をみ る こ とがで き る 「思考 力」 を問 うた 良問 で あ る。

小 問(1),(3)の 観 点 を変 更 して 大問 の流 れ をみ るな らば,実 験操 作 と

思考 の流 れ を考慮 して問 う1頂序 を改 善す る必要 があ る と思 われ る。

改 善 案 雲 が 発 生 す る メ カ ニ ズ ム は,「 空 気 の 上 昇 」 → 「断 熱 膨 張 に よ る気 温

の 低 下 」 → 「水 蒸 気 の 凝 結 」 とな る 。 実 験 操 作 に伴 う思 考 の 流 れ を も と

に 大 問 の 流 れ を 次 の よ うに 改 善 して み た 。

一く改 善 した 問 題 〉

小問(1)「 ピス トンを引 く」 とい うことは,大 気 中の現象 にあては めると次の ど

れにあた りますか。下の①か ら④ までの 中か ら適切 なものを1つ 選 んで,

その番号 を書きなさい。

① 空気のかたま りが上昇 して,膨 張す る 改善前 の小問(3)を 「科

② 空気 のかたま りが上昇 して,収 縮す る 学的な思考力」をみ る問

③ 空気のかたま りが下降 して,膨 張する 題 として(1)に す る。

④ 空気のかたま りが下降 して,収 縮する

小 問(2)ピ ス トン を す ば や く 引 い た と き,フ ラ ス コ 内 の 気 温 と気 圧 の 変 化 は ど の

よ うに な り ま す か 。 次 の ① か ら ④ ま で の 中 か ら適 切 な も の を1つ 選 ん で,

その番号を書きな さい。 改善前の小問(Dを 「知識 ・理解」 をみる問1

題 として(2)に す る。i

こ れ ま で の 図2を 選 択 肢 の 一 つ とす る4パ タ ー ン の グ ラ フ を 示 す 。

小 問(3)ピ ス トン を す ば や く 引 い た と こ ろ,フ ラ ス コ 内 が 白 く く も りま し た 。 こ

の よ うな 現 象 が 起 こ っ た 理 由 を 「露 点 」 と い う語 句 を 用 い て 簡 単 に 説 明 し

な さ い 。 !改 善前 の小問(2)を 水蒸気の凝結 を問 う 「科1
　 　

1学 的 な 思 考 力 」 を み る 問 題 と して(3)に す るi

回 欄 娼獄 懲 撫 師_,雛 。。一.轍 序.
篇ン ピ 轟一 タ を燭 い て轡D諺 ・よ うな 気 温 と気 圧 即 変1とを 調 べ る 愚 ヂ ル 箕 鹸 ♂)

装 置 を作 弓ま した.7ラ ス コ内1こ 永 をタ 灘 入託 て よ く糠 弩.隙 射 器 の ピ ス ト

ン を 劇 い で.プ ラ ス 篇痢 縣驚 化 を 縄 犠 し家 私此 、
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圃1

量_.彰

〆i

蓄慧

、 培
づ

翻2

墨{醗
ゆ 霊4ε5風

さ

ピエFン 解1,噛 略濠郡 亀 磯 凋{サ1

(1)ど ス トン をす 躍 や く弗 ・た とき,フ 予 ス コ内 の 気 温 と 気掻 は図2の グ ラ

ブ の よ うに な 善ま 瓢 た.気 滋 と気 径 は ど う糞 化 し 簗 した か.

下 ⑱① か ら⑳ ま で勇 中 か ら嫁 壌 な も 夢〉を 茎つ 灘 ん で ,そ の善 響 を 下鍛

D}中 に欝きなさい.

① 気 温 も気 座 も上 が っ 驚

轍 気 溜 は.上が 噴,駕 僅 ほ 丁 が った

1:欝 難評購_た □ 、.

{2}ピ ス トン を す ば や く 郵 い 島 と き,二7歩 ス コ内 に.為 る 璽 象 瀞 鑑 られ ま し

た.ど んな 規 象 か 簡 類に 説 聡 しな さ い心

〔:ユ4

〔3)「 ど ス トン を 舜 く茎 と い う こ と隷,大 気 甲 の 雛 象1こ鵡9ぐ隷 め る と換1のど

れ に あ ～こり ま す か.下 の① か ら{轟)憧で の 中 か ら適 切 額 も海 を1つ 選 ん で,

そ 破 毒 .易を 口 ⑳ 中 に 書 きな さい 。

⑳ 壷 気 の か 瀧 豪 鞍瀕 上昇 し'で、膨 彊 す る

⑳ 空 無 の か 之 ま 嚇が 上 難 して,1区 霧 す る

瀦 灘諜灘:繋 □ 幡
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b国 研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改善す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理 科B調 査 票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

区](1)

科学的な思考

自然事 象 につ いて の知識 ・理解

「高 さが高 けれ ば位 置 エネ ル ギー は大 きい 」,「速 さが速 くなれ ば運 動

エネ ル ギー は大 きい」 とい う知 識 が あれ ば解 答 で き るだ けで な く,力 学

的 エネ ル ギー の保 存 につ いて の,基 本 的 な概 念 の 定着 をみ る 「知識 ・理

解 」 を測定 す る問題 で ある。

摩 擦 や 空気 の抵抗 を無視 した 上で のス トロボ 写真 の模 式 図で あ るので,

図の鉄 球 のCとEの 高 さは きちん とそ ろ える必 要が あ る。

図 繊 ・榊 イ ・・一・臨 ・輔 面鱒A勲 ・鰍 ・騨 ・湧
な コ な

点 ま で の 運 鑛 ㊧ よ うす を ス ト響ボ 響:真にi鍛.響し て調 べ ま 纂 急。 曝 撚 や 憲気

賦)抵撹 は な い も 【1)として 孜 勇 驚 い に 答 え な 婁 い雫

B

c
,二}=69

F

ス障 ボ写糞の模式図

(溶 鴎 の鉄 球 鈴縫 灘 翼 寧ル ギ・一と運 麟 工 率ル ギー1こつ いて 翫 灘く説 鯛 し鳶もの纏 ど

れですか、ドの⑳かも⑳まで停幽か犠 つ選んで,そ 鐙番攣を□ 鐙坤 に鍵き

な さ い 。

① 就 置エ ネ ル ギー と運 動 諾寒 ル ギー13:署ともにAとCで 鰻 大`こな る罪

⑳ 慰 灘 エネ ル ギ ー と」懸勤 瓢審 ル ギー嘱‡、ともにDで 簸:太にな る恥

③ 勉 澱 懲ネ ル ギー 縫Dで 蚤:大にな噂,運 動 エ ネ ルギ ー 綜AとGで 鍛 穴1こな る谷

葱)館 澱 工 琢ル ギー はAと(}で 壕 大1ζな導,運 勤エ ネ ル ギー は葺)で最 穴 鏡な るの

□ 、.
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b国 研 の観 点 を変 更:し,問 題 も改 善す る もの

平成13年 度 中学校 教育課 程 実施状 況 調査 第3.学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価 の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

国(2)

観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

科学的な思考

・ 地形 図が見 に くい。

・ 露 頭 を見付 け よ うとす るな らば,が けや川 の両岸付 近 を探す の が適 当で

あ るが,設 問 の よ うに中生代 の地層 を見付 け るこ とがで きる とは 限 らない。

・ 様 々 な条 件 か ら観 察 に適 した場 所 を選 定す る企 画 力 を問 うてい るので ,

評 価 の観 点 は 「科 学 的な思 考」 にすべ きで あ る。

地形 図 を もっ と分 か りや す い ものにす る。さ らに小 問 を次 の よ うに変 え る。

「太 郎 さんは,自 分 の家 の 近 くに は存在 しな い 中生 代 の地層 を隣 町 で見 る

こ とがで きる とい う情 報 を得 ま した。 下 の地 形 図は,隣 町の あ る地域 の地 形

図です。地形図 の どこに行 けば 中生代 の地 層 が見つ か る可能性 が高 いです か。

地形 図の 中のそ の地点 を実線 で囲み な さい。」

国_ん_分 礁 んでい。町・_酬 敵 鰍 練 すおおま
か な 矧 を 』罫 に 入 れ ま し た.。

麟 町

隣 町
たい積爆 代

2～U万 矩髄
た い磁 駕 伐

ユ～9.δ万 痒 離
たい磯鎌 ぺ

o漣～oユ万塚潮 隣 町

〔2)叢 郎 さ ん は 角 分 の 蜜 の 遍 くに は 導 荏 し な い 中 生 代 の 地 層 を 観 察 しよ う と

考 え ま した ウ 太 郎 さ ん は 、 下 の 地 形 鴎 で ど こ に 行 け ば 露 頭 をみ つ け る 二 と

が で き ま す か.地 形 隅 巾 の そ の 地 点 を実 線 で 黙 ん で く だ さい 。

地彫函記母

細、牧萱聰

1}

鎌翠樹嫁

籔葉種瞬

ウ≦げ

八

Pユ

r

慮路

二 勘 薫・一・

魁

.,,

1く'11

万

劇

■

is

じへ
飼

㈹
9酢

謳重 ＼

7潔.

聖

r

t

・1シ

7
1F
,

、

レノ

八 ＼
fぐ 」

、 」

罪.・
{2
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b'国 研 の観 点 を変 更 し,問 題 も改 善す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価 の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

團(1)

科学的な思考

観 察 ・実験 の技 能 ・表現

・ 地震 計 の記 録 が,実 際 の兵庫 県南 部地 震 の もの とは違 いす ぎる。

・ この 問題 は,名 古屋 にお け る初期 微 動継 続 時 間 に 当た る部分 の長 さを定

規 で測 定す る こ とに よっ て求 め る こ とが で き る。 地震 発生 時刻,名 古屋 ま

で の距 離,S波 とP波 の速 さのデ ー タ も与 え,計 算 で も求 める こ とがで き

るよ うに して あ るが,そ の こ とで生 徒 は混乱 して しま う。

・ 実 際の 兵庫 県 南部 地震 の観 測 記録 を使 う。 そ れ が不 可能 で あれ ば,兵 庫

県南 部地 震 に限定せ ず に,問 題 の設 定 を 「あ る地 震」 とす る。

計算 で初期 微 動継 続 時 間 を求 め る こ とよ り,グ ラフ を利 用 して求 め る こ

との方 が,科 学的 な表 現 方法 の よ さを理 解 し,活 用 で き る大 切 なカ で あ る

と考 え る。 評価 の観 点 を 「思 考 」か ら 「技 能 ・表 現 」 に変 え,地 震発 生 時

刻 等 のデー タ は示 さない。

「思 考」 の 問題 にす るな らば,グ ラ フを示 さず に,名 古屋 まで の震源 距

離,初 期微 動 の伝 わ る速 さ,主 要動 の伝 わ る速 さの デー タのみ を示 し,計

算 で初 期微 動継 続時 間 を答 え させ る よ うにす る。

回 名描 ・描 さ描 は騨 年の棚 の早鞭 編 ・醗
覚 ま しま した亀震 糠 は兵罐 県酵 部 で.名 古 麗の震 鷹 は3で した。 ま さ 許さん

は,観 測 記鎌 を集 め各地 の震 麿 を 次の よ うに まとめ ま した。(震 農 は1996年

奪珂以 前の 溺震 度 で承 してい る.地 震発 生購 刻は5時 葡 分52秒 であ る。>

q)ま さ子 さ ん は,大 阪 と 噸 氣 で 観 測 され た 地 叢 計 の 詑録 を畷1に 去 ご め ま

した⇔ 大 阪 と糞〔};ミび)避三震 誹・1ジ)記録 を も と}こ,名 占'羅 の 初麹華徴 動 継 纈鵬寺闘 を

求 め な さ い 。 そ の 答 え と して 簸 も近 い と懲 わ れ る もの を ド以 購 略 ④ ま で

の 中 か ら …う 選 ん で,そ の 番 弩 を 〔 の 中 に 番 き な さ い,に の 捲

の 初 期微 動 綜,約8km/秒 で,孫 要勲 は釣4km/秒 で鰭 わ'蔀 た.震 源

か ら名 占 輩 ま でψ 距 離 瓢納}ωkmと ず る」

慧

葉,。1

毒 蹴
雛 叢京 　

4舘
、

鷺
一W-i一__.__....

2繍

名古嵐 、

;蕊

淘阪

レ

「り「

鰯1謬 鋸 聡

(芝)10秒 翁)20秒

総 鑑謬 駕 鵜 蜷 鵜
鱒 餐

選i

③3(}秒 ④4〔}秒

巳.
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b国 研 の観 点 を変更 し,問 題 も改善す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

改 善 案

囹(2)

科学的な思考

自然事 象 につ いて の知識 ・理解

基 本 的 な問題 で あ るが,大 問の設 定が あい ま い で,「 食 べ る食 べ られ る と

い う関 係 でAか らDに わ け」 の部分 を,「 多 くの生 物 をAか らDの グル ー プ

に わけ た 」 と読 み 取 らな けれ ば,草 食 動 物 が 図1のBに 限定 で きな い場 合 が

あ る。

例1:「 食 べ る食 べ られ るの 関係 に あ るA～Dの 生物 」 を高次 消 費 者 か ら

当ては めて考 えた場合,Aが 生産者 に限定 で きな くな る場 合 が ある。

例2:図2か ら腐食 連 鎖 をイ メー ジ した場 合,「 生 物Aか らD」 と設 定 し

て い るので,混 乱す る。(実 際 の 自然 界で は,腐 食 連鎖 が多 い。)

評 価 の 観 点 を 「知 識 ・理 解 」 に 変 え,植 物 がA,草 食 動 物 がBに 限 定 で き

る よ う に,大 問 の 表 現 と図1を 変 え,小 問(2)で は 肉食 動 物 を 選 ばせ る よ うに

す る。

大 問

「あ る 地 域 の 生 物 を,食 べ る食 べ ら れ る と い う関 係 でAか らDに わ け ,

そ れ ぞ れ の 数:量 関係 を調 べ る と,一 般 に 図1の よ うな ピ ラ ミ ッ ドの 形 で

表 され る こ とが わ か りま した 。」

→ 「あ る 地 域 の 生 物 を,食 べ る 食 べ られ る とい う関係 で グ ル ー プ分 け し,

そ れ ぞ れ の 数 量 関 係 を調 べ る と,図1の よ う に 植 物 を底 面 とす る ピ ラ ミ

ッ ドの 形 で 表 され る こ とが わ か りま した 。」

図1小 問(2)

嘉 綴饗轡
固 臨_・ 。,_。,・ 、食・、歳 ・,撫

味をもっていろいろ謂べ(み 毫した。ある亀壕の坐物を,食 ぺる食べら為る

とい う鱒係でAか らDに わけ,そ れ ぞれの敷薙溺漂を鶉べると,一一般に麹1

りようなビラミソドの形で表されることがわか箏ま したごまた,自 蕪界減お

1フる物質の雛環 を籔2ソ)ように示す 二とができると考えました,

ほ エ ゑを

惑

一 一,

肉食勤物戸一一

…

E制 事禽勤物 胴

磁 〕・
「幕{」一

(2}罰2の 草食勤勤は図1のAか らDの どれにあた りますカ㌔ 下の①から⑦

までの中から五つ選んで,そ の番母を[==コの中に書きなさい.

①A

⑤Aと 呂

⑫B③C④D

⑤3とC⑦CとO

ua
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c国 研 の観 点 のみ を変更 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

・問 題 、点

團(2),(3)

(2)自 然 事 象 に つ い て の 知 識 ・理 解

(3)観 察 ・実 験:の技 能 ・表 現

(2)科 学 的 な思考

(3)科 学 的 な思考

(2)「 知識 ・理解 」 の問題設 定 で あ るが,水 の吸収 量 を,蒸 散量 と関連付

けて思 考 す る必要 が あ るの で,「 科 学 的 な 思考 」 をみ る問 題 と して 設

定す る。

(3)条 件 制御 の部 分 が 出題 され てい れ ば,「 観 察 ・実験 の技 能 」扱 いで

よい が,実 験 企 画 の部 分 が空 欄 に なっ て い るの で,「 科 学 的 な思考 」

をみ る問題 として設定 す る。

[ii]
ごまヤみい

蔓 智 早 さ ん`建撒 鞠 の 蕪 敏 辮 用 に つ い で 調 べ て い 蜜 す。 美 智 争 さ ん掠,纏

物 が 散 を 吸 い ま げ る よ うす を調 ぺ 惹 劇 め に,藁 の つ い た雛 物 鈴 校 を.水 論

入 った ガ 予 汎 警 と ゴ ム管 で つ な ぎ.隅1の よ うに し.て,竃 の 籔 の褒 化 を 嫉

繧 しま した.

濠繍 デ耀 雛{∴粘lll
:コ ル蟹 ㌘ ㌔9ぐ

.拶 駅 ヤ 瑠 偶 「葉 が あ る 驚 め に 東 が 吸 い 上 が 崩 と い う甑 説 を 縦 か め るた め に.こ の

ガ 謙 、,隔 難 と附}こ 櫛 よ うな 輝 鰍 舖 え 敷 い でず か 。 対 無 顯 毒こつ い て

魍L説 瑚 して い る 下 勃 文 を窪 厳 私な きい.

泰を .そ ¢・催 勇 条 傍 は 岡 こに して 箋 勲 す る、

〔ユ5
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c国 研 の観 点 のみ を変更 す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施 状況調査 第1学 年 理 科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(1)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,自 然 事 象 に つ い て の 知 識 ・理 解

自然事 象へ の 関心 ・意 欲 ・態度,科 学 的 な思考

校庭 の地 図(方 位)と 校 舎 の形 状 か ら植 物 の生息環覧 を推測 す るの は,「 知

識 ・理解 」 で はな く 「科学 的な思 考」 ととらえた方 が よい。

田 知子赫_。 スで、蝿 斜磯 業轍 鷹蝿 凝 観慰 紅 た。蜘 。,
類 鮫 の 純 敵 讐 ㈱ に,あ る2稼 類i融 擁 物 澱 ・蜘宵 描 醗 を 認 録 し た も の 野 噺 。 嵐 翫.

闘2は,捜 鷹 の 櫨 物 を ス ケ ッ チ し た も カ で・す 。

翻1

燦 嶺

iム
」L▲
▼6ム 」』▲ ▲

ム 義
体 書 館

灘 露

讐講 一Φ駕㊧・⑱ 讐
糠 こみ

oo

づし ●

ア

、.'{己 ノ}

、 渓:

。粥 露z噛

瓢

詳

イ

一轟 期
い 欄幽 κ

オ串

ウ

カ

(め ▲ の 植 物 の 生 え て い る 場 所 は,i次 の ① か ら ④ ま で の う ち の ど れ で す カ㌔

あて は ま る番 号 を1っ 選 ん で,そ の番 暑を[コ の 中 に襲 きな さい.

① 瞥 墨 た 珍 が よ く,就 燥 し て い る

③ 日 か げ で,職 燥 し て い る

② 日 当 た り が よ く,灘 っ で い る

④ 日 か げ で,灘 つ ーて い る

□ 、,
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c
'国研 の観 点 のみ を変 更す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(2),(4)

(2)科 学的 な思考 (4)観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

自然事象 にっ い ての知 識 ・理解

被 子植:物 と裸 子植 物 の 相 同器 官 につ い て 問 う設 問で あ る。 しか し,実 際 は

図 中の植 物 の部 位 の名 称 を問 う問題 にな っ てお り 「科学 的 な思 考 」 とい うよ

りも,知 識 が 関連 付 け られ,構 造化 され て い るか を問 う 「知識 ・理 解 」の 問

題 とす る方 が よい。

固 … 鳳 サ・ラ・マ城 のつ・囎 察・、物 塀 ・た.

愈 ゐ 剛無
〆

(2)図2`ま:マ ツ の 花 の ス ケ ッチ で す.圏aの ア は サ タ ラの 葛 の っ く 畦醗1の

ど の 部 分 に 櫓 塞 し ま す カ㌔ 纒 三の く璽〉か ら 麦麺蟻 で の 中 か ら 寒つ 遵 ん で,モ この

潜 毎を[コ の巾に書きな 毒い.

口 、

(4)瞳 珠 と子 簿 の2つ ⑳ こ と 綴 を 両 方 鰹 っ て,被 苧樺 絢 の 鰭 の つ く 導 勇 特 激

を鋭 明 す る 文 を,ド の 〔 コ 戯 癖 群}文 に っ づ1亨て 露 き ・ 完 成 し な きい ・

(掌 数 は 馨{}掌:滋内 と す る 爵

裸 子 権 鵠 の 花 で は,胚 蝶 が む 妻 出 しに な 弓 て い る。 し か し・

酸

は

畢 植 物 の の め し で

(当s
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c国 研 の観 点 のみ を変更す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(1),(2)

科学的な思考

科学 的な思 考,観 察 ・実験 の技 能 ・表 現

入射 角 と反 射角 の等 しい 点 を見 いだ し,作 図 を通 して設 問 に答 える場 合 は,

「科学 的 な思考 」 と 「技能 ・表現 」 の両観 点 を一体 と して み る問題 と して と

らえて も よい と考 える。(特 に(2))

回 正さん、優 争、んが大き嬢 轍 立って,榊 見え方を講べました.

園1と 図2は そ の よ う す を 上 か ら見 た も の で す 。

(D図1のAの 位 置 に正 さんが,Bの:

位{謹 に優子 さん が立 っ てい ます 。

Aか ら出た光 がB蔑 で進 む ときの
み ちザ し

光 の道 筋 を函1の 中に 戯線で 書 き

な さい。

一 一 一j..F

一ト ・正 さん 一AO

…牽…・:::i:二:i:::i::

…・与優 芋 さん 一B◆

塁

㌘'三 ・… 三… 一一一一i… 一き…

噌 ら雪 電"ゾ…

"▼尊犠議阜`輔 毒 脚 鴨

鏡

(24

鐵1

(2)次 に,図2の よ う に,優 子 さ ん

は.ア,イ,ウ,エ と 歩 い て.A

の 位 匿 に い る 正 さ ん が 鏡 に うっ っ

て 見 え る か ど う か を 調 ・べ ま し た 。

鏡 の 中 に 正 さ ん が う つ っ て 見 え る

の は,優 子 さ ん が ア か ら 凱 の ど の

位 撮 に 立 っ た と き で す か 。

下 の ① か ら ④ ま で の 中 か ら,適 切

な も の を1つ 選 ん で,そ の 番 号 を

〔=コ の中に書 きなさい。

γT一 ア …9

翼搾 ←罫導 締
セ今←㌻

_4各 ミ

i一イ ーや 紬 層 一 養一i

字…繋{‡ 叩r冒㌻
齢 ←マ

.:÷ ウ ーや 一 ÷・一ト・

… ・L… ニー一L一 一 ゐ・… ∴一 工'

鏡

鴎2

① ア とイ の位 置 か らは見 えるが,ウ と凱 の位 鑑 か らは見 えな い。

② イ と ウの 位置 か らは 見 えるが,ア とエ の位澱 か らは晃 えな い。

③ ウ とエの位 置 か らは 見 えるが.ア とイ の位:櫨か一ら は見えな い。

④ ア とエの 位澱 か らは 見 えるが,イ と ウの位 鐙か らは 見えな い.

□ 傷
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c国 研 の観 点 のみ を変更す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

團(3)

自然 事 象 に っ い て の 関 心 ・意 欲 ・態 度, 科学的な思考

科学的な思考

身 近 な物 質 を使 って気 体 を発 生 させ る設 問 は 「関心 ・意欲 ・態度 」 とい う

よ りも 「科 学 的 な思 考 」 の観 点 を測 る こ とがで きる。 確 かな知 識 を駆使 して

実 験方 法 を企 画す る カ を問 うて い るの で,「 科 学 的 な思 考」 をみ る傾 向が 強

い。

回 俊一 ・械 い・い ろな気体 ・性 質 ・そ・作 ・方 を調べ,次 ・…

ノー トに ま とめ ま した 。

1。 気 体 の性 質

A=鼻 につ ん と く る 強 い に お い がす る。 水 に溶 け や す く,水 溶 液 は アル カ

リ姓 を 示 す 。

Bl緑 色 植 物 の 光 合 成 の 材 料 で あ る 。 固体 とな った もの は ドラ イ ア イ ス と

呼 ば れ る 。

C:も の が 燃 え る の を 助 け る はた らき が あ る。 動 物 が 生 き て い く上 で も 必

饗 で あ る。
ぱくにつ

D=空 気 と 混 合 した もの に 火 をつ け る と爆 発 して 燃 え る。 最 も 軽 い 気 体 で

あ る 。

2.気 体 の つ く り方

ア=ア ン モ ニ ア 水 を加 熱 す る。

イ:亜 鉛 に うす い 硫 酸 を 湘 え る。
や さんかす いモす い

ウ:二 酸 化 マ ン ガ ン に うす い 過 酸 化 水 素 水 を加 え る。

エ:石 灰 石 に うす い塩 酸 を 加 え る.

《3〕次 に,燈.一 さ ん`ま璽 石 灰 石 に うす い 壌 酸 を加 え た と き1こ1発.生す る気 体

を,地 の 芳 法 で つ く 傑 て み よ う と 考 え ま し た碑 そ の た め に 必 饗 な材 料 を

次 め 中 か ら遡 び,そ の 材 料 を矯 い で 気 体 をつ くる 方 法 を 籐 翠 に 説 明 しな

さ い.

じす つ

く樹'魑}員 が ら,銭 携,ふ く ら し糖(重 そ う).食 塩.齢,;石 灰 水

ア ンモ 無 ア 水

(.25
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c国 研 の観 点 のみを変 更す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

巨](1)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,自 然 事 象 に つ い て の知 識 ・理 解

自然事象 へ の 関心 ・意欲 ・態度 のみ に

日ごろか らの 「関 心」 を見 取 る問題 と して は よいが,ウ メ とサ ク ラ と

ツツ ジの花 が 咲 く順序 は,知 識 と して一 般化 しなけれ ば な らない問題 と

は言 え ないの で はない か。

知識 の観 点 に は入れ ない。

□ 一郎 さん は .花 の開花 縛期な どについ て調 べてい ます.

(D一 躯 さんは絞薩 や公園 で,い ろいろな覆が咲 くの を楽 しみ に して いま

す。

ツ ツジ,ウ メ,華 クラを醐花時期 の母 い順 に並べ た ものは どれ です か、

鞄 ①か ら⑤まで卿 か ら・つ選んで,そ の鰐 を 〔コ の中に謎 な

さ い 。

① ウ メ ゆ ツ ツ ジ→ サ ク ラ ② ウ メ 吋 サ ク ラ 卿 ツ ツ ジ

③ サ ク ラ → ウ メ ー ツ ツ ジ ④ サ ク ラ 噂 ツ ツ ジ→ ウ メ

⑤ ツ ツ ジ ー ウ メ → サ ク ラ

(1
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c'国 研 の観 点の み を変更す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

國(1)

観 察 ・実験 の技能 ・表 現

科学的な思考

音 が振 動 に よ り伝 わ る とい う基礎 的概 念 の定着 を知 る上 で良問 で ある。

振動 が空 気 を介 して伝 わ る とい うこ とを思 考 の流れ に 沿 って 問題 に して

い る点が よい。 ま た,振 動 す る音 さ を水 の 中に入れ た ときの様 子 は,音

さが振 動 してい る こと,音 はそ の振動 が伝 わ って い く現 象 で あ る こ とを

理解 した上 で思 考 しな けれ ば な らな いの で,「 科 学 的 な思 考 」 の 問題 と

と らえた方 が よい。 この問題 か ら技 能 をみ る こ とはで きない。

國 嫡 ・んは図 の・・な換 ・使・て勲 性継 継 … 思い譲 験 ・

と 爽 験2を し 東 し た 。

(爽 験1)音 さ を 箱 か ら1‡ ず し,た た き 棒 で た た

い た 。 そ の 音 さ を 水 そ う の 水 に つ け た 。

(爽 験2)図 の よ うに 鋼 じ高 さ の 音 を 働 す2つ

の 音 さ を 向 か い 含 わ せ て 置 き、 片 方 の 音

さ を た た き 樟 で た た い た.

し ば ら く し て か ら,た た い た 音 さ を 手 で

押 さ え た 。

影轟
園

(1》 実 駿1で 音 さ を 水 に つ け る と どの よ う な 現 象 が 見 ら れ ま す か 。 簡 単 に 説 明

し な さ い 。

(sa

(2)輿 験2で は.た た い て い な い 方 の音 さ か ら 膏 が 出 て い ま し た 。 こ の こ と か

ら ど の よ う な こ と が い え ま す か 。 下 の ⑳ か ら⑤ ま で の 中 か ら,も っ と も 適 切

な も の を 玉つ 選 ん で,そ の 番 号 を〔==]の 中 に 密 き な さ い 。

① 奮 は 窒 気 中 を磁 わ っ て い く。

② 搬 動 す る物 体 か ら昔 が 出 る。

③ 音 が 伝 わ る速 さは,1秒 隅 に約34◎ 雛 で あ る。
だゐ

④ 強 く た た く と,音 さ か ら大 き な 音 が 出 る 。

ゆの

⑤2つ の 膏 さ か ら 出 る 音 は 阿 じで あ る 。

□ 伽

一107一



c国 研 の観点 のみ を変 更 す る もの

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調 査 第1学 年 理 科C調 査 票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

團(1)

自然事 象 へ の関心 ・意欲 ・態度,科 学的 な思考

科学的な思考

この 問題 で なぜ 「関心 ・意欲 」 をみ る こ とが で きる と判 断 で き るのか

理 解 で きな い。身 近 な現象 で はあ るが,日 常生活 の 中で(2)の よ うな こと

を考 え る必然 性 は ほ とん どな い。 光 の反 射 の規則性 を知 って い るか らこ

そ考 察 で き る問題 で あ るの で,「 科 学 的 な思 考 」 のみ をみ る問題 と して

位 置付 け るの が適 当で あ る。

図 歪さ嵐 醗 の翻 をうつすこ舗

で き る鏡 を 右 の 國 の よ うに整 に数 参轍 け よ

うと思 い ま し た.

これ に つ い て.次 の 閣 い に答 え な さ}㌔

A

B

C

D

鏡

(1}函 の 釈 態 で,鑑 さ ん の つ ま さ きか ら出 た 髭 寮鑓 で 反 射 して 正 さん の 冒 に 入

って く る と き,鐘 の どの 点 の あ た 参で辰 舷 し ます 漆㌔ 下 の ① か ら④ まで の 中

か ら1つ 選 ん で,そ の番 弩を〔 コ の叫 こ書 きな さい.

①A点 の あた り

②B点 の あた り

③

④

C点 の あ た 移

D点 の あ た 参

t33
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c国 研 の観 点 のみ を変 更す る もの

平 成13年 度 中学校 教 育課程 実施 状況 調査 第1学 年 理科C調 査 票

問題番 号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

囮(1)

「科 学 的な思考 」

「自然事 象 につ い て の知識 ・理解 」

この 問題 は,ふ れ る面積 が変 わ って も,力 の 大 き さは変 わ らない とい

う知識 ・理解 のみ を間 う問題 で あ る。

「知識 ・理解 」 の設 問 で あ る とす れ ば,誤 答傾 向 を踏 ま えた 良問 で あ

る と判 断 でき る。

囮 』武細 ・、辮 畷 騨 動 につ、、て講賦。た。、、,園 のよ ラに鍔 こ

セ ン ガ を ア ・ イ ・ ウ の 叡 う に 向 妻 を か え て 倉1ま か 導 の ..七に の せ ま し た.

ア イ ウ

葵糊

孕叢彰 霧i難
器,

囑 a
s

{1)こ 跨 と 書,台 は か りの 承 十 姐 准 ど う な 穆業 す か.』rの Φ か も㊥ ま で の 中

か ら譲 切 な もの を1〃 塾選 ん で.そ の 番 鯵 を{=====コ の 攣 に 書 妻 な さ い 建

① ア が も 心 と も 大 毒 い

塑 イ が も っ と も 肉 き い

③ ウが も っ と も 大 き い

奮9ア,イ,ウ と も 隣 む で あ る

□ 、
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c国 研 の観 点 のみ を変更 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

圓(3)

科学的な思考

観 察 ・実 験の技 能 ・表 現

観 察,実 験 の行 為 に伴 う知 識や 思 考 力 は,「 自然 事象 につ い ての知 識 ・理

解 」や 「科 学 的 な思考 」 で は な く,「 観 察 ・実 験の 技能 ・表 現」 と して と ら

えた方が 一貫性 が保 て る と考 え る。

回 鑛、錨 す磯 勲 織 の。凝 講べ。。め,

あ る ク ラ ス で,右 亟 霜澱 よ うな 装 黛 で饗 験 を野 い

ま した.錫 ㊧質 鼓隷,鱒 瑳か ら5海 猛ま で5と お

り野 い.各 斑 勇1加熱 綾 の 鞠 質 の 質 量 の 鴨埼 の 嬢 櫨 下

の衰 的 よ うに な 導ま した.こ 認 に つ い て欺 の 憲 間

い に答 えな さ い.

轡 解

瀟

撫 熱 醗 の鋤 質 激19}

加 銘 後 に で きた 鞠質 の 質 綴{ピ 〉

(姦 籔 の 翠均 の櫨}

i.o

L2

2.の

弐5

輩.o

3.呂

4,疹

s.o

鱒

醍

(お 寧」の ク ラ λ 響.あ る 壇 が ∫惹 慕の 鋼 霧 を 舶 熱 す る 翼 験 を 行 弓 た と 二 ろ .湘

熱 後 に で き た 物 賓 ㊨ 質 最1客5.舷 と な 都.義 の 纂 均 葡 頓.で 轟 毒 昏、2霧よ り少

な く な っn(し ま い 宏 した.こ れ は.案 験 の や り澤 に 何 か ぶ ト薄 般 と こ ろ 毒`

あつ触 め と考え ら緯tそ れ はぜ弩.?勤 ㌦ 〔〕 に 欝 き疏 毒い.

た だ し鯛 難 趣 誼 の 太 き さ,綾 っ た 趾 は 醸 の ク ラ ス と岡 じ で ,潮 糟 衝 こ

ぼ した り もせ ず,臓 鍛 も 正確 に は か 昏 て い 畿ず.

.(紹
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c』 国研 の観 点 のみ を変更す るもの

平成13年 度 中学 校 教 育課 程実施 状況 調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

團(3)

(3)自 然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,科 学 的 な 思 考

(3)科 学 的な思考

(3)を 解 く た め に は,回 路 に 関 す る 確 か な 知 識 も必 要 に な り,「 関 心 ・意 欲

・態 度 」 を み る に は 無 理 が あ る 。 意 欲 的 に 観 察,実 験 に 取 り組 ん で い る か を

み る た め に(3)を 「関 心 ・意 欲 ・態 度 」 の 評 価 問 題 とす る な らば,(1)も そ う

す べ き で あ る((1)に 「関 心 ・意 欲 ・態 度 」 は 入 っ て い な い)。

回 太郎さ峨 鰍 馳 電鰍 駈 計を使つていろいろ姻 路を

作 り ま した.

(1>太 郎 さ ん は:下の 器 具 を縁 で結 ん で,右 の 鐡 路 図 の よ うに 爽 験 装置 を

総 み 立 て よ うと思 い ま した 。 どの よ うにつ な げば よい か 線 で 結 び な さ

い脅

一 李

国
電注計

醤
慨葺

電灘汁

v

t33

(3)太 難 さんは 下の① か ら④ までの 中か ら電球が簸 も明る くつ く回路を選

びたい と思 い ます。 どれ を選 べば よいです か,そ の番号 を[コ の申に

書 き な さ い 。 た だ し 、 電 池 と 電 球 は 同 じ も の と し ま す 。

葡
0 ②

H

0 ④

(35
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c国 研 の観 点 のみ を変更 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科C調 査票

問題番号

評価 の観点

観点の変更

問 題 点

固(4)

観 察 ・実験 の技 能 ・表 現

科学的な思考

この 問題 は,「 乾湿 計 の 乾 球 と湿 球 の示度 の差 が 生 じる理 由 を理解 し

て い るか 」 とい う実験,観 察 にお け る原 理 を問 うこ とを意 図 して い る と

思 われ るが,こ の 問題 は湿 度表 の分析 を も とに別 の事 象 に つい て考 察で

きるか とい う 「思 考力」 をみ る問題 と した方 が妥 当であ る と思 われ る。

ぐ盤蕊壌〉

乾 鎌 のi承
嵐 ℃31

葺

乾1線 ζ 諜i載 の 赤 演:の 差:℃ 〕

0.ミ…LO1.5a馨2.5↓ 瑳3,§40↓ § 無 鼻

鎖

幻

錐

21

矯

と5

ユ7

鰯

袈}飢

%91

懸 獣

.懸 鍍

摯5鮫

959薩

艶 警騨

鮪9の

鱒 囎

87

群

酪

馬

欝

殿

臼1

81

饗9

鋤

鴛?57168酎 蘇峰

簿75篇6?63s9

掌総7470朋 醗 欝

77霜{噂 茄 敬 鑓

77?36昌 軽4暮 ⇔66

%犯 騨 騰 鱒5遭

7豊71酪 愈2575$

?§7頚 衡{輩1総i}董

74囎 碗 額 茄 醗

{4}乾 湿 計 の乾 球 と湿球 の 承度 が隅 移に な 吻た と き:の殺 農 はい く らで童 か.

掌の① か ら⑤ までの中から 鉦つ選 んで,そ の簿琴を □ の中に纏きな

さい種

⑳ 噸腸 ②50鴇

③猟 鵬 □
纈
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c国 研 の観 点 のみ を変更 す るもの

平成13年 度 中学校 教 育課 程実施 状 況調査 第2学 年 理 科C調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(1)

自然 事象 にっい ての知識 ・理 解

科学的な思考

この問題 は,気 温 と湿度 との相 関 関係 や そ の他 のデ ー タ分 析 をも とに

図 中の グラ フがそ れ ぞれ何 を示 して い るの か を総合 的 に判 断す る力 をみ

て い るので,「 科 学 的 な 思考 力 」 をみ た問題 と して観 点 を変 更 した方 が

望 ま しい。

鵜 閣 監偽A,碧.c跨 グ ラ フ 捻,そ れ ぞ れ 気 圧,湿 度,気 濫 の 中 ¢ ど れ を

表 も'た も め で す か.孜 の 噸慶か ら ⑳ ま で の 中 か ら1つ 選 入'で,を の 醤 号 を

〔 コ の駅 こ書毒な さい、

嗣 子 きん鍍,者 風 が濁鵡 ず る と気蔵 に大 き な変 化話生 じる こ とや気 綴 と

澱 痙 は,策 嫉 に 鋳係 してい る ことを援粟 中に学 習 しま した。

①Al気 庄3:湿 鷹C二 気 縁

鐙A=灘 漫 難;気 圧(::議 温

⑬A:気 湿3=湿 度(:;気 慶

・課>A二 気 温 駐:気 荘Cl議 度 □ 、

黙 鰍 炉♂ ボ♂!臥_溺 ㌔ ㌔ ㌔
擁1き議∫

華
醐踊

鱒嚢

鱒i
聖

鱗'

漫獄 茱
}矯

iメ ・
馬爆

蟹曇

S

ti

'

ヂ ー薮!詮

!
華

章 霞

k

〈
'

ミ
,へ 糞

f
r十 }-4j1

G

レ
{_._..

」

'

i

〆 卿＼
十5

a

ノ

,^1・

へ

'

＼}
..コ

{=矧

簸
蔑

閣

…蔭鯵

駆

攣 穏 蟻 纏 為:舗 さ 豊 奏 纂151容 三鱗31一=ニ ー
醗1気 象撚1の 誠録
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c国 研 の観 点 のみ を変 更 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

国(1)

観 察 ・実験 の技能 ・表現

自然 事象 につい ての知識 ・理解

「タマ ネ ギの 表皮 」 の細 胞 に は 「葉 緑 体 」が ない こ と を指 摘 させ る問

題 で あ るが,観 察結 果 の分 析 とい うよ りは 「表皮 には葉 緑体 が ない」 と

い う 「知 識 」の有 無 を問 う問題 で あ る。

□ 。。、轟 脚 綿 轍 。。、、・、。配 鷹 。鱗 。轍 。
覗 藥 を舞 億 て き ま した.1Fの ス ・ケッチ は そ労 観 藥結 累 野す.

ヤ毒1三
、曇 ・:淋 毒

難ll灘灘 劉
綴 … 挑 鑑 攣 選1
識黙 鞍 認轟 護』
' .㍉撃潔;雛 鐵 慧 湛1

～憂瓦撚 謙3撚 　叡雇 『慧i

、鱗i… 隔蝋 欝i
灘 灘 憲・藷鑛 ・》1

蒐^撃 竃」

暁 騨,

罫 胸 ・'4i罫
ぜロ な
・・陶 弗

爾,の 嘩 ご"

鴫鹸

瞥 ● ■o■陣'

轟

r

霞プバ 饗 必 麩 ♂♪薩 濁 警

"s
.

為 ・.

噛亀、 亀6ノ

ぜオ 建カナダモの艇捧

o

●

●
の

⑳
㊥

《タ7愚 ギ 磯謙 霞1:3

〔蹟 ツバキ砕蕪業)漸面串Aの 舗薄やオ蘭カナダ驚の薙で隷観察姦れるが.タ マネギの艇

慶で纈 藥さ纏 いつく鴨 侮で勃 、隙{⊃ 蹴 こ欝 な姦い、

is

一114一



c薗 研 の観 点 のみ を変更 す るもの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

図(1)(2)

(1)自 然 事象 につ い ての関 心 ・意欲,科 学 的な思 考(2)科 学的 な思考

(1)科 学 的 な思考(2)自 然事象 につ い ての知識 ・理解

小 問(1)は,実 験デ ー タか ら物 体 の運 動の速 さを導 き出 させ る 問題 で,

「関 心 ・意 欲 」 をみ る.ことがで きる 問題 であ る とは考 えに くい。小 問(2)

は,図 中 に斜 面 上や水 平面 上 で の物 体 の運 動 のデ ー タが何 も ない ので,

ただ 単に物 体 の運動 につ いて の 「知識 」の有無 を問 うて い るにす ぎな い。

図 をス トロ ボ写真 の図 に変 える と 「技能 」 をみ た問題 にな る うる。

回 セき モ

明 さ ん}ま,球 を簸 演 し,窪 鋤 鱒 よ うす を 調べ ま した 。 摩線 や 空 領 葱 抵 杭 は

ない も鐙 と して 義 も趣隠 い に 答 丸 な さい。

〈正1ギ 勇 賭 の よ ラにAか ら斑 を カー テ ン レー ル の 麟 麟 こそ っ て落 下 させ.

謀γ ビ ュ ー タ を剥 期 して 熟点 か らC点 まで に か か'〉た 時 間 を纏 か っ た と こ

ろ3,0秒 で 峯 驚.諺 か も(二まで の 凝 離 猷 餌O⑳ あ ウ 塞 もた.

鍵 膿の鋼露購均の蓮さ 勉 声鱈 はいくらです醜Oの 中に欝

き な さ い.

、

A ＼ 翫

栖 セ ンサ ー セ ンサ購 一

爲 軒 ユ4㎞ 慌c

㎝ 》秒

(32

Q}図 鶉A丞 の撮 と 惣cの 闘`蔭球 勇 速 さにつ い て,薦 し く述'《た もの は ど轟

で効 ㌔ 下め①・帖轍 ⑳ 輔 ・も1つ 鍵ん鴬 そ騒 腋 〔 卿1こ

轟 き な さ い 、,

球 の 遜 さ は,

顛A露 磯,13(二 聞 と も.一 定 で あ 轟.

⑫A感 駒 で は 量書「ダが.3C闘 で は 小 さ く な る.

③AB職 で は 轡 す が,8c閥 で は 一 窯 で あ る.

④AB職,駐c問 と も潮 す.

{33
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c国 研 の観 点 のみ を変 更す るもゐ

平成13年 度 中学校 教育課程 実施状況調査 第3学 年 理科A調 査票

問題番号

評価 の観点

観点の変更

問 題 点

囮(2)

科学的な思考

自然 事象 にっ いて の知識 ・理 解

エネル ギー 全体 の量 が変 わ らない とい うこ とは現象 を示 した図 だけ で

は判 断 でき ない。 この 問題 は 「エネ ル ギーは保存 され てい く」とい う 「知

識 」 の有 無 をみ て い る。 「科 学 的 な思 考 力」 をみ る問題 にす るには 具 体

的 なデ ー タ を示 す な どの改 善 が必 要 で あ るが,そ れ を示 す の は困難 な気

がす る。

ア

嶺

水竃気で
窮穣取離圏

蚤

ガ ス パ 悩一ナ 炉

}㊥ しJ

〃

襯鐙

イ

プ麹磯う

Ci 昧

匙

艶 一一タ ・・一

=紘三 亨

ダム

誕.

承力発奄 ウ

繁㌶機

、,L

.鐸 麺

彰 ・

工

乾電池

u'ノ

…
、、

豆竃隷

翼電縁

r,.

乏
、、、

aモ.

畢蟹し量讐纏

{2)エ ネ ル ギー 捻,圏 の ア か ら隷 の よ:うにい ろ い ろ な種麺 に移 蓼賢 わ 拳ます

戯 モ の ときにユ:ネル ギー 金蝉 の 量 は ど うな ります か.[コ の 中に驚 き

な さい 、

エ ネ ル ギーの 蛮鯵 の 癒樗:

fdj
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c国 研 の観 点 のみ を変 更 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(1)

科学的な思考

観 察 ・実 験 の技能 ・表現

震 源 の深 さを表 した デ ー タ を表 中 にま とめてい く作 図 問題 で,結 果 分

析 に お け る処理 の仕 方 を問 う,観 察,実 験 の 「技能 ・表現 力 」 をみ る問

題 で あ る。

ロ ほ

{1ンA詔 の 地 点 を 結 ぶ1:内 の 震 議 鱒 麟 さ が.Ol輩 鱒 キ"メ ー トル,

▲ ㌶2倉oキ ロ メ ー トル.▽ 綜4ゆ 輯 毒 慧 メ ー トル ,顯 は5跡 キ 雛 メ ー}ル で

彫 た 。A8¢ 断 面 に お 津 る 地 震 の 震 錬 勇 議 さ を 丁 図 に ● 印 で 記 入 しな 壱 い .

碁く}

a媛 勲

=膿k鑑

蟄 鰍 鵬

諺蘭 盗.職

達慈溜蓑煽

A【:隻

ソ

ボ 罫 ▲塗
㌍L轟 ▲

瀞
一ザ ヤr 灘 。1

慶 .o'。

o

.一 ・・:斬 ■鍔

ヘ ム

ー3論

鋳
腰

唖o 著'暫1

.甕薙

一 ・ 一e-r… 一 一 ・㌃膚触 …

民 ひ 働

"・"9肌L^皆 の 漕AL

'つ

く ロ

:撫::に 、
A

■

ア 紳 辱 暫

心 、 ど 謄 簡 曜

瀦

麟

一117一



c国 研 の観 点 のみ を変更 す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(1)

科学的な思考

自然事象 にっい て の知識 ・理解

岩 石 の組 織 とそれ ぞ れ ので き方 につ い て はすで に構 造化 され た知 識 で

あ るので,こ の問題 は観 点 を変更 した方 が妥 当で ある と思 われ る。

問題

回 蕉 予 ぎん 捻 岩 石 を鑑 察 し 塞 した.下 の 翻1,囲2肱 蕉 華 さ ん が2種 類 の
「

岩 養 を 遡 ぴ,そ ぎ画 翰 欝 片 をつ くつ て 顕 微 嬢 ぞ観 寮 した と き諏 鼠 ケ ツチ で丸

磨 主

雛
'

図2

.弓 襯

、累

セ黛ふ 蜜

や 鰻ウ石

ク耀ウ ンモ

1:1)圃1で 堺 され る よ う鋤 菰 物 の簸 驚 鞭 方(銀 織}を もつ 嵩 石 は ど弗 よ う1こ

して で 妻 ま した か、 下 謁 認1から1憩ま で の中 か ら1!雌 ん で,そ の書 弩を

〔=コ 樽 中 に 鶴 な きい.

塗 マ グマ が 地 下 の 簾 い と こ ろ で圏 識 燈 て で 妻た.

⑨ マ グ 噂 が 地 憂 近 く で 国 素r・て で 養 た。

簿 士 憩 迫職 底1こた い 積 して で き た.

の 生 鞠 の 温 麟 が 海 翻 二たい 穣 して で き た.

□ 、
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c
'
国研 の観点 のみ を変更す る もの

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理 科C調 査 票

問題番号

評価の観点

観点の変更

問 題 点

回(3)

科学的な思考

自然 事象 にっい ての 知識 ・理 解

評 価 め観 点 が 「思 考」 に な って い るが,(1)～(3)の 小 問構 成 か らも思考力

を働 かせ な けれ ば な らない部 分 はな く,知 らな けれ ば解 けない 「知識 ・理解 」

の問題 であ る。

團 。.猟 。・・艶.。 、。.・ 、瞭 磁 。て… 嚇

調 ぺ てみ る こ とに しま し臨ρ

、・.・ ド ・r4・

}

繭

(3)1』 岩石1ξ 火 威岩 」 「た い犠 岩 」 「火 山嚢 ↓r深 成岩.iの 閤係 を裕 子 さん 纏

次 勇 よ うな グルー プ 分 けがで き る と薄え ま した.そ れぞれ の罵 係 を:i薮し く

表 してい るのは どれ です か。 泥 しい器 係 を欧 の1駐か ら㊧の 中 か 服 つ選 ん

で,そ の番.鞍を 一 の中 に警 きな さい.

(1)・ 羅 子 さん 淳,拾 く》た=岩 石.Aの 観 禁 絡果 を次 の よ うに まと め 浅 した。

表 距 禽体 は 臼 と愚 の 大 きな精 晶 が複 嫉 な形 を して 発 遜 し.てい ます.。

裏た,岩 灘 全体 嫁 白'=コぽ い疇 じが し釜す 。

二鰭 粥)名 醗 下嚇 脳,蓬)の 中か らヒ 聴 んで託 の覆骸 〔 コ の

中に簿 津なさい

① 八ンレイ鷺 籍 アンザン霧 ③ カコウ轡 紛 ゲンブ暑

(,,

.、_奮 石.

火成皆

「蚤
難 震Ll

□ 、
{2}裕.下.さ んは岩.石Uを たい頓岩.だと湾えましたさ岩.石βにはその岩石の盛

瀬にあずき大の丸みをおびた樫が多くみられ豪す.,こ の碧 石の名繭 を.ドの

綴 ・樋 の中から レ珊 樋.そ 傭 騎 〔 二]の中に甜 な冬.い。

勢 妙讃 の デ.イ驚 勃 レキ岩 勧 チ.轡 一ト

Qtao

_た い蟹膏

⑳

〆一 饗 石 一

ご雪毯

⑫ 一一 巻 粛{一

じ 野⊃ 〔.火成岩〕

じ整〕 こ竺 コ

④
{鷺 石

たい擢濫

幽 凸
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査

回(2),(3),(4)

第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価 の観点

優 れ て い る

理 由

観察 ・実 験 の技能 ・表 現

実際 に,顕 微鏡 操作 を してい ない と解 け ない。 技能 を見 る上 では 良問

であ る。 特 に(4)は 顕微鏡 を使 い慣 れ て い ない と答 え られ ない。

また,顕 微 鏡 操 作 を正 しく理解 して い る か ど うか を確認 す る上 で,答 え

を組 み合 わせ て解 答す る問い方は優 れ てい る。

回 浮 脳部 き3う

解 さん は・ 顕微 鏡 を使 っ て水 中の御f・生物 の観 察 を行 い 頷 微鏡 の
.

操 作 を 掌:び ま した帰

囲 工

O

②

i

0

③

④

①

く3)次 の アか ら工 窯での 文綜,顎 微 鏡 の使 い:弩にっい て述べ た もの です.こ

の 中か ら正 しい文 を2つ 組 み 禽 わせ てあ る ものは.下 の①か ら④ ま での う

ちの どれ ですか.1つ 選ん で.そ の番 号 を〔 ⊃ の 中に書 き なさ い。

ア 直鯉 目光 が当 たる堤駈 で総 姦 す る、、

イ 直財 自光 が 遇た らない明 るい場所 で観 察す るウ

ウ 対物 レン ズ とプ レパ ラー トとの距離 を遠 ざげな が らビン トを含 わせ

る。

雛 対物 レン ズ とプ レパ ラー トとの距離 を近づけ なが ち ピン トを合 わせ

る。

① ア とク ② ア と瓢 ③ イ とウ ㊥ イ とエ

□.
(2)圧 子 さ んが 類 徽 鏡 で 観 雛 串 に,生 物 が

ぽ し

下の 図2の よ うに端 の 方 に 動 い ・(見え な

くな り そ う1ζな り 素 した 、 撹 野 の 腐 中 で

.軌え る よ うに す る に は ど れ を動 か す と よ

い で し よ うか.図1の ① か ら⑤ ま で の 中

か ら レ)選 ん 紙 そ の 欝 号 を 〔=コ の 中

に 書 き な さ い.

図2

(弔 図3は,×10の 鱗物 レンズ を用い て槻 察 してい る状態で す.班 子 さん

は これ か ら レボルバ ー を塞わ して,X40の 舛物 レンズ と交換 したい と思

い ま した。 ×40の 対吻 レンズ と交換 す る と.鍵 物 レンズ とプ レパ ラー ト

との 距離aは どのよ うにな りますか。 下 の① か ら④ まで の中か ら正 しい も

のを1'堰 ん で.そ の巻号 を[=コ の 荊 こ鍵 な さい.

① 距離aは:短 くなる

復)距 離aは 長 くな る

③ どの欝 鋤 レンズで も樹 じ距離

}こなるよ うに調整 され て い る

④ 距離aは 顕 微 鏡の 穫類 に よっ て

.f二の①,の,③ のい ずれ の場 含 も

あ る

函3 ∠/レ ギル
,ぐ_

il1E?

対葡
レンズ

=-

x10

プ

共

7
ト

ノ
r

c:+
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教 育課 程 実施 状況調 査 第1学 年 理科A調 査 票

問題番号

評価の観点

優 れ て い

る理 由

回(3)

自然 事象 にっ い ての知識 ・理解

ウ とエ を名 称 で答 え させ る こ とに よ って,子 房 が果実 に な る とい う基

礎 ・基 本 を押 さえ るこ とがで き るば か りで な く,タ ンポ ポ の果 実 を種 子

と勘 違 い してい ない か とい う点 も,読 み 取 る ことがで きる良 問で あ る。

一方
,解 答 類 型 に あ る胚 珠 が種 子 に な る とい う答 えは,明 らか に間違

い で あ るの で,解 答類型 か らはずす 必要 が ある。

回 めぐみさ砿 訟 鵬 ひ る・ン継 灘 を一 で陣
し く 観i寮 し て み る こ と1こ も・ま した 層

鍵

鑛
璽1

輿

辮 乙
」

ウ 　 耀ギ門

c

髪

綴2

㌔

ω 園 窓⑳1納 ア 鳶葎 灘:鞭銘 轟を 欝 こ コ 勇・魯 こ鍵 鰹 い,

ア

翰

ぜ

(1`)

13)麟2労cの 淵 ぽ。3の ウめ部 発毒減 畏 した もの です 。 鷺の ウの部 倉 とc
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d優 れて い る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

回(1)

自然事 象へ の 関心 ・意欲 ・態度,科 学 的 な思 考

プ レー トにかか る圧 力 が 急 に解放 され るこ とに よって 起 こ る現象 を,

極 めて簡 単 な 実験 で モデ ル化 し,そ れ と関連 付 けて地 震 の発 生 原 因 を推

定で き るか を問 う,工 夫 され た問題 で あ る。

囚 礫 んは嚇 表灘齢_呼 ばれる麟 輔 でお_て
いて,そ の鋤 きが地震 の原 國にな ってい るまと先生 か ら開 きま した。そ こ

で 、地震 の しくみ とi甦佳:爆所 につい て調べ るた めに,麟 書館で賓麟 を糠 し

た 箏,イ ン ターネ ッ トで調べ てみ るこ とに しま した。

(D地 震 は 地下の岩 石 にか か る騰力 が急 に解敏 され る ときに発生 し,そ の

しくみ は 下の綴 王の よ うな箇 翼な婁験 で理解 でき ると本iこ書 い てあ りま

し親 下の寅験 の説明文 中の① か ら④ の中で,地 震が莚 生 した場 面は ど

れ に 峯前 ます か.1っ 選 ん で,そ の番弩 を⊂ コ の 中に婁 き な さい.

図1

一/一w『

r}一 『{_」』 凸{ P一 　 『 』 一!
一 レ

痴
/り
メし:で

∴
〔そデ ル爽 験の説明)

へいたん

平 坦 な 簸 面 の 葱1こ,十 分 重 い 大 き な 平 棲 な 石 を 弓1っ 彊 る と,石 に 繍 わ

① ⑨ 託

る カ が 少 しず つ 増 え一て き て.そ の 力 が 十 分 に 大 き く な る と,軍 板 癒 蕎 は

③ ④

爽 然 濁 り 出 し て 建 ま っ た

B.

一122一



d.'優 れ て い る 問 題

平成13年 度 中学校 教育課程 実施状況調査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(1)

科学的な思考

文 章で 答 え させ る問 題 で あ るが,採 点 を考 慮 し,多 様 な解 答 が 出 され

ない よ うに 工夫 され てい て良 い。

回 簾 んのクラスでは艦 ついて調べる。とに胤 た.

(1)A地 点 とB地 点 の 観測撰 か ら鵠1の よ うな臨震 の地震 波 の記録 を入

孚 しま した。 隆志 さんの ク ラス では,こ の地 震波 の記 録 か らA地 点 と

B地 点で は,ど ち らが震源 か ら遠 い かを 考えて,各 麹そ の理 康 をノー

トに 秘 き ま した。 あ なた な ら どの よ うな理 由 を書 き家す ぬ㌔ 下の解 答

欄 の 下線 部分 を濠 切 な こ とばで お ぎな って答 え な さい。

鶴1

A地 点

0246816星214】Lε181…02224(秒)

B短 点

}

024681{}12141窃18202224(妙}

(注}め も賀 ま,小 さなゆれが 始 ま った瞬 か らの時間 であ る。

理

由

地 点 は

ので 地 点に此 べ て震源 か ら遠 い。 ',LI
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

團(1)

観 察 ・実 験 の技 能 ・表 現

観 察,実 験 の意 味や原 理 をみ るこ とがで き る良 問で あ る。

團
じんうきん

奨 智子 さん は核 鞠 の蒸 数 作用について調 べて います.美 智争 さんは,椋

物 が水 を級 い上 げる よ うす を調 ぺるため に.案 のっい た植 物 の枝 を,水 の

入 った ガラス管 とゴ ム管でつ な ぎ,園1の よ うに して,水 の量 の変化 を観

察 しま した。

ω 植 物の枝 を,ビ ー カーやフ ラ

ス コに さす の ではな く,細 いガ

ラス管 にっ ない で実験 を行 った

理臨痢 ですか.下 の□ の

中の書 き出 しに続 いて書 き,囮

の よ うにっない だ理 由 を説陽す

る文 を完成 させな さい。

蕪
t

憐`ム 鷲で

ノっな ぐ

琴

礫
、 躍

「

、

＼

壽)

緊
一一 一 一+一,

激

図1

ガ ラ ス 管 を 使 う と,

(23
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科A調 査票

問題番号

評価 の観点

優 れ てい る

理 由

回(1),(2)

観 察 ・実験 の技 能 ・表現

メ ス シ リン ダ ー の 基 本 的 な 操 作 「技 能 」 を 見 る上 で 良 問 で あ る。

水 の 水 平 な ライ ン,表 面 張 力 に よ る,水 の 盛 り上 が りの 上 端,共 に ラ

イ ン 上 で な く,最 小 目盛 りの10分 の1ま で 読 み 取 っ て い るか を み る こ と

が で き る 点 が 優 れ て い る。

回 メス 四 ン杵 磯 い方 につい燃 の舗 いに籔 な さい.

ず ①

ぐ ②

4③

図 王

w

50

國2

(1>圏1は,水 の 体 積 を 読 み と ろ う と し て い る と こ ろ で す 。

閣 の 位 置 と し て 毘 し い も の は ど れ で す か 。 図 工の ① か ら ③ ま で の

中 か ら1つ 選 ん で,そ の 番 号 を〔=コ の 中 に 寮 き な さ い 。

f`.?fi

{2)図2の よ う に な っ て い る と き,こ の 液 体 の 体 積 は い く ら で す か 自

た だ し 使 っ て い る 測 定 器 具 の … 呂盛 り は:1cm3で す 。

c潮3 i27
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d優 れて い る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優れ て い る

理 由

国(2)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

花 弁 の 色 な どを 気 付 い た こ と を 書 き 込 ん で い く量 で 「関 心 ・意 欲 ・態 度 」

を,的 確 に表 現 して い る か で 「技 能 ・表 現 」 を み る こ とが で き る。

巨]知 、陣_。____轟 撫 鋼___繊 熱 紅 た.酬_.
激 櫨 融 蝿 繊"㈹&・ 二 。 あ 菰・篇 撒 ・鵜礁 標 惣 壱η 儒 、織 鱒 繕 織一鋤=愈轍 ヒし 撫 碕.・π}瞭 遜・帖 潔 加

欄 翼 隠,鞍 織 め 徽 鞠 轍.騰 ケ嚇洞 》 も,撫 翫 ψ 嬰'掌 ㌦

禰1

蕪 ご予
曝 漏 み

撚 ㍊

7}}… 等

`響

蒙1嚢

誓'-

イ{ウ

愈 髭l
i

～

饗 硬

多

㌦
藩

カ

属 評

ζ鋤 灘 劉 さ・ん は,oの 樵 鞠 は 鴎2め 瓢 な 溜 瓦 て.牽 が二,特 激 憂・ノ 蜘…}嘱 ご:露臨擁 し

議L・ 下 耀《=⊃ 賦〉嘩 む 灘 磁 は そ ・乳・一 蔀 で す 、

穂 欝 の 色"…

鱗 櫛 の び 驚 …

縫 チ の 広 が 噂 方 一

・ 黄 魚 懲

。 難 き醍 を`ユ っ て 締 び で い く 窟

・ 櫨7・ は さ や ⑳ 寒・静 藝ζ 入 備 て を・て ,・熱 掌 贈 飛 び 融 も 甲

臨欝 琵 の ウ の 擁 麹 の 縛 懲 織 。乱'の よ 『踊 二 露 警'を蔑 ず カ、、、 激 ダ〉鯛 に な ら ッ 饗,'罫

の 〔=3の 喋・に 礎 の 臓 物 櫛 欝 滋 愛 鍵 毒 慶 さ い.

蕉 搾 ㊨ 魚 ・ ・

縦 の 鋤 び 雰 ・

穰 予 の 謹』が リ カ 卵 ・ ・

縫
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

囹
自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

絵 の 中 の 状 況 を 見 て,危 険 を 予 測 で き る力 は 観 察,実 験 に お け る技 能 の一

っ で あ る。 ま た,そ の 予 測 を 数 多 く出 す とい うこ と は そ れ だ け 「関 心 ・意 欲

・態 度 」 が な い と 出 せ、な い の で,そ れ らを み る こ との で き る 良 問 で あ る。

回 太郎細 グループは灘 みに3チ外櫛 の観察樵 に出鵬
した.事 の図 は岩 石 を採 集 して い る とこ ろ を示 した スケ ッチ です.こ の麟

の 中に は多 くの危験 な 点が含 まれ てい ます 、 図 の申 で危険 と思 われ る点 を

で きるだ け捲 摘 してll==コ の中 に 霧 きな さい。

/廟癬 傷

噺 轟難矯

・乙

隷 く
紫"

/ ヂ

〈
(
!

義 。
の

一

1物

縁

鱒、

し ・し ノ

/7

θ
や

㌔ δ ぜ ゆ
oq

な

"}急蟻
亀心

噸

r3

違
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査 票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

回(1),(2),(3),(4)

(1),(4)自 然 事 象 に っ い て の 知 識 ・理 解, (2),(3)科 学 的 な 思 考

(1),(4)維 管 束 の働 き と位 置 を 関係 付 けて理 解 して い るか をみ る こ とがで

き る良問 であ る。

(2),(3)実 験 に よる枝 の 変化 を光合 成 と関係 付 けて考 察 で き るか をみ るこ

とが で きる良 問 で あ る。

[司 醗 鮎 轍 輌 鱒 勅 働__、 瑠 暁.
饗 瀞 黛 讐 状 耐う禎 物 の 蕪 の 噺{齎 を1観 辮 し.

;甑 と`=る.図1の よ う な 組 織 で で 毒 て
.い 惑 こ と 瀞 わ か り ま し

驚 。 次 に,こ の

榊.鞠 を し..1.裏砺 く 赤 い:准 に 一つけ て か 飾 岡

じ.購 鋼:.を し 艶 と こ ろ.あ 蔦 管 佛.邸 労 が

.聯 く な ・.「.ぐい 徳 こ.盤「が ね か り ま し1た..=.

〔D赤 く 染 灘 っ た 管 は 記 新 ㌣.ず か 。"F疏 ・.

① か ら 幟:ま で 卯 巾 か ら1つ 避 ん で.必

賦・播 轡 を.下 の 〔==コ の 中 に 脅 鋤 な お い 。

α}ア

鷲)イ

{蓋 ウ

糠糠 翻
灘欝糟

膿 ぎ:1.

□_
〔2>爆.畢 毒 ん は,二 の 幟 鞠 鋤 捜 の 一 猫 を 圏2備 よ 禽に.図1鞘 ウ 備 海 分 ま で

.ッ タ ー の .刃 を.入 」トし.て㌔ 葎ε蛋r鉱 レ、.1サL,.か

ば も く 窺 粥 し ま し た 。 皮 融 は い だ 窟 か

ら 幾 の 錦 分 纏:懐 執 て し 衷 う 読ご考 流 ズ い

.蛮 し 血 が
.完 の 部 分 の.援 は し お れ 豪.・媛.

ん で し.た1..。:驚の 湘:曾 の:集 が し 郭 漁 な:.か

り た 瑚 由 を'Fの(∬ か ら 屯)衷 で 仰 中 か も

.・.つ深 ん ・ぐ.モ の 欝 勢 癬.ド の 〔 げ・・

巾 に 潜 魯 な さ い 。

(D皮 を は い だ 懐 も.イ の 部 坐バこ 虞 が

磯 つ..ぐい た か ら

鋤.%の 爆 誕こ.は 附 ホ が あ 急 一・プ く.いた か ら

③ 先 の 耀 ミこi菰.搬.猪 が 得 き 繍 い.τ.い た:/ろ.・ら

鋤 究 の.簸 に はB:懲 が.』1一分 嚇.翻:つ.て い.1ビヒか 峨.

餅 馬

/撫
蝋3

":FR

疋:3)沓 ら に し.ぱ ら く 儀 鋸 を 続 砂 蚤 と,蹴2の 央 珂ヨ消 よ う 奪こ.風 を は い だ 驚 の

脇 黛 の 捜 が 盈 く な 一ガ(港 配 こ と`こ 慨 が 傍.き 饗 し.配.皮 を 撒 し・だ 先 の 礁 分 の

擬 が 凝 く なr♪ た 瑳 山撫 して 適 購 な も の を ド姶 ① か ら ④ の 巾 か ら.靴 ウ遡 ん

ヱ_巻 の 播.写 噸 軍 の こ=コ の 脳 こ書 櫓 姫:い 。

① 皮 を 拙 ㌍ だ 電 き.義 薄 を 懸 寸 饗 を 砺 ・)け 一(.しま 聯 鳶 か ら

③ 臓 を 膿 い 疏 ど 漕,水 を 通 す.管 登 爆 つ 押 て し 塞 凸 た か ら

③ 斡 に 鞭 い 鐸 か ら の 騰 分 が,皮 働 は い 鮪 瓢 分 ザ》.艶に 行 か な く な っ た か ら

鯨 鋤 麓 は い だ 売 で で き た 獲5:}が,幹 の カ に 遮 ば 才繍 ≧く なr}た か も

(睦 り

(4}撲 が 綱 麟 状 の 椋 蜘 の 藩 の 纏 警 粛 の 辮 さ と 鹸.澱 続 つ い て 正 し く 説 明 し て い

石 も の を 凍 の Φ か 菅、嬢 懲 で 姻 ・か らD週 ん で,絶o毒.馨 ・.遼下 ・・□

の 中 に 鶴 き な 婁 い 。

講)織 響 寂 は 。 薫 に 水 を 運 ぶ 師 管 が 外 煽.灘 拭 養 分 な 濯 ぶ 薦 管 が 陣 鯨 こ

な つ て い る 醜

鋤 織.管 縦 揮.滋 に.氷 を 灘 ぷ 繊 驚 が 外 側.憲 に 簾.妙 鳶 耀 ぷ 師 管 が 内 假 に

魏.ウ て い る 岩

鵬 糠 管 徽 は≧,蒲 槻 撫 分 を 灘 ぶ 師 管 謬く外 側.窪 三に 水 を 環 ぶ 瀧 響 が 内 翻 に

な っ て ㌔㌔ろ"

薗 簾 讐 鄭 乳 撫 紅 鷺 分 を 禰 ぶ 遭 煙 が 外 劇.凝 に 水 を 漂 ぷ 師 管 が 内 側 に

餐 つ て い る 。

(aa
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査 票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

回(1),(2),(3)

(1)～(3)科 学 的 な 思 考,(1)観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

火 μ」灰 の厚 さのデ ー タか ら同 じ厚 さの 地点 を線 で結 びな が ら,噴 火 した火

山や風 の 向き を考察 させ る,と て も優 れた 問題 であ る。

團 繍 赫 ⑳クラ・一 囎 の麟 で齢 研究・行嫌 嚥 欄 鮎
の 班 は 翰 生 や「》掬 導 鋤 愛5.ケ 隷 が 屯・.納3万 ・年繭 に 広 範 囲 ひ,=つ も ポ♪ 隠 火 幽.映 め

、曜∫き:の 調.鰹1虚 ご し て.'下'沸 図 駄 蕉 怖 磁.斗.』,滋 し、;蝕.矯 な お.澗 ⑳ 資.樋 で 納.13=

繭 に 瓶 動 し、て'い た 火 医ユ..1はO.P,O劉 〉う.ち 監 つ だ 蓬.歪.であ っ 血 と 」・う こ と1が

礁 継 さ れ て い ま す 伽

「7了 ㎜了;。。㌔,ア の らほけお のゆ サさ
マヒ舵■ 瀟 勲

獅1

ξL)火 山 脳 の 爆 毒 が 「岡 ℃.地 燕 を 線 で 繕 ぶ と.ど の よ う な 園 に な ウ 驚 す か 。 ぞ

の ① か 蔭 ¢ 塞 で の 中 か ら 篭つ 遣 ん で.そ 鐙.齢 馨 を〔 の 軌 こ夢 趣 な 毒 い 、

藪)⑳

⑪

◎
《～一

2≦ ミこ 三多 一騰'鰍
__

〈黛 ⊃

□ 黛,

Q}火 事.1.ま訳 螺 ど の 火1■Pき・ら 磯 、ん で 麹 た と 溝 え ら れ 蛮 寸 か 。 下 の 〈Dか らヨ諏〉ま で

の 申 か も ■ つ 選 ん で.そ 源 毒 懸 を 〔 の 中 に 跡 き な さ い 。 ま た.あ な た

が モ の 番 骨 を 灘 ん だ 理 由 を 下 の 〔 の 中 に 窃 き な さ い 。

噸).火 鋤o

鵜 ・ 火 山P

⑬筆 火14濠Q

番

号

理

露

くzユ

G}約:3源 犀 荊 ミこ火 山 活 勤 が ～ら 弓 た と:き.楓 舷 轟 に ど の.方 肉 か ら 吹 い て い た

と 跨 え ら 才も繁 す か㌔ 罫 爵 ① か らく愈 ま で の 中 か ら 里つ 」無 ん で.そ の 番 蟻 を

D}中 に 梅 き な さ い 。

① 巣:

鐙 ・ 繭

⑳ 幽

{蓬)牝

[コ 。。
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d優 れ てい る闇題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ て い

る理 由

團(1)

自然事象 につ い ての 関心 ・意欲 ・態度,科 学 的 な思 考

水 を凍 らせ る と体積 が増加 す るこ とを生活 経験 の 中 で気 付 いてい るか問 う

問題。 この 問題 の良い ところ は,体 積 の増加 の仕 方 を 「増加 す る」 とか 「減

少 す る」 とい う言葉 だ けで 答 え させ るので はな く,わ ざわ ざ図に記入 させ て

い る ところ にあ る。 図 に記 入 させ れ ば,「 どの程 度増 加 す るのか 」,「試 験管

の開 口部 近 くの氷 の様 子が 膨 らみ をもって増加 す るの か,凹 んだ状態 で増加

す るのか」 を もみ るこ とが で きる。

回 どン入のジユ純 どは鞭 に入れて長繭 冷やすことはよくな

い といわれ てい ます.健 一 さんはそ の理 由を調 べ るため下 の図の よ うに,

試験 管 に入れ た液体 の水 を冷 却 して完全 に氷に してみ ま した。

(韮)氷 に なった ときの体稜 は どの よ うにな りますか 。 その ときの よ うす を

試験 管Aに な らって,図 の試験 管Bに 記入 しな さい。

A B

冷やす

〔 ⇒

液体の水 氷になったとき

X33
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d.優 れ て い る 問 題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

優れ て い る

理 由

巨](2)

自然事 象へ の 関心 ・意 欲 ・態度,科 学 的 な思 考

資 料 か ら読 み取 る力 だ けで な く,ど れ だ け 自分 の気 付 きを表 現 しよ う

とす るか とい う 「意欲 」 もみ るこ とがで き る良問 で ある。

問題 の 中で,気 温 が 開花 時期 と関係 して い る こ とを示 唆 してい るが,

そ こま で含 めて考 え させ て も良い の では ないか。

国 鞭 鳳 輔 花嚇 などにつ、、て調べています.

(2>一 蔑 さんの 中学校 では,4∫ 甕7瞬 に入 学武 が行 われ,校 庭 の サ クラが 満

関 で した 。 その 瞬、北海道 の友 人 か ら,ま だサ ク ラは咲 いて いない と言 わ

れ,闇 花時 期の達 い に興 駿を袴 ったの で,イ ンターネ ッ トで調 べた ところ,

下の 図1の よ うなサ クラの簾花予想 國が 手に入 りま した。

も

番鵬

.、、ら ・,1、鍔 ノ

4月 窪瞭 、.5丹2嘘

4月 柵 ζ、。 篭月繍5髄}差

『・二 胡 翻

4琿 旙超

鋼 壽紺 づ

4月 牽頭

.`『 髭

ノ ・・、1:・

'・3脚 丁 《/

3郡 潟

欝遷涌蔭

5鱈 図1
ぞ ロぐり:声

一 郎 さん ぱ ,サ ク ラの開 花時 期 は どの よ うな粂 件 で決 ま るか を調 べ た と

こ ろ,気 温 とのか か わ 参が 重 蔓で あ る こ とがが わか りま した曾 気 濃 が 開 花

時 期 と関係 して い る こ と綾鴎1の 闇 花予 想 図か ら どのよ うに読 み とれ ます

か.図1の 幽花予想図から説みとれることを粉[コ 鱒 に膿 に髄

な さ い 。

メ

(2
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d優 れて い る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観 点

優れ て い る

理 由

回(1)

科学的な思考

「科 学 的な思 考 」 を見 る上 で工夫 され た 良問で あ る。

平 面 的 に観 察 した こ とを立 体 的 に 考察 す る とい う思 考 は,「 科学 的 な

思 考 」 をみ る上で有 効 であ り,工 夫 され た設 問で あ る。

囚 螂 ・んの・・ス執 葉_、,と 、。た

ら き を 調 べ る た め,班 で 孚 鈴 け し.エ ノ キ の

葉 の い ろ い ろ な 部 分 を顕 微 鏡 で 観 察 し ま し た愈

・太 郎 さ ん と 幸 子 さ ん は 轡1で 承 した 位

置 で 葉 の 断 面 を そ れ ぞ れ 薄 く 切 り,

・孝 治 さ ん は 葉 の 嚢 の 豪 皮 を は が し
、

・正 子 さ ん は 藁 の 裏 の 嚢 皮 を は が して
,

そ れ ぞ れ 類 微 鏡 で 観 察 し ス ケ ッチ し ま した 。

孝 治 さ ん と 正 子 さ ん は,ス ケ ッチ を 見 せ 含

い な が も 下 の よ うな 誘 し合 い を し ま した 。

図1

太
郎
さん

が
薄
く
切
り
と
つ
た
断函

幸子

さ
んが

ぐ

う
と
つ

た
黛薗

蓉 治 さ ん;∫ こ れ 飼 。 ぼ くの 撮 察 し た も の に は,こ の よ う な 模 様 は な か っ た

け ど」

正 子 さ ん:「 黒 錫 鍔 の よ う な 形 を した 二 つ の 細 胞 の す き 闘 で,穴 の よ う に 見

え た の 』

激 治 さん:「 ぼ く に は,榛 様 の よ う に 見 え る け ど 」

そ の 後,太 簾 さ ん と幸 乎 さん の ス

ケ ッチ も 合 わ せ て 考 え て 「穴 が あ い

て い る ま と い うま と め に な 吟 ま し た.

ま た,4人 の ス ケ ッチ を 総 合 して 図

2の よ う な 葉 の 立 体 断 函 図 を 作:勢,

班 で 調 尺 た こ と を ま と め ま した 。

1置)立 綜 断 彪 園 のaを 見 る と 「穴 が

あ い て い る 」 こ と が わ か 参ま す 。

aの よ うな つ く りで あ る と考 え る

根 拠 に な っ た ス ケ ッチ は ど れ と ど

れ で す か.太 郎 さ ん,葉 子 さ ん,

孝 治 さ ん.㌶ 子 さん の 中 か ら2入

を選 んで,[===コ の中に婁きな さ

も㌔

園2

2
o

と {9
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d優 れ てい る 問題

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施 状 況調査 第1学 年 理 科C調 査 票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(3)

科学的な思考

(3)で はG層 で な くD層 の年代 を問 うところが面 白い,良 問で あ る。

示準 化石 か ら地層 がで きた年代 を特 定す るの は容易 で あ るが(3)で は,示

準化 石 の含 まれ ない地 層 を総 合 的 に判 断 して年 代 を推 定 させ る点 が,大

変 工夫 され て い る。

回 ま癖み さんは先 幾 と野 界婁習 で露頭 の観 察に出 か曽ま した.図 はその 時

の スケ ッヂ を模 式的 に裏 した ものです、 それぞれ の地層の様辛 は看側 に琢 さ

れ て い ます。

A

L".

"

猛

F

窃

。ゴ争.凸.:幽.%

㌔ ◇。お。容∴ 。{
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 。＼

OOo◇ ◇

o

や で 　 り

。 ・♂璽.。 ⇔♂幽5

z

zノ

A:桔 れ葉 な どが繍 ってできた黒 土の 層

B:ま だ 十分 に闘 まっていない砂 の層

C.シ ジ ミの殻の化屑 を含 む泥 と砂 の層

Dl軽 石や 火 凶灰 を禽んだ泥の矯

聡:ナ ウマ ンゾ ウの歯 の化石 を含 む置い

砂 岩の禰

F:ア ンモ ナイ トの化 石を盒む泥 岩 の中

生 代の層

G=フ ズ サナの化石 を愈む石灰 碧の 古生

代の濁

(3)裳).鷺,Fの3つ の 地 臓 が た い 積 し た 地 質 年 代 の 組 み 合 わ せ の う 瓠

疵 し い も の は ど れ で す か.① か ら⑳ ま で の 中 か ら1つ 選 ん で,そ の 番 号

を[===1の 中 に密 きな さい。

①

②

③

④

地雇D

古 生 代

新 生 代

古 駕 代

珊 生 代

地窟E

新 生:代

中 生 代 、

中 生 代

新 生:代

地 潜F

中{霊 代

中 生.代

中 生 代

中 像 代

tis

一133一



d優 れて い る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(2)

観察 ・実験 の技能 ・表 現

適切 で ない もの を選 ばせ る点が評価 で き る。

単 純 な問 い では あ るが,こ の 問いで は,不 適 と考 えた理 由が分 か って

い るか ど うか も読 み取 るこ とがで きる。

回 まさるさ融 台贋鵬 ててある卵のからに

あお

壕 酸 をか け る と泡 が 嵐 る こ とを発 見 しま した 。

そ こで,こ の泡 が侮 で あ るか を右 の 図 の よ うな

翼験 で 調べ てみ る こ とに しま した 。
瓶

、

糠 鞭
跡羅のから

(2)11)で 発生 す る覧 体 を集 め るには澄 鯉 捕集 方法 は どれ です か.下 の ①

か ら③ まで の 中か ら1つ 逡 ん で,そ の番号 を ⊂=コ の 中に書 き な さい。

①
弧鉢

蔦'

』u
L_ム

、、、 ◎ ノ

』

鱒 ②
畿

③

5一

贈
/

N_ノ

儀惇
1ノ

1

{22
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d.優 れ て い る 問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

圓(1)

科学的な思考

違 ってい る もの を選 ばせ る点 が評価 で き る。

不適 な もの を選 ぱせ る こ とに よ り,光 の進 み方 の規 則性 が理解 で きて

いるか ど うか を読 み 取 る こ とがで きる。

囮 光子さんは蕪 羅 と初 ような糟 形 レンズを

使 って髭 の性 質 を調べ る爽 験 を しま した。 これにつ

い て以 下 の關 い に答 えな さい。 σ
拳円形レンズ

(1)下 の図 の よ うに 窒気 中か ら拳 円形 レンズ に矢印 の向 きに光源 装 置 の光 を 当

ーて た とき
,光 の遵 す じが どうな るか,図 の① か ら④ の4つ の予想 を しま した。

しか し,輿 験 して み る と予 想 とちがっ てい た ものが1つ あ りま した。

それ は どれ です か.図 の① か ら④ まで の 中か ら1つ 選 んで,そ の番 号 を

〔==コ の中に驚きなさい。

↓

↓

①

燭
② ③

蜘
④

(29
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d優 れ て いる問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第1学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(1),(2)

科学的な思考

確 か な 知識 や理 解 を基 に した論理 的 な 思考 や推 論す る力,関 連 付 け て

総 合 的 に判断 す る力 をみ る上 で大変優 れ た問題 で ある。

段 階 的 に解決 してい くタイ プの 問題 で あ るが,一 部が分 か らな くて も,

他 は答 え られ る よ う工 夫 され てい る点が す ば ら しい。 現行 の学習 指 導 要

領 で は,水 溶 液 の見 分 け方 は直 接 的 には扱 われ てい ない が,総 合 的 なカ

をみ る上で は出題 可能 では ないか。

(2)に 関 して は,学 習 指導 要領 か ら削除 され た部 分で あ るの で削除 す る。

回 呂継 ん鰍 薬びん・・入。た,緬 液体ピ 餓 水戸 うすいアンモげ

水 蒙fう す い 塩 酸 」r炭 酸 永 」r水 」 の ラ ベ ル

を は っ て お く よ う先 生 に た の ま れ ま し た:が,ど

れ が ど れ だ か わ か ら な く な っ て し ま い ま した.

そ こ で.閣1の よ う に そ れ ぞ れ の 液 をAか ら

Eの 試 験 管 に 少 しず つ と り,い ろ い ろ な 方 法 で

調 ぺ て み ま し た 。 鰹2は こ の と き の 調 べ 方 の 順

序 を 示 し た も の で す.

麟

A8 dE

図1

G)畠 子 さ ん は,磨2の よ う な 乎1頓 でA、B,Cを 慧 別 し ま し た 。 図2の

調 べ た 方 法 ……の ア,イ,ウ に あ て は ま る も の を,下 の 紡 渕 ① か ら⑥ ま で の

中 か ら1う ず つ 選 ん で 、 番 号 で 答 え な さ い 。 た だ し,～ 度 選 ん だ 方 法 は 二 度

使 わ な い も の と し ま す 。

[方 法]

① に お い を 比 べ る.

② 色 を 比 べ る 。

③BTB液 を加 え る.

④ 石 炭 水 を 加 え る 。

⑤ 蒸 発 皿 に と り,加 熱 す陰る 。

⑥ フ ェ ノ ー ル フ ク レ イ ン 液 を:撫 え る 。

[答 えを書き込む表…

調べ た方法 γ 調べた方 法イ 調べ た方法ウ

(2fi く27 (28

一136一



調 べ よ う と す る 液 体

{A,B,C,TS,E?

調 ぺた 方法 ア

液 体Aは.

γ ン 篭 ニ ア 水

わ か ら な か っ た 液 体

くB,G,D.E)

畿 べた方 法 イ

液 体Bは,澱 散 水 わ か ら な か っ た 液 嫁

(C,D,冠)

調べ た方法 ウ

液 体:Cは.塩 酸 わ か ら な か っ た 液 体

くD,E)

(2}

図2実 験 の 手 顕(寅 験 の 流 れ)

(1)の 方 法 で 雪 液 体DとEは 区 別 で き ま せ ん で し た.
えん し ょくぐユル の ら

そ こ で 図3の よ う に,ガ ス バ ー ナ ー を 使 っ て 炎 色 反 憲

を 調 べ ま し た.そ の 結 粟,液 体Dで は 黄 色 の 炎 が 規 れ

ま し た 。 こ の 液 体Dは 阿 で す か 。

czs
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

優れ て い る

理 由

回(2)

科学的な思考

「呼 吸 とエ ネル ギ ー の生成 」,「運動 とエ ネル ギー の消費 」 の 関係 を総 合

的 に と らえ,確 か な知識 を基 に論 理的 に思考 させ る 「科学 的 な思考」 を問 う

工 夫 され た問題 で あ る。

回 恵子さんは運贈 吸{一 て調ぺて蹴 患子さんの騨 騨 麟

吸数 の変化を調べるために、6人 の斑員全員が50難(メ ー トル)逢 の鏑後で、30秒 闘

あた りの呼吸数を謝定 しま した.下 の表 烹は,そ の結果 を示 してい ます、

蓑1

Aさ ん

Bさ ん

恵子さん

Cさ ん

9さ ん

走 る前

走る前3G秒

間

10

12

9

ll

In

鼓…っ た 後

蓮麟 直 後か

ら30秒 閥

15

18

14

至7

2a

3G秒 後か ら

30秒 間

11

L5

1!

14

蓋6

6倉秒 酸 か

ら謁 秒問

io

13

to

12

13

90秒 蜜 か

ら30秒 簡

10

1董

韓

嚢…

i2

(2)運 動するとなぜ,呼 級数ぶ増えるのですか.そ の理喪を,「継胞」『工奉ル ギー」

繍 という3慨 とばを漱,口 の輔 潔}、翻 なさ㌔㌔

(7
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

國(2)

科学的な思考

5種 類 のセ キツイ動 物 と無 セ キ ツイ動 物 に つ いて,体 の 特徴 を しっか りと

とらえ,そ れ を使 って動 物 を特 定す る,論 理 的 な思 考力 を適 切 にみ る ことの

でき る良問で あ る。

また,共 通す る体の特 徴 をカー ドを使 って 分類 させ る工 夫がす ば ら しい。

囚 鞭_一 ・,駅 あ。鰍 。、。・_ぴ_鰍 駄
このカー ドには,圏Lの ように動物の名 購を欝 くらん と,Aか ら総の5潤 の穴が あ う,

穴 の 稽こ綱:,そ れ ぞれ図 隻のよ うな特 徴が印鯛 され1'(ン、ます。

そ して,そ の織徴 がか ・.・ドに書かれ た動物 にあて はまる鳩 合は,そ の穴 の 』のへ り

を切 り敬 ることにな っていまず。

図1
00
震 三)C

筆 三 窪

差 竿 警

蓼 婁 τ

念 芝 憂

BA

鞍
讐 誓
る 各

動
鞠
名

〔動物名] ①

③

⑤

力瓢ル

メ ダカ

トカゲ

② ウサギ

④ バ ツタ

⑥ スズ メ

こし

(2)こ の よ うなカ… 罫をモうえ.鋼 えばAの 穴に 串 を さして持 ち上げる と.図2の よう

{こ.Aの 特徴 をもつカー ドがず ぺて』.Fに蕗 ちます.

鋸 む① か ら⑥の 動物{励 一 ぎを6枚 そ ろえ,AとBの 穴に嗣將に串 を さして持ち記

げ筋 徽 。。.,欄,落 ちます魏 「1艸 疇 ち笹 ・轍 数鰭

きな さい 。

翻2

〆

0,
iiu

O

。聾8
00

㌣

外

oOα 盛
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科B調 査 票 ●

問題番号

評価の観点

優 れて い る

理 由

回(1),(2)

(1)観 察 ・実 験:の 技 能 ・表 現

(2)科 学 的 な 思 考

(1)問 題 に設定 され て い る気 温 を測 定す る方 法 は一 般 的 では ない が,選 択肢

の 中 に 「① 太 陽光 に球 部 をか ざす 時 間」 を設 定 す る こ とに よって,球 部

付近 をアル ミニ ウムは くで覆 う意 味 を解 釈 で き るか とい う,条 件 制御 の力

をみ るこ との で きる良問 であ る。

(2)人 間 が発熱 体 で あ る とい う情 報 を与 えた 上 で,気 温 の水平 分布 を朝 礼 時

の 生徒 の位 置 と風 向 を関連付 けて,的 確 に 分析 して判 断 で き るか をみ る こ

とので き る良問で あ る。

固 繍 。鵬i。 。聯 膿 鞭 鍵 。。加 冬。。加 。。朝購 の
気 認 の 水 平 分 布 を測 定 す る こ 書 を 献 η ま し た,,観 測 に は.蹴 Σの よ う公 俸 状

はちの ア ル
コー』ル 混 縫 計 を ア ル ミ箔 で お お った 簡 覇 の 装 紐 を 胴 い ,し は:ら く撫i凸

てか ら測 寵 しま した 。 覇 礼 時 の 生 葎 の 位 蔵 と 気 灘 の 翻 嘗 縞 果 を郷 羅 繰 で 織 ん

だ も の が 鰹2で 』ξ-軍

(D齢 磯 醐 点 の気 瀧 を 測 竃 す る た め に,

各地 点 で あ る 条 イ†をr岡 じ}こ し て測 憲 ・ザ る

必 要 が あ り衷「肥η 謝 定コ♂あ た ・一プて 硫 一・一し

な け れ ばい け な い こ と こは`甘1です か。

次 の ① か ら④ 誰 』この 中 か ち一

そ の 番 琴 を〔=コ の 中1ご 薄 季な さ い.

① 太 陽 光 に球 郎 を か ご す 時 間

(⑳ 澱 。度滑 の期!一 ん・らめ 高 さ

⑧ 観 調 者 の身 畏

㊧ 気 滋 を 翻定 す る時 劃

m;

罵1

〆 載8{`卜

∠藤 ヂ繍
ノ コ ハ ヘノ

へ

〆譲kノ

雛 職 ＼
ゼ　 へ

姦。、 ノ

で2)図2'の 気 福Lこ冷;東 「ド分 布 」ゆ 測 電.械.堅 か ら,ど ん な こ と が 明 ら か 〔こ 哉 り 富 し,

た か 。 図2か ら わ か る こ と を説 明 し た 次 の 口 の 巾 の.疏 の 巫 欄 を 適 壇 な 朗

債2で う め て1悦 同丹 文 有ご寛 ∫⊃比し、な さ い.

てた だ し.、 人1鮒1凱 β幾 人 で 見Oe「ノ ノ トの 日 懊賎灯 く「う い の 劇レを 期 冒動罷 熱 体 一で あ

る7と ゐ=,組 ら れ、て い,次 ツ"T)

・勘 。。。。。。[コ の_・ … 。て・・,モー

[=ユ ・雌 無 い・・ irz

]
要

　キゆハ

:ζ/を:/淵

縣 幾 繊 ≧、/
/

6」 姓717レ7'

蓬

瀬
塾 ＼¶

巴
匠

器
金

馨

圖
囲2刷 耗 口寺の 水L享 気 温 分 ヒ修…

乞}==圓2の 艮;暫 耳弓で 鼎 よ 申した.齎琵≦)一ぱ4モ 捷 が 轄 タ岡し て し・る 場 隣.麟 の 数 櫨`塞 気 磁 の

測 究 順 〔℃ 】 で あ る.
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育 課程 実 施状 況調査 第2学 年 理 科B調 査票

問題番号

評価 の観点

優れ て い る

理 由

回(1),(2)

(1)自 然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,

(2)科 学 的 な 思 考

観 察 ・実験 の技能 ・表 現

(1)実 験 を行 う際 に,常 に操 作 の意 味 を考 えな が ら取 り組 ん でい るか とい う

「態 度 」 もみ る こ とがで き る問題 で あ る。 ま た,銅 粉 の酸 化 実験 で 不適切

な もの と して 「④ 粒 が粗 い(大 きい)銅 粉 を用 い る」 を選 択 させ る こと

に よって,「 原 子 の存 在 を理解 し,① ～③ の操 作 の意 味 を理解 してい るか」

とい うこ とま で み る ことので き る良問で あ る。

(2)銅 粉4。Ogの 加 熱 に よって生 じる酸化銅 の質 量 を計 算 させ る問題 で あ り,

生徒 は まず銅 粉2.Ogを 酸化 した ときに生 じる酸化 銅 は何gか を グ ラフか ら

読 み 取 ろ うとす るで あ ろ う。 しか し,こ の グ ラフで は生 じる酸 化銅 の質 量

を正確 に読 み 取 る こ とは で きない。 そ こで,銅 粉0.8gか1.6gの 値 を使 わな

けれ ば な らない とい うこ とを判断 で き るか とい うこ とま でみ る こ との で き

る良 問 であ る。

レ

回 穂 さんは.鋸 粉 を加 熱 した とき質董 が

ど う 変 化 す る1か を 調 べ る た め,ス テ ン レ

ス の 瓢 に あ る 決 ま っ た 質 量 の 鋼 総 を の せ.

ガ ス バ ー ナ ー で 舶 熱 し て 反 応 後 の 酸 化 鍋

の 質 盤 を は か る 実 験 を 行 い ま し た や

.右の 図 は そ の 結 果 を グ ラ フ で 承 し た も の

で す 。

3.0

驚…

簿

藝

(6)警β

oL9凱o

鶯 紛 の質蟄:(9}

(】}こ の 婁 験 で,鋸 紛 を で き る だ け 酸 化 し て 酸 化 蛸 に か え る た め の 方 法 と

し て,i鯉 な も の は ど れ で す か 。 下 の ⑩ か ら④ ま で の 中 か ら1つ 選 ん

で.モ の 播 轡 を口 の 中 に 書 き な さ い 。

① 一淵 が 瓜 く て 臨 が 浅 い 瓢 の 中 で 加 熱 す る 。

② ガ ス バ ー ナ ー の 炎 を 強 く し て 加 熱 す る 。

③ と き ど き,鋼 粉 を か き 混 ぜ な が ら 掬 熱 す る 。
あら

④ 綻 が 糧 い(大 き い 〉鋼 粉 を 用 い る 。

□ 。.

(齢 銅 糧 を4.0窪 用 い て 実 験 し た と す る と,生 じ る 酸 化 銅 は 何gで す か 。

[=====ユ の 中 に 書 き な さ い 。

焦 じ る 酸 化 鋼 富

(2a
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d優 れ ている問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優れ てい る

理 由

回(2)

科学的な思考

閉鎖 系 にお け る燃 焼 ・酸化 実験 にお いて は,単 に質 量が保 存 され る とい う

こ とを問 うだけで な く,こ の 問題 の よ うに,「 酸素 が化 合す る こ とに よって ,

容器 内 が真 空 状態 にな ってい るはず で あ る」 とい うこ とま で解 釈 で き るか に

つ い ては,必 ず 問 わな けれ ばな らない。

この よ うに問 うこ とに よって,物 質 の粒 子 性 につ いて ,真 に概 念形 成 で き

て い るか を判断す る ことが で きる。

回 一鋸 さん は、化 学反 応蠣 後で難 力物 よ うに変化す るかを調 ぺ る

こ と に し ま した 。 ま ず.図1の よ うに 丸 鷹 プ ラ ス 認 の 中 に 銅 粉 と 酸 素 を

入 れ,ゴ ム 管 の つ い た ゴ ム 栓 を し っ か 参 と し て 全 体 の 質 鑑 を は か り ま し

た 。 な お,ゴ ム 管 は ク リ ッ プ で と じて あ りま す 。

クリッフレ

酸素を入れる

ノ〆 翫 殉 、

鋼粉

玉5F魎
.。郷 隣 鱗 註寮 ・

電子てんびん

鐵1

熱 してから質量を
はかる

～

図2

〈2>(1)で 加 熱 後 の 質 量 を は1か づ た 後 、 フ ラ ス コ の ゴ ム 管 の ク リ ッ プ を ゆ

る め て か ら も う 一 度 質 堂 を は か る と,と じ て い た と き に 比 べ て フ ラ ス ロ

全 体 の 質 堂 豫 ど の よ う に な 瞬 ま す カ㌔ 下 の ① か ら ③ 読 で の 中 か ら1つ 選

ん で,そ の 番 号 を[==コ の 中 に 書 き な さい 。

ク リッ プ を ゆ る め る こ とに よっ て,

① ブ ラ ス"全 体 の 質 盤 は増 え る。

② フ ラ ス コ 全 体 の 質 縁 は減 る。

③ フ ラ ス コ金 鉾 の 質 量 は 変 わ ら な い 。

□ 、
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調査 第2学 年 理科C調 査票

問 題 番・号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(1)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,自 然 事 象 に つ い て の知 識 ・理 解

ただ 単 に,体 の表 面 の特徴 か らハ チ ュ ウ類 の なか ま を答 え させ る知識

面 をみ るだ けで な く,見 つ け た場所 か らどの よ うなハ チ ュ ウ類 の なかま

が 生活 してい るか とい う 日常生 活 にお け る生 物 へ の関 心 の高 さをみ るこ

とがで き る良問で あ る。

回 離さ纏 欄 噺 繍 鱗 駒 静雛 鰍 搬 耀 猟
§宅¢欄 勇で動物の観犠を しようと艦い,そ 内瞬象をを争ツイ勤物に しぼって竈4凋

勢を繭圃海なころ,畿1鍛 ように,5種 類の勤檎を慰つけることができ宏も鉱

簸1

勤物

A

B

c

D

F

見つ躊た轡噺 簿拶㍗費函紛機芋

庭鱒葦むらの中
1か たいうろこでおお糠 ている。

窯¢搭擬聞鈴ソフヲ鐙激

竈の近所の池勇中

池のそば勇懲鶉上

家:¢繭の襯 梅の枝;ε〉上

美でおおわれている.

うろ こ でお お わ れ て い 垂、

うろ こや 毒は な く,し め 弓 てい る.

簸い羽亀でおおわれている.

{・}A鋤 鰍 し噛 筋 擁 榊 暁 渤を、っ蹴 勘 〔 コ 翻 、鞭 卿 、

くlo
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d優 れ て い る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 .第2学 年 理科c調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(2)

自然 事象 につ いて の知 識 ・理 解

ネ コや イ ヌ とい っ た ホニ ュ ウ類 の体 温が一 定 に保 たれ てい るの は,「 居

住環 境 の 温度 が一 定 で あ るか ら」,「体 毛でお お われ て い るか ら」 とい う

誤 った概 念 を もっ てい ないか ど うか を踏 ま えて本質 的 な理 解 を問 うて い

る良問で あ る。

表1

勤鞠 箆〆,霞た爆虜

庭の藁む ら箇 中

B

C

9

蒙の鑓:接閣麟 ソフ アの上

家薦近 所潔賢池 鈴中

池晦母 ばむ罎{1)上

家纏蜘の織 撹の稜拶上

陣の表醸の横子

かた1いうろこでおおわれてい 蚤.

悪でおおねれてい る.

うろ 二でおおわれてい 巻.

うろ=や 毛 は な く,し め 弓て い る.

黛 い酒発でおおれれてい る.

ω 鋤 轡 撒 脚 黛 駄 趣 てい輪 畦 勘 伽 樋 磐 騨 樋 ・騰

んで、1澄)串 に一モの番 辱を欝…き類 喜い、

① 蜘 撒は綱團 の禮度に 議,で 変翫す るが,磁 こ蒙葡巾 で生鱈 して 》、るために,

ほぼ 一定に簸たれ てい る.

磐 に もでおお われてい る憩 で,周 囲憩 温鍵 がよ翼 幸 ると韓混 もか 綱 上オ矯

が・鷺 麹卿 撮渡 解低 下して も弦滋1ま縫 とん ど灘 ヒレない
。

働 偉澄 を讃節す 愚磯能 を もりてい る潔)で,禰 囲の 濃度 に絹傑 な く藩溜 窓ほぼ

一定 に像たれ てい る
.

磁 醗の なか 震で野生勇 もの は捧組 を鋼藤蘭 る機齪 があ るが,飼 育麟物澱8は

そ鶉懲 妻がな くなっ'ひ る公 で、擬 趨鐙灘 ピによつて俸滋は .と下す る.

口 、,
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第2学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価 の観点

優れ て い る

理 由

国(1)(2)(3)(4)

(1)科 学 的 な 思 考

(2)自 然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,自 然 事 象 に っ い て の知 識 ・理 解

(3)科 学 的 な思 考(4)自 然 事 象 に つ い て の 知 識 ・理 解

「磁 界 の 中に あ るに コイル 電 流 を流 す と コイ ル が動 き 出す 」,そ の逆

に 「磁 界 の 中で コイ ル を動 かす と電 流 が 流れ る」 この二つ の 事 象 の相 関

を生 徒 に意 識 させ る こ とは,個 々 の事 象 を関連 付 け て考察 させ,理 解 さ

せ て い く上で重 要 であ る。 したが って この大 問全 体 の流れ が良 い。

圏 験 ん、、、嚇 艸 。竃流が蹴れ

て い る.導鑛 が受 渉 るカ を瀬ぺ るた め1こ,

図 ユの よ うな:韮鍛で 導織 の 端ア,イ 壷

電 課に 鞭縫 して霞験 を しま し飢

(1)電 漉 を流 し続 ける と 諮イ 嘱 敦擬 れ 塞

す 訴,こ の 振れ.曜 を大 嚢 く宇 着 に 濠.

どん な方法 が 搾え ら翻 ま噸'か。

□ ゐ 中に 三つだ 達博 書な さい 。

7イ

麟L

〔.制次 に,コ イル 勇中 マ磁 界 を疑憂二させた ときに怨 二る麗 象 を覇べ るた

わ縞.秘2の 装置 の導線韓磁 ア,イ 覇閲に 譲流計 を護織 して実畿 働 し

裏した麺 讃.イル を孚-碧プ ランコの よう当こ往 鵜Eさ蠕7ると,ぞ 曳漣計の針`土

ど うな けまナカ㌔ 下《δ① か ら魯まで ハ中から 三つ選ん で,モ の番 号を

□ の唱=欝 きな さい.

ア

管

i:ユ}こ の ように繊罫勇塵 で電 流が受 け るカ を舞粥 し.た鰹灘誠 どれですか、

下の⑪ か 噸 ま憩 中糾 ・ユつ 還ん マ.そ 鼻魯 尋を〔==]・ 騨 に警 雛

さい。

① 発・堰機 …欝そ一 ター 婁 変脹露 ④.竃熱鑛

が
'

検流齢

.ココ

鰹2

0串 央の ゆ颪 に止 ま,た 玄 ま麟かない.

欝 唯盤のo点 を中心に して戴孝引こ摸れる.

.艶.d.裏 た な一1儲 にある,い ずれ か臼 目盛 参を鱈 し農 ま浅勤か熊 い.

rむ 幽 〔.潔た 雌 ・一鋤 の中で.い ず耗かの 囁数 りを中心1こ奮 嘘{に螢れ る。

(4)こ の現 勲 を何 とい い憲す魁 口 の 覗 こ警 きなさい。
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科A調 査票

問題番号

評価 の観点

優 れ て い る

理 由

回(2)

科学的な思考

観 察,実 験 が うま くいか なか った 事象 につ いて,こ れ まで に 自分 が獲

得 した知識 を駆使 して論理 的 にその原 因 を考察 させ て い る良 問で あ る。

回 針_撃 概,磁 でゆ_β
が ど 鈴 よ う1こ変 髭 し て,オ ク マ ジ ヤ ク シ に な

嶺 力覗 察 瓢 、 ス ケ:7チ ・し て き 蕊 した 、

{観 察 記 劇

4鍵4H:弊 が ホ 灘1こ蔵 み う け ら掴 て い た.擦 集

し て 卵 を ス ケ 雪ノチ1〆 た 、 〔魍P

4鷲 δ 貝:鋤1鍔 卵 紘 鐵 霊 鞘 よ う1ごな っ て い た 。

4舞 懸Bl麟 念 ヅ瑠劉は オ タ マ ジャ タ シ1こな つ 甑 。

<ユ♪

獲 Σ

〃

儲L
塾 ・

醗2

◎;喧)

採 驚 し た 卵 の 中 に 事 の 図3の よ うな 卵 が わ ず か に あ 轍,そ の 卵"変 化

が お こ ウま せ ん で した。 そ の 原 鵬 と して 考 え ら轟 る こ き を1つ だ け¥の

〔=:コ の躯 こ文璽囎 えなきい.

鷲

り
乏9
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

固(2)

自然 事象へ の 関心 ・意欲 ・態度,科 学 的 な思考

化石 の分 布 か ら 「現在 の 日本 が大陸 とは海 で 隔て られて い るこ と」,「こ

の恐 竜 が陸 上 生活 を して い た こ と」 な どの要 素 を総 合 的 な見方,考 え方

で み てい か な けれ ば,過 去 の地殻 変 動 を推論 す る こ とはで きな い。 地 球

上 の地 殻変 動 につ い て 大 ま かに しか 学習 して い ない生 徒 の,過 去の生 物

や 地殻 変動 につ い て の 日常 生活 での 関心 の高 さ,論 理 的 な思 考や 推論 す

るカ をみ るこ とが で き る良問で あ る。

團 瞬 細 轍 ・脚 翻 聯 ・じ… 脚 翻 職
元 きれ ワ ケイ リュ ウ と 葛 ・づけ ら鉱 ま した 。 ツ 〉 イ 墜ユ ウは 。 坐 憂 が5t諭 に お

よぶ 礫 上 血 薩 をす る 戴 倉 盤 必 動 鞠 で,愚 叢 櫛 蛸 で も特 に 島 脚 顕1鳥 の 去=1な

脚 を も つ た 仲 間 〕 に 労 類 さ れ ます.

ぎ2}rぴ ク イ 嬰 急 ウ と 閥 じ沖 聞 勢 毫}竜 が 数 多 く 鳥 一 耳 を ヂ 大 騰 マ も 発 見 さ ま㌧て

い まず.璽 粍 、 臼 本 海 で 陽 て もれ て い る の に.な ぜ,臼 取 に も 陸 上 生 活 を

す 纂 ツ ク ィ 蓼 ユ ク が い ため です か.モ ㊨ 理 鍵 を □ ¢〕嬬・に 婁 き な さ い.

tll
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

優れ てい る

理 由

回(2)

観 察 ・実験 の 技能 ・表 現→科 学的 な思 考

「分解 者 の 呼吸 に よ り二酸化 炭 素 の量 が増加 す る こ と」,「二酸 化 炭素

の増加 を調 べ るた め の適切 な方 法 」,「そ の結 果 」 とい った これ ま で に 自

分 が 獲得 した 知識 を駆使 して,目 的 に応 じた 適切 な実験 を企 画す る こ と

がで き るか をみた 良問 であ る。

したが っ て,評 価 の観 点は 「科 学 的 な思考 」 に変 更す る必要 が あ る。

回 広榊 繍 ズ 　樹 職 撫 崖ゴ,か欄 鞭 難 こ舗
あ って,翁 磁 毒ん毒梅 澱 壕 ブ ミ 動=ヒをそれ1こ入 れ て処理 してい ます。飼 遇瀬 かたつ

と良 い土 瀞で 毒 る¢)で、それ を取 ウ出 して櫨 鞠を 嘗 ζてい 塞す 申

(2)鷹 さん は貸鱒羅 き妄い 養二と を被 かめ よ うと.「 コン慰ス ト襲」醸 霞」か ら身離 遼 中

の生 ゴ ミと土 の鍵金鞠 を敬 鱒墨 し、空気 とをもに 潔 壁エ チ レン憩襲 に入れ.麟 を し躍

蜂ま した。

勢鰐 者鋤麟 灘 こ蔑 蟹 して,そ 澱存姦 を確滋す るため,一 葛欝 に、 欝内の気体 鰍の変

{ヒで調 べ る凱 とに1諜 した.鋼 べる鄭 敦、 そ勇 変億 講 べ方 を苓の[⊃ 鵯 こ欝 な

1さい 。

趣 繍帽 肋靴 鋤畷方

{嬬
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d優 れて い る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科A調 査票

問題番号

評価の観点

優れ てい る

理 由

囮(2)

観 察 ・実 験 の技能 ・表 現

実 験 結果 を分析 す るた めの処 理 の仕 方(グ ラフ化)に つい て の技能 を

み る 問題 で あ る。 グ ラフの縦 軸 や横 軸 の適 切 な項 目設 定 が で き るか,目

的 に応 じた処 理 方法 が確 実 に定 着 してい るか をみ るこ とが で き る良問で

ある。

選 択 肢①,③ の 「0点 か ら ×印 ま での 長 さ」 とい う表 現 を,「0点 か

らそれ ぞれ の ×点 まで の長 さ」 とい う表 現 にす れ ば,は っ き り と移 動 距

離 の こ とを言 って い る こ とが分 か る よ うに な り,選 択 肢 の文 の解 釈 にぶ

れ が な くな る と考 える。

回 伽 さ網 翻 に繍 醐 かく繍 できる樵

弐 醗 録 クイ マ ー で,右 の 灘 の よ うに 膨 律 の落 事運 勤 ぬ

よ うす を 翻 ぺ ま した"

詑鎌
ア イマ 　

・ノ

.●

夢 講:く ろ

(2)下 の 灘{わよ う護こ.葡 体 の 落 下 禦 勤 を 蒙三録 した テ ー・プに.4勃r点 ご とにX露

を つ け ま した,こ の テ ー プか ら.董 型』≧蓋 まの闘 藻 を華 す グ ラ フ を 作 る た め

に 獄.グ 夢 フ の横 軸.縦 軸 に そ れ ぞ れ 侮 を とれ ば よい です 轟㌔ 下 の ① か も

⑳ まで の 中 か ら1つ 選 ん で,そ の 番 膏 を〔==]の 中に 書 き な さ い.

o点(は じぬの糞}
'r一

銭)横 戦 に 時 間 尊 縦 轄 にo点 か らx凶 ま で ⑳ 養 さ を と る、

② 横 戦 に 時 閥,縦 軸 にX印 とx薄 と の 闇 の 畏 さを と る.

⑳ 犠 輔 に 韓点 か ら ×購 まで の 長 さ,鍛 穀 に鱒 閣 を とる。

癒 榛 輪 にX印 と 民印 と の閥 ⑳ 疑 さ,鞭 犠 に 鯵 閾 を とる.

□ 、
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

国(3)

自然事 象へ の 関心 ・意 欲 ・態度,科 学 的な思 考

この 問題 は,観 察,実 験 が うま くい か なか った方 に対 して ,「 植 物 の

根 の成長 点 は先 端 に あ る」 とい う知 識 を基 に,論 理 的 にその原 因を考 察

させ る こ とを 目的 と して い る良問で あ る。

国 鮒 ん蝿 鰍 。、灘 。醐 俸、醐 鱗 欄 、。璽 ギ
噸 糊 い噸 蝋 で懸 しました・嚇 でξ累,窯・ド齢 勲 一鍵 切嫌 りま丸

署縢 贔拠 理い ラ璃 ラ・に・・せゆ パーガ魑 か瞭 尉 繰髄
、

て灘 轍 磁 恥 ま比 艇 線 翻 《・ような鰍 嫌 顛 踊 ・嚇 擁 就

幽た
。

図 】

A

謙緯1
く3き この薩繁の奮めに先を切 ウ敵9た 綴 と,銑 を切 箏賑乃ていない根 網)霞蚤沸 ようすを

1胴 関後に比較する と,先 を姻 参晦られた振陰威:疑し塞燈ん でした。 その趣構 を下¢

〔=}り 中に誉き訟脳 ㌔

聯
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d優 れ て い る問題

平成13年 度 中学 校 教育課 程 実施 状況 調査 第3学 年 理 科B調 査票

問題番 号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

囚(1)

科学的な思考

,月と地球 の表 面 の様子 を比 べ て,大 気 や 水 に よ る風 化 現象 に よる こと

を推 定で き るか とい う 「科学 的 な思考力 」 をみ る 良問で あ る。

国_,薩 輔 に_や 靴1宇 髄_て ・。、、_識 し

.灘 突 し婁 した.鋼 に は.写 駕 拶:磁 うに 藪 窪 ψ 麟 が 無 数 か 塑 レ ゆ 一 と し

て 嚇 〉て い 牽劇 駕 醗 球 上に は この よ う奪fぱ 地 が1靴 ん ど磯 つ て い ませ ん .

戸

響
建 ♂ 究 轟 ・'蜘 ・一訟 羅

劃 肌 憲賦 憾 搬

が

・嵐 臨
蕪 灘.糠鰍

蒔博

騨 饗,

写 曳1 写蕊2

煙1花 脳さ ん1調 に 樫 レー 離吻i饗 っ て い る埋 幽 を 喰 食」 と い う裂 象 で醗

明L諏 うと 考 え ま し戯.「 大 気 や 劃r優 食 」 と い う 黛う 勇用 講 を使 っ て,

そ の 薄抽 を説 醗 寸 母 文 を.〔 コ の 中 に撫 ナて 警 き完 成 しな さい.

月 に 離 、

ゆ
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d優 れてい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

囹
科学 的 な思考,観 察 ・実験 の技能 ・表現

この問題 は,対 照実 験 を行 う上で の条件 制御 が で き るか を問 うてお り,

しか も,同 時 に実 験 を企 画 す る力 もみ るこ とがで き る技 能 的 な側 面 と思

考 的 な側 面 を共 に満 た してい る良問 であ る。 なお,そ の実験 を行 う理 由

まで論 じさせ る よ うにす る とさらに 良 くな ると思 われ る。

回 識_中 欄 禰_鞭 を濁噸 験漁 、蹴.
そ 瑚〕方 法 と 結 巣i漁 了「の 逓 壌で 牽 撃

1:ぢ樹

図 江
三 花 だ ん 吟 ま を と る,

:盤 憲嚇 ∵ 趨塗ン滅

戚織∵∴u
に な っ た.

こ 緯 結 果 に も と ・つ い て

太 鶴 さ ん 畢r窯 中 勇 繭 顯 ・細 葭 類 の 歓 た ら き で ヂ ン プ ン が 灘 ヒ しゐ 彗

と発 凝 し 九 ら

契 男 さ ん が 罫こ の 箋 験 だ}ナ 漸 縁:土癖 融 菌類 ・繕 函 振 の 紅之た ら き で デ ン

プ ン が 変 佑 した か は っ 妻 難わ カ・ら 慧 い 茎 お 意 見 を 述 ぺ 蓬

し た.

そ こ で,太 郎 き ん 拡 ど の 賦 うな 婁 験 を 付1ナ劔 え れ 麟,デ ン プ ン が 鷺 働 した こ

と が 七 中 勇 菌 類 ・細 麺 頚 緯 鉱 た も 妻 で あ る と い え 巻 か を 湾 え,さ ら に 裏 験 を

行 う こ と載 し ま 紅た.

ど の よ う な 餐 験 を 遭 海 し て 行 え ぱ よ い で す か.

下の□ の中 に.あ なたの考え を爵毒な さい.

く13
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d'優 れ て い る 問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科B調 査 票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

團(2)一2

科学的な思考

環境 問題 につ い ての 二つ の 考 え方 の うち,ど ち らか 一方 の 立場 に立 っ

て論理 的 に答 え させ る とい う 「科 学 的な思 考力 」 をみ る良 問で あ る。

エ ネル ギー 問題 につ い ては,こ の よ うな事 例 を取 り上 げ,科 学 的 に 判

断す る力 を付 けて い く こ とが 大切 で あ る。

Q}翫 多 藝ん 勇 クラ ス で選 境 覇 題 に つ い て議 し金 う た と こ る,い くつ か の 諭

点 泊曝 か が 廊 解 ・コて 蔀ま し た.凌 ゆ 各 論 点 に っ い てA,蹟 ど ち らか の 立 轡

を選 び,選 ん だ理 饅 醇 うち,あ なた が 鹸 も蟹 饗 だ と懸 う こ と 鳶1つ 下 の

〔 の噂に欝参な滋 ・.

〔繍 点 鎖 太 陽 驚 鍛 で 謀 寧 ル キー を ま カ・な う ソー 暫㍉・ハ ウ スは 従 果 どお り の

憲 の2倍 澱 短 築 費 が か か る と い う鶴 提 で.§ 難分 瀞 孫 集 窯 を建 て る に

誌 た 今 て ソー ㌘ 一 ハ ウ スを 越 て る と静・う癒 箆 と,穫 樂 ど韓 り㊧ 注 竃

を 建 て る とい う慧 猛瀞 講 立 しま した 響

Aソ ー一ラ ー バ ク ス な裟 て る

Bl遷 湛 ど 郭 り勇 豪 を建 て 巻

立

き

理

く叢8
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科B調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(2)

自然 事象へ の 関 心 ・意欲 ・態度,科 学 的 な思考

水 平 で な め らか な面 の上 で の台 車 の運動 は等速 直線 運動 で あ る。 しか

し,実 際 に実 験 を行 うと必 ず最 初 に等加 速 度 運動 が記録 され る。行 った

実験 操 作 を想 起 しな が らそ の理 由を考 察 させ るこ とは,観 察,実 験 を重

視 す る上で とて も大切 な こ とと思われ る。

回 伸鉦さ糊1莇 法で水率で勧 らか姫 の上で拳で罐 揮し越

繍 上 を麟 く奮 憲 停運 勤 の よ うす を配愚 タイ マー を僕 っで鋼 べた ところ,醒

2の よ うなi謎録 が 得 られ ま した。一
翻1箏 で食 嵐 を押す一

ア イ ウ

簸 窒 認録 タイ マー に よる運動 の紀懸

(2)図2の アか らイ の 灘は だんだ ん達 さ鋲大 毒 くなってい ます畢,そ 晦理 由

と して 考 え られ るものを下 の⑳ から④ までの中 から1つ 選んで,モ め書 辱ξ

〔=コ の 串に書 きな さい。

① 台 車に憲力 が働 か献かウたから跡

馨 台 車にカ(李 で押 したカ1が 簾わったから。

⑳ 誕録 タイマ・一麟こわれ てい たから薄

⑳ アかもイの開 隷,脅 車に麟 擦力が鏑かないから.

{
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教育 課程 実施 状況調 査 第3学 年 理 科C調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

囚(1)

自然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,観 察 ・実 験 の 技 能 ・表 現

生徒 が シ ョウジ ョウバ エ につ い て の知識 を も ってい な くて も,問 題 に示 さ

れ て い る情 報 と 日常 生活 で の経 験 を結 び付 けて,シ ョウジ ョ ウバエ を観 察 で

き る場所 を推 定で き るか をみ るこ との で きる良 問で あ る。

囚 離 んは一 一タシミー 一シー 焦 　 ウジ・ウ・一 脚 形嚇
の よ うす につい て翻べ てみま した。

翌躁 作1}

大 きいはね のシ 墜ウジ ョウバエ を雄 観,小 さいはね のシ 壽ウジ ョウパ ヱを雌親 と した と

き,生 まれ允 劉は酒 面 玉の よ うに殺 箏ま した夢

渤面1

旦

藩賃

壼

雄鋭 態親

田 轟丁瞥
3456ア3窪2

藏i誰 職 鴨鱒識
講叢煮蘇 難義轟

紛

.1`

躍 褒,

i轟

(1>遣 伝 の箕験 に使 われ るこ とが多い シ 邪ウジ ョツバ謀 は身近 にい るハエ です。 園鐵で

調べ ると:シβウジ 封ウパ ェの分布や 強育場瞬 は 喰 世 雰 に分布。腐 った櫨物や 果案.

きの こや 発酵 した液体 な どiと 記 され てい ま した。 ど こを見 る とシ 舞ウジ ョウバエ

を見 つ け られ る可能性が 高い で しょうか.¢ か ら④ までの 中か ら1つ 選 んで,そ の

番号 を[==ユの中に答 えな さい。

① きれいな水が流れ る小川の水辺

② 花だんの花

③ 森林の樹本の韓

④ 野禁などの生ゴミ

ロ.
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 中学校 教 育課程 実施状 況調 査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

優れ てい る

理 由

囹(3)

自然事 象 にっ いて の知 識 ・理 解

一 般 的 な問題 で あ るが
,自 然 界 にお け る物質 の循 環 にお ける基本 的 な理解

を問 う,必 ず 出題 しな けれ ば な らない 問題 であ る。

囹 醗_る 糠 生醐 生繍 べる食べられるとい聯 に興

味 を も ・っ て い ろ い ろ調 べ て み ま した.あ る地 域 の 生 物 を,食 ぺ る 食 べ られ る

と い う錫 係 でAか らDに わ け、 そ れ ぞ れ の 数 騒 関係 を調 べ る と,一 般 に 級 支

の よ う な ピ ラ ミ ッ ダの 形 で 表 され る こ とが わ か りま した。 ま た 、 自然 界 に お

け る物 質 の 循 環 を 翻 窯の よ うに 示 す こ と が で き る と 鳶 え ま した.

匿1

督
。!

/c

∠ 、 ＼
ノ

くこ》

認2
{肉食勤物

一 〇

E 草隻勤物 分解者

捷物
1

垂

薫機勧s

_」

(3)露2・ ゐEの 物 質 は 侮 で す か.下 の ④ か ら⑥ ま で の 中 か ら 烹つ 選 ん で,そ

の番 号 を⊂==1の 中に 書 きな さい.

① 酸 素 ② 二酸 化炭 素 ③ 窒 嚢

④ 水 ⑤ デ ンプン,⑥ タンパ ク質

□ 、
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d.擾 れ て い る 問 題

平成13年 度 中学校 教育課程実施状況調査 第3学 年 理科C調 査票

問題番号

評価の観点

優れ てい る

理 由

回(1),(2)

(1),(2)自 然 事 象 へ の 関 心 ・意 欲 ・態 度,科 学 的 な 思 考

大 問 に示 され た地層 は一般 的に見 られ る もの で はな い。 しか し,A～Gの

層 を(1)で は大 き く三つ の群 に,(2)で は二つ の 群 に分 け,分 けた理 由で あ る

「地 層 の堆 積 年代 」 と.「堆積 環 境」 につ いて 見 い だす こ とが で き るか 問 うて

い る。 地層 の観 察 で,そ の成 因 を推 測,判 断 す る とい う最 も重 要 な力 をみ る

こ とので き る良問 であ る。

回 騰 蕊 ん の ・ ラ ス で は埋 科 で 醗 師 職 を 行 ・こ ・… ・,臨 鰹 ん 　 グ
ノレ ー一プ 勲塞先 紘 と 地 層 の 観 搬 に.妓 三力、ポナ 芝蔑 し・た 魯

下 の 図 は 蔽 志 さ ん の グ ル ー プ が 先{焦 の 描 髄導 をi愛:餐'馳動な が ら 地 縢 を ス ケ ッ チ し

観 察 事 項 を ノ ーNご 書 き 込 ん だ も の の 一 部 で す 。

A

B

C

D

ゆvり 》v㌦¥苓 ㌻'㌃ マ
V》VVVVV》 智ノv

E

F

G

ご.σ ∵ ご.二 二 弧'.◎=
・4∂=竃 ・ ㌧:・ 馬 ㌔

00_a

写署 お累七潮 窓 劣
' ・7《蛭 ン 幽・∵ ㌦㊥ て ・'『 .

噸曖09

羅i藻 …礁碗

A層 は 農 謝じi二還Lし た・土

9層 ξ議 火 山,灰 ↓二よrフ 《:て ◆き た

層
れ ゆや

C層 は 灰 色 で,カ キ の 只 穀 の

化 石2含 む 砂 の 層

ロひね ぎま な っ ピア しもが で 　 ゴゑぷ

に 滋 鼠 て い る 鞍 の 賞 や 振 の

賞 の 化 石 を 禽 ん で い る

雀 層 は 灰 色 で.ア サ リ の 風 駁

と ナ ウ マ ン ゾ ウ の 歯 の 化 石 を
れの

奮 む ・砂 と 磯 の 層

F眉 は 砂 巌 で ア ン 篭 ナ イ ト

の 化 石 を 含 ん で い る

G層 【盈石 灰 蒋 て一フ ズ ・,ナ の

イヒ看 を 鷺Lん て践 、る

(D先 ・生 は Ψ こ の 露 頭 を(A・B・C・ ゆ 一 鷺).(F).{(ユ)と 大 き く3

一)疏)騨 ㌫二 資シ・5す コ主 し'た .幽 先 尊髭 垂オ.1讐 ∫を・根 拠 鑑こ ・二4)露 調頁 鷺 大 巻 く3・'》 び)轟 鰺`こ 夕き・

け た の で す か 。 罵 し い と 思 わ れ る も の 嫁バ ド の ① か ら ④ 素 で の ゆ か ら ■、っ 遡

ん で.モ の 番 轡 を[==コ の 中 に 描 ・巻 な さ い ⑬

①{ヒ 石ヨオ轟 ど 力轟ら;翫 》カ、る 鯛臨層 の 「年 代 叢二 よ っ て 大 遷 く3一,の 翻 馳 こ う}・け'た 噌

② 地 層 の 彫 さ に よ く》て.火 毒 く3つ の 群 に 億 け'た 曲

③ 地 思 の 色 に よ っ て 大 き く3つ の 群 に ク}け た 。

硫)到 凱凋留 を 構 戚 し.て レ、為 糀 の,穴 鳶 毒`こ よ っ て1大 き く3引)σ)鵜 華 聖こ ゑ〉 け た:"

L20

く2)瞳 恵 さ ん は.こ の 離 頭 の 区 分 に っ い て.A贋 と ξ㌃ 罵 を レ っ の ま と ま り と

』瀬1え .(A-B)(C・D・ 聡 ・F「 ・G)と 大 き く2つ の 群 に 分 け 激 し』た 。

こ の よ う 落鳳5シ ぐナ ゾと∴.の5・謙.ど の よ う 々=理 、厳ヨに=よ る と 羅墨レ、'ミ喪 す'力 為σ 「聴 ・上二」1'た

い 積 」 の 粥 緬 を 使 っ て',そ の 』環晦 を 下 の に====:3の 中 に 欝 毒 な 毒 い 。

(2習
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d優 れ てい る問題

平成13年 度 ・中学校 教 育課 程実施 状 況調査 第3学 年 理科C調 査 票

問題番号

評価の観点

優 れ てい る

理 由

回(2)

科学的な思考

チ ュー リップ には 花 が咲 く とい う事実 と花 は生殖 器 官 で あ る とい う知識 を

結 び付 けて,論 理 的 に判 断 でき るか をみ る こ とので き る良問 で ある。

回 明さ職 獺 輔_様 な々植㈱ 駄 嚥 糠 ら③よ
明さんか ら春に潔いた詣です準

① このチュー リップの花は者れいでしょう。:徳が散ったあと畢房がふ くらみます、

葉がかれた後に掘 り出すと,火 きな疎根の横に小 さな球根ができています。球根で

チューリップはふえます.

②3ス モスを賓てています。毒隼夏から秋にかけてきれいな花を朕かせます.種 子

をたくさんとっておいたので,こ としは去無 よりも多くのコスモスが楽 しめそうで

す。

③ ツタを育てています。ある枝の先蟷にふ入 りの葉が晃えたので,ふ 入 りのツタを

さし木とい う方法でふや してみようと思います、

(2)明 さんは,「 チュー ジップは種 許でもふやせ るかもしれない」と話 しています、覇

さんがそう教 耀 醜 □ の中瞳 きなさい.

Q4
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d優 れ て い る問題

平成13年 度 中学校 教 育課 程 実施状 況調査 第3学 年 理 科C調 査票

問題番号

評価の観点

優 れ て い る

理 由

囮(1)

観察 ・実験 の技能 ・表 現

縦 軸 ・横 軸 の設 定 の仕方,デ ー タの プ ロ ッ トの仕方,線 の引 き方 な ど,グ

ラ フ作成 にお け る基 礎 的 ・基本 的 な技 能 が一 体 となっ て身に付 い てい るか を

み ることの で きる良 問で ある。

た だ し,縦 軸 と横 軸 の設 定 が逆 に な ってい る解 答 を 準正答 と して処 理 して

はな らない(解 答類 型 の問題 点)。

囮 鰍 んは琢nの ように詠 轍 めらかな鰍 催 を手で肌,

転が した ときの 台車 の 運 動 を調べ ま した.な お,認 録 タイ マーのス イ ッチは

台車 が手 か ら灘れ て か ら押 しま した。

記録 タ イマ ー

テ ープ a

図1

(D敦 子 さん はテ ー プの打 点 か ら0,1秒 ご との台 盧の移 動距 離 を下の 袈 に ま

とめ ま した。 この倉 窟 め運動 につ いて,

時闊 と整塑 搬 の関係の ダラフを右の

方眼に書 きな さい、

晴閻(秒)

距離幅)

o

4

0.1

9

YiL

20

4.3

29

4.4

3$

U.S

4$

o
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4研 究 の成 果

教育課程 実施 状況 調査 問題 の妥 当性 を高め る と ともに,理 科 の教科指 導 に生かす た めの評

価問題 の改善 ・工夫 の視点 を明 らかにす るた め に,本 研究 を進 めて きた。 成 果 をま とめ ると

次 の ようにな る。

(1)教 育課程 実施 状況 調査 の妥 当性 を高め るた めに は

「平成13年 度 中学 校理科 教 育課程 実施状 況 調査」 の設 問 にみ られた 問題点 を整理 す ると

次 の ように まとめ られ る。

○ 評価 の観 点 と設問 の 内容 が一致 してい ない ものが あ った。 特 に,評 価 の観点 を 「科 学

的 な思考 」 に設 定 してい るに もかかわ らず,知 って いれ ば,あ るい は覚 え ていれ ば即座

に解 答で きるよ うな設問が み られ た。

○ 顕 微鏡 の操作 の問題 で 「明 るさ を調節 す る部分 」 を 「反射鏡 」 と解 答 させ るな ど,科

学 的 に妥 当性 を欠 く問題が あ った。

○ 小 問 の配 列 が生 徒 の思考 に合 ってお らず,覚 えてい なけ れば答 え られ ない,単 純 な知

識再 生型 の設問 が羅列 され てい る大問 があ った。

○ 「自然事 象へ の関 心 ・意欲 ・態 度」 をみ よ う とす るあ ま り,科 学的 な解 答で な くて も

正答,準 正 答 とな って しま う設問 が あ った。

○ 観 察 され た事 象 について 正 しく文章表 現 して い るもの を選 ばせ る とい った,「 科 学的

な思考」 と言 う よ りも文章読 解 の能力 をみ てい る ような設 問が あ った。

○ 設 問の文 章表現 が適 切で なか った り,分 か りに くか った り して,生 徒 の読み 方 によ っ

て解 釈が ぶれて しま う可能性 の あ る設 問が あ った。

○ 図や写真 が不鮮 明で分か りに く く,図 や写 真 があ る ことで生徒が判 断 に迷 って しま う

と思われ る設問 が あ った。

これ らの問題 点 を解決す るための 具体的 な方 策 にっい ては,6ペ ー ジ以降 に述べ た とお

りであ る。 問題作 成 の段階 で十 分 に検 討 され てい る とは思 うが,今 後,前 述 した よ うな視

点 を重視 してい く必要 もあ る と考 え る。

また,解 答類型 につい て も今後 検 討 を加 え る必要性 を感 じた。 タンポポ の果実 を種 子 と

答 えて も準正答 と してい た り,グ ラフの縦 軸 と横軸 の設定 を逆 に して いて も準正答 と して

いた り,記 述式 の設 問 の解 答類 型の 中 に科 学的 で はない と思われ る解答 が準 正答 に な って

いた りす るものが あ った。解 答類 型 は,生 徒 の誤答傾 向 が反映 された もの であ る ことが望

ま しい し,科 学 的 に間違 ってい る解答 は,準 正 答 の中 に入 れ るべ きで は ない。 学校 現場 の

教 師は採点 ・集 計作 業 を通 して,ど の生徒 が解 答類型 の どれ に相 当す る解答 を してい るか

分析 す る ことに よ って,一 人一 人の生 徒 の理解 の程度 に関す る情 報や 自分 の指 導 を見 直す

ための情報 を得 るの であ る。

現在設定 され て い る解答類 型 に よる集計 ・分 析 に加 え,学 校 を一部抽 出 した調査 で もよ

いので,生 徒 の誤 答傾 向を把 握 し,そ の結 果 を解答類 型 を設定す る際 の参考 に してい く必

要 があ る と思われ る。

(2)評 価問題 の改善 ・工 夫 を進 め るため には

前 述 の とお り,教 育課程 実施状 況調 査 の問題 の 中に は改 善 しなけれ ば な らない もの もあ

るが,ほ とん どの問題 はよ く練 られ た 良問 で あ る。 中で も,設 定 され た評価 の観点 や学 習

指導 要領 に示 され てい る内容 につい ての達 成度 をみ るの に,極 めて有効 な優れ た 問題 も多

くみ られ た。それ らの問題 に共通 して い るの は次 の よ うな点で ある。

○ 中学 校 の理科 学 習 を通 して 育 てな けれ ば な らない概 念 や科 学的 な 見方や 考 え力 がは

っき りして お り,そ れ を的確 に見取 る こ とが で きる。
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○ 概 念 形成 の状 況 や科 学 的 な見方 や 考 え方 の状 況 を的確 に見取 れ る よう に,設 問が工

夫 され て い る。

○ そ のため,生 徒 が ど こでつ まず い てい るのか とい う,指 導上 有効 な情 報 が得 るこ と

がで きる。

また,4観 点のそ れ ぞれ につ い て的確 に評価 す るた めの,出 題パ ター ンが あ るこ とが分

か った。 それ らをま とめ る と次 の ようにな る。

ア 「自然事象 へ の関心 ・意欲 ・態 度」 を評 価 す る問題

○ 観察 や 実験,野 外 実習 な どめ 一場面 を設定 した り,日 常 生活 で の 一場面 を設 定 し

た り,イ ンター ネ ッ ト等 で得 られ た情 報 を示 した り して,そ れ につい て 自由に記述

させ る(解 答 に記述 され た量 や質 で判 断 で きる)。

イ 「科 学的 な思考」 を評 価す る問題

○ 教科 書等 で は扱 われ な い新 た な場 面 を設 定 し,問 題 解 決 に必 要 な情報 を与 えて,

授 業 で得 られた既 に もってい る知 識 を使 い な が ら思考 させ る。

○ 観察 や実 験 を行 って,予 想 と異 な る結 果 が 出て しま った場 合 を設 定 して,そ の原

因 を思考 させ る。

○ 複数 の観 察結 果,実 験結 果 な どを与 え,そ れ らか ら規 則性 を見い だ させ,さ らに

そ の規則性 を使 って,別 の観 察,実 験 の結 果 を考察 させ る。

○ グ ラフや表 か ら適切 なデー ター を抽 出 させ,計 算 によ って値 を求め させ る。

ウ 「観 察 ・実 験の技 能 ・表現 」

○ 目盛 りの読み取 りの問題 で は,目 分量:で読 み取 るよ うに問題 を設定 す る。

○ 適 切 な観察 方法 や 実験操 作 が 身 に付 い て い るか をみ る場合 は,正 しい 方法 や操 作

を選 ばせ るので は な く,間 違 ってい る方法 や 操作 を答 え させ る(間 違 って い る方 法

や操 作 を指摘 で きる とい う ことは,正 しい方 法 や操作 の意味 を知 ってい る と判断 で

き る)。

あ るいは,正 しい方法 や操作 を二 つ以上 答 え させ る。

○ 授 業 では扱わ な い別 の観 察方法 や実験 方 法 を示 し,そ の方 法や操作 の意味 を問 う。

エ 「自然事 象 につ い ての知識 ・理解 」

○ 関係 付け て理解 して い るか をみ るため に,相 同器 官 を指摘 させ た り,幾 つ かの器

官 を正 しく組 み合 わせ させた りす る。

○ 「タ ンポポ の果実 を,種 子 だ と誤認識 してい る生徒 が多 いで あろ う」 と想定 して,

綿 毛 のつい た もの の名称 を答 え させ る問題 の よ うに,生 徒 の誤認 識 を生 かす。

具体 的 な設問例 と優 れ てい る点 につ いて は,72ペ ー ジ以 降 に示 したとお りで あ る。 この

よ うな 問題 を作成 す るため には,「 生 徒が学 習 指 導要 領 で取 り扱 う内容 を学ぶ こ とによ っ

て,ど の ような知識 が どの ように関連 付け られ,構 造 化 され て概 念が形 成 され るのか,ど

のよ うな問題解決 の ため の スキルが 身 に付 いて い くのか」 とい うことな どにっ いての深 い

理解 が必要 で あ る。 つ ま り,教 材 理解 と生徒理 解 が深 けれ ば深 いほ ど,良 い評価 問題 を作

成 でき るのであ る。

逆 に考 えれ ば,良 い評価 問題 を作 ろ うと努 力す る ことが,教 材理解や 生徒 理解 を深 め る

ことにつ なが る とも言え る。 定期 テス トや単 元 末 テス ト,小 テ ス トな どを作 成す る際 に,

自分 が 「な るほ ど」 と思 え る評価 問題 を探 し,そ れ を まねな が ら問題 を作成 す る とい う姿

勢 も必要 で あろ う。
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5終 わ りに

2年 間 に渡 り,「 中学校 理科 にお け る観 点別 評価 問 題 の改善 に関 す る基 礎的 研究 」 に取 り

組 んで きた。この研究 を進 め てい く中で,大 きな課題 とな ったの は,評 価 の4観 点 につ いて,

それ ぞれ の教 師 がそ れぞ れ の イメ ー ジを もって い る とい う ことで あ る。 「この評価 問題 は何

を評価 してい るか」 を明確 に しよう とす る際 に,意 見 が食 い違 うと きが何度 もあ った。評価

の趣 旨や評価 規準 の例 な どは示 され てい るものの,具 体 的 な判 断 は各 教師 に ゆだね られ てい

る こ と,同 じ内容 で あ って も授業 の 中で 見取 る際の評価 の観 点 と,学 ん だ後 で見取 る際 の評

価 の観点 が変 わ って しま う場 合(授 業 中:思 考→授 業後:知 識 ・理 解)も あ る ことな どが,

意 見の食 い違 い を生 ん でい るので は ない か と考 え た。

その ため,平 成15年 度 の研 究 にお いて,良 問 の特 徴 を ま とめ,そ れ を4観 点 に分類 す る際

の判 断基 準 とす る ことに した(判 断基 準 につ いて は,5ペ ー ジ を参 照)。 この判 断基準 を定

め た ことが,教 育課程 実施 状況 調査 問題 の分析 におい て大変 役立 った。

「この設 問 は何 を見取 ろ う と してい るのか 」 とい う判 断 をす る際 に,判 断基 準の一 つ一つ

に当て はめ てみ て,最 も適 当な ものを見 付 ける ことが容易 にな ったか らであ る
。 判断基 準 を

設 けなか った ら,お そ ら く,い つ まで もそれ ぞれの教 師 の勘 の ような もの に頼 って分析 す る

ことにな ったで あ ろう。 この研究 で作成 した判 断基準 は,各 学校 で 問題作成 や 分析 を行 うと

きの参考 に十 分 な るの では ない か と考 えて い る。

この判 断基準 には,不 備 な点 も多 々あ る と考え る。 今後 ,改 善 を図 ってい きたい。

今回示 した 「平成13年 度 中学校 理科教 育 課程実施 状 況調査 」 の設 問 に対す る問題 点 の指摘

と改善策 の提 案 につい て は,我 々の識 見不足 で誤 った指 摘 を してい る点 も多 い と思 う。 よ り

良い調査 を実施 して ほ しい とい う思 いで述 べた もので あ り,一 つ の 意見 と して参考 に してい

ただけれ ば幸 いで あ る。

今 後,多 くの方 か ら御 意見 をいただ きなが ら,各 単元 ご とに評価 問題 改善 の ポイ ン トを探

った り,論 述式 の 問題 に変わ る,生 徒 の思考 の プロセ ス を見取 れ る よ うな出題 の在 り方 を探

った りす るな ど,研 究 をよ り具体 的 な もの に してい きた い。

【別添資 料 】

「平成13年 度 中学 校理 科教 育 課程 実施状 況調査 問題 」 分析 の概要(一 覧表)
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この一覧表は,「 平成13年 度中学校理科教育課程実施状況調査」の問題を,あ らか じめ 「どのような力をみようとしている問題であるか」とい う観点で,

分類 し(問 題の種類),そ の後,問 題点や優れている点を整理 したものである。

※ 表の見方
「国研観点」→国研が示 した評価の観点である。網掛けの部分は,国 研の評価の観点では望 ましくないと考えられる部分である。
「変更後の観点」→国研が示 した評価の観点で,望 ましくないと考えられるものについて,我 々はどう観点を変更 したか示 している。

「問題の種類」→ どのような力をみようとしているのかについて,間 題を分類 している。
「気付いたこと(問 題点,優 れている点)」 →改善が必要 と思われる問題 については,ど こが問題なのか,優 れている問題はどのような点が優れているの

かについて記 している。

「改善の方法(本 文掲載ページ)」 →改蕃が必要 と思われる設問をどのように改善 したか,そ れは論文のどこに記 しているかを表 している.
:国 研の観点を生かして,問 題を改善 したものb:国 研の観点 を変更し,問 題も改善 したもの,c:国 研の観点のみを変更したもの

「優れている問題(本 文掲載ページ)一→優れていると思われる問題が,論 文のどこに記 しているかを表 している。
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技能
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恩考

問題の種類

槻察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする聞題(観 寮,実 験の基
碗 ・基本)

観察,実 験における操作の意味や原理 を理解 し
ているかをみようとする聞題(観 察,実 験の基
礎 ・基本》

観察,実 験における操作の窟味や原理を理解 し
ているかをみようとする聞題(鏡 察,実 験の基
硬 ・基本)

観察,奥 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察、実験の基
謹 ・基本)

観察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

確 ・基本)

親察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(槻 察,実 験の基
磯 ・基本)

観察,実 験における操作の窟味や原理を理解 し
ているかをみようとする聞題(観 察,実 験の基
礎 ・基本)

一般化が図られているかをみようとする問題

生徒の誤答傾向を麟まえた問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした倫理的な思考や推
論する九 関連付けて総合的に判断するカをみ
ょうとする問題

確かな知識や理解を基にした倫理的な思考や推

論するカ,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ょうとする聞題

モデルと事実や理諭を関連付けて思考できるか

をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした倫理的な思考や推
論する九 閲連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

目的に応 じて観察,
とする問題

実験を企画する力をみよう

気付いたこと(問 題点,優 れている理由)

①,② は顕微鏡の部分の名称を答えさせる問題であるが,全 体で30数
題 しかない問題の中で2局 も必要か.ま た,名 称を問 う問題で 「震節ね
じ」を問うのが適当か。もっと大切なものはないか.

実際に,顕 微鏡操作をしていないと解けない.技 能を見る上では良聞で
ある.特 に(のは瞑徴鎮を使い慣れていないと答えられない.
また,顛 微鏡操作を正 しく理解しているかどうかを確認する上で,答 えを
組み合わせて解答する問い方は優れている.

①,③ の表現がそろっていない。

観察に適 した倍準を聞うのはよいが,鉱 物顎微鏡と生物顕微鏡の違いを
問 うのは学習指導要領の内容と照らし合わせたとき適切か.

ウとエを名称で答えさせることによって,子 房が果実になるという基礎・

基本を押さえることができるばかりでなく,タンポポの果実を種子と勘違
いしていないかという点も,読 み取ることができる良問である。
一方,解 答類型にある胚珠が種子になるという答えは,明 らかに間違

いであるので,解 答類型からはずす必要がある。

プレー トにかかる圧力が急に解放されることによって起こる現象を,極
めて簡単な実験でモデル化 し,そ れと閲連付けて地農の発生原因を推定で
きるかを問う,工 夫された問題である.

問題文2行 目の 「原因になっている」は 「原因の一つとなっている」に
変更する。

プレー トの沈み込みと震源の深さとの関係を,現 行の設間のように問う
ならば,覚 えていなければ答えられない 「知識 ・理解」の問題である。
(1>の モデルとの閨連を図リ,プ レー トの断薗図のモデルを示 しながら,
プレー ト移動と鍵源の深さとを閲係付けて考えさせる,「 思考力」をみる

問題 として作問した方が良同になる.

改善の方法

(本文掲載
ページ)

a

(as)

a

(ps>

a

(a7)

b

tP41,
42)

優れている
聞題
(本文掲載
ページ)

0
(p74)

0
(p74)

0
(p74)

0
(p75)

0
(p76)
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大地

大地

大地

大地

大地

植物

植物

植物

物質

物質

現象

現象

現象

物質

物質

物質

現象

現象

物質

物質

現象

現象

0

0

O

0

0

0

0

0

思考

0

O

0

0

0

0

O

0

0

0

O

0

0

0

O

0

思考

知識

モデルと事実や理論を関連付けて思考できるか
をみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする聞題

一般化が図られているかをみようとする問題

グラフや図表などに示されたデータを分析し,

解釈できる力をみようとする問麺

グラフや図表などに示されたデータを分析し,

解釈できるカをみようとする問題

観寮,実 験のねらいに基づいてあ要な条件制衝
を抽出できる力をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした倫理的な思考や推
論する力,関 連付けて繕合的に判断するカをみ
ようとする問題

目的に応じて観察,実 験を企画する力をみよう
とする問題

親察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

碗 ・基本)

観察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 嬢,実 験の基

礎 ・基本)

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする同題

一般化が図られているかをみようとする問題

観察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・基本)

観察,実 験における標作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・碁本)

知識の構造化 をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

観察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析
的に判断できるカをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした倫理的な思考や推
論する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

地層断面図を描かせることそのものは良間であるが,ど こまで措けばよ
いのか,指 示が不明確である.し かし,書 き込みの度合いで意欲をみよう
とするのであれば面白い設聞である。

文章で答えさせる問題であるが,採 点を考慮し,多 様な解答が出されな
いように工夫されていて良い.

観察,実 験の窟味や原理をみることができる良問である.

「知識 ・理解」の問題設定であるが,水 の眼収量を,蒸 散量と関連付け
て思考する必要があるので,「 科学的な思考」をみる問題 として設定す
る.

条件制御の部分が出題されていれば,「 観察 ・実験の技能」扱いでよい
が,実 験企画の部分が空欄になっているので,「 科学的な思考」をみる問

題 として設定する.

メスシリンダーの基本的な操作 「技能」を見る上で良聞である.
水の水平なライン,表 面張力による,水 の盛り上がりの上端,共 にライ

ン上でな く,最 小 目盛りの10分の1ま で読み取っているかをみることがで
きる点が優れてい る。

図ではすでにろ過 した液体が,下 のビーカーに集まっており,②,④ の
選択肢は明 らかに正解ではないことが図を見ただけで分かってしまう。

②一・砂がろ紙を通り抜けていないことは図を見ただけで明らかである。
④→液体が通 リ抜けていることは,図 を見ただけで明らかである..

波形と,基 準となるスケールの線の濃さや太さが同じで見にくい。

現行学習指導要領で削除

a

(a8)

C

(p55)

C

(p55)

a

(a9)

a

(v10)

0
(p77)

0
(P78)

0
(P79)

一164一



喝

平成13年 度 第1学 年 理科B

大
問

1

z

3

a

5

6

7

中
問

1

z

1

z

1

z

3

1

z

3

1

z

3

4

1

1

2

3

4

小
間

1

z

単元

植物

植物

大地

大地

植物

植物

植物

大地

大地

大地

大地

植物

植鞠

植物

植物

大地

植物

植物

植物

植物

国研

閲
心

0

O

思
考

0

O

0

0

O

技
能

知
識

変更後
の観点

0

思考

D

0

0

0

0

O

L

0

0

O

0

0

0

技能

知識

知識

問題の種類

様々な事象を関連付けて判断したリ,推 論 した

りできるかをみようとする問題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と硲かな知識の定着を一体として測ろうとする

問題

一般化が図られているかをみようとする聞題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする聞題

確かな知識や理解を基にした論理的な愚考や推
論する九 閲連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問魑

確かな知識や理解を基にした論理的な恩考や推
鹸する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する力,関 連付けて繕合的に判断する力をみ
ようとする問題

観察,実 験の結果とその要因を閨連付けて分析
的に判断できるカをみようとする間題

観察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析
的に判断できる力をみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする間題

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

知識の構造化(閤 係付けて理解しているか)を
みようとする問題

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

知識の構造化(閤 係付けて理解しているか)を

みようとする問題

観察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・基本)

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

観察,実 験の結果とその要因を関連付けて,分

析的に考察した結果を,新 たな場面に適応 して
思考できるかをみようとする問題

観察,実 験の結果とその要因を関連付けて,分

析的に考繋 した結果を,新 たな場面に適応 して
思考できるかをみようとする問題

生往の誤答傾向を踏まえた問題

気付いたこと(聞 題点,優 れている理由)

校庭の地図(方 位)と 校舎の形状から植物の生息環境を推測するのは,
「知識 ・理解」ではなく 「科攣的な思考」ととらえた方がよい。

花弁の色などを気付いたことを書き込んでいく量で 「関心 ・意欲 ・態

度」を,的 確に表現しているかで 「技能 ・表環」をみることができる。

設問の衰中に岩石名が記載されているが,岩 石名があると岩石名から深
成岩だからマグマがゆっくり冷えたものだと 「知識 ・理解」の範鴫で解け
て しまう.

被子植物と裸子植物の相同器官について間 う設問である。しかし,実 際

は図中の植物の部位の名称を聞う問題になっており 「科単的な思考1と い
うよりも,知 識が関連付けられ,構 造化されているかを問う 「知識 ・理

解」の問題とする方がよい。

被子植物と裸子植物の相同器官について問 う設問である。しかし,実 際
は図中の植物の部位の名称を間う問題になっており 「科単的な愚考」とい

うよりも,知 識が関連付けられ,構 造化されているかを間 う 「知識 ・理
解」の問題とする方がよい。

絵の中の状況を見て,危 険を予淵できる力は観察,実 験における技能の
一つである。また,そ の予測を数多く出すということはそれだけ 「関心 ・
意欲 ・態度」がないと出せないので,そ れらをみることのできる良問であ

る。

維管束の働 きと位置を関係付けて理解 しているかをみることができる良
問である。

実験による枝の変化を光合成と閤係付けて考察できるかをみることがで

きる良問である.

実験による枝の変化を光合成と関係付けて考察できるかをみることがで

きる良問である。

維管束の働きと位置を関係付けて理解しているかをみることができる良

問である.

改善の方法
(本文掲鞭
ページ)

C

(p56)

a

(att)

C

(P5フ)

C

(p57)

優れている

問題
(本文掲載
ページ)

0
(a80)

0
(a81)

O
cps2)

0
(psz)

0
(a82)

0
(p82)
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現象
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物質
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O
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物質o

物質

物質

現象

現象

物災

物質

物質

現象

物質

物質

現象

現象

現象

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

愚考
及び
技能

愚噂の
み

(主 として作図聞題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体 として測ろうとする

聞題

様々な事象を関連付けて判断したり,推 論 した
りできるかをみようとする問題

様々な事象を閨連付けて判断 したリ,推 論した

りできるかをみようとする問題

様々な事象を閑連付けて判断 したリ,推 論した

りできるかをみようとする問題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体として測 ろうとする

聞題

生捷の誤答傾向を踏まえた問題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着

と確かな知識の定着を一体として灘ろうとする

周題

確かな知識や理解を基に した論理的な思考や推
論するカ,閲 連付けて紺合的に判断する力をみ
ようとする同題

様々な事象を関連付けて判断したリ,推 論 した
りできるかをみようとする問題

様々な事象を関連付けて判断したリ,推 論 した
りできるかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 閲連付けて総合的に判断する力をみ
ょうとする問題

生捷の誤答傾向を踏まえた問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 閲連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

生徒の誤答傾向を踏まえた簡題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論するカ,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ょうとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 閤遮付けて総合的に判断する力をみ
ようとする間題

観察,実 験の結果とその要因を関遮付けて,分

析的に考察した結果を,新 たな場面に適応して
思考できるかをみようとする隣題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 閲遮付けて総合的に判断するカをみ
ようとする問題

生捷の獣答傾向を踏まえた同題

遭かな知識や理解 を基に した論理的な思轡や推
論する力,関 連付けて継合的に判断する力をみ
ょうとする問題

火山灰の厚さのデータから同じ厚さの地点を線で結びながら,噴 火した
火山や風の向きを考察させる,と ても優れた問題である。

入射角と反射角の筋しい点を見いだし,作図を遜して設問に答える場含は、
「科学的な思考」と「技能 ・衰現」の両観点を一体としてみる問題としてとらえても

よいと考える。(特に(2))

身近な物質を使 って気体を発生させる設問は 「閲心 ・意欲 ・態度」とい

うよりも 「科学的な思嚇」の鶴点を測ることができる.確 かな知識を駆使
して実験方法を企画する力を聞うているので,「 科学的な思考」をみる傾

向が強い。

水を凍らせると体積 が増加することを生活経験の中で気付いているか同

う問題.こ の同題の良いところは,体 積の増加の仕方を 「増加する」とか
「減少する」とい う言葉だけで答えさせるのではなく,わ ざわざ図に記入
させているところにある。図に記入させれば,「 どの種度増加するの

か」,「 試験管Φ開ロ部近 くの氷の様子が欝らみをもって増加するのか,
凹んだ状態で増加するのか」をもみることができる.

身近な自然現象から聞題を提起しているのはとても良い.し かし,こ の
ような設問の設定では,音 と光のそれぞれの速さを正 しく文章表現 してい

る選択肢を遇ばせる問いになっているので,「 科学的な思考」を間 うので
はな く,文 章読解の能力を同うているような設問になっている.

現行学習指導要領では削除

C

(p58)

C

(p59)

a

(p12)

0
(P83)

0
(a84)
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植物

植物

植物

植物

植物

大地

大地

大地

植物

植物

植物

植物

大地
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植物
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大地

大地
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0

0
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0
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の観点
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0

0

0

0

0

0

0
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0

0

0

セ

抜能

0

0

O

0

0

思考

問題の種類

日ごろいかに自然事象に貝味をもち槻察 してい

るかを問う問題

鏡察,実 験の結果とその要因を関連付けて,分
析的に考察 した結果を,新 たな場面に適応 して
思考できるかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する力,関 連付けて繕合的に判断する力をみ
ようとする間麟

一般化が図られているかをみようとする問題

様々な事象を関遮付けて判断 したリ,推 諭 した
りできるかをみようとする問題

鶴察,実 験の結県とその要因を関連付けて分析
的に判断できるカをみようとする問題

観寮,実 験の結果から親察された事象の意味を
考察できる力をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

口察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析
的に判断できる力をみようとする問題

観察,実 験のね らいに基づいて必要な条件制御
を抽出できる力をみようとする問題

観察.実 験のねらいに基づいて必要な条件制御
を抽出できる力をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
論する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する九 関遼付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

気付いたこと(問 題点,優 れている理由)

日ごろからの 関,」 を見取 る問 としてはよいが,ウ メとサクラと
ツツジの花が咲 く頬序は,知 識 として一般化 しなければならない問題と

は言えないのではないか。
知識の観点には入れない.

資料から読み取 る力だけでなく,ど れだけ自分の気付きを衰現 しよう
とするかとい う 「窟徴」もみることができる良問である。

問題の中で,気 温が開花時期 と関係 していることを示唆 しているが,
そこまで含めて考えさせても良いのではないか。

火山ガスを答えさせるだけではもったいない.こ のままであれば,
「知識 ・理解」 しかみることはできない.

「科学的な思考」を見る上で工夫された良問である.

平面的に観察 したことを立体的に考察するという思考は,「 科単的な
思考」をみる上で有効であ り,工 夫された設問である。

解答が不適切である.
解答類型はBとCを 正答 としている,し かしこの間麺は,AとCの 燕

散量の差 と,AとBの 燕散量の差の双方を比較 して,初 めて証明できる
ので,問 題として不適切である。

1解 答類型を見ると,化 石を取 り出す作業そのものに限定しているよ

うである,問 題文からは露頭の講査全般 と勘違いする生徒も多いので
はないかと思われる.
2こ の問題文のままでは 「取り出すのに」が 「取 り出すとき」に変わ
っただけで採集袋,ル ーペ も必饗と考えてよい。この問題文の差は国

語的な違いで しかないので,こ のことだけで必要なものを限定するの
は理科の問題としては好ましくない.
3不 要なものを書いていた ときの採点基準が明確でない.

化石は①の場所からも出ることがある.

二つのキーを押す必然性がない.

異体的にはDだ け押 しても,Hだ け押しても,同 時に二つのキーを押
したときでも答えは3種 の単子葉類になってしまうので,問 題 としての

面白みもない。

アブラナの花弁の数 を知っておく必要があるのかどうか疑問である.

問題の設定に無理がある(こ のような地層 があるとは考えにくい).
また,シ ジミには淡水棲のものもある.

(3)で はG層 でなくD層 の年代を問うところが面白い,良 問である。
示準化石から地層ができた年代を特定するのは審易であるが(3)で は,示
準化石の含まれない地層を総合的に判断 して年代を推定させる点が,大
変工夫 されている。

設問が文章だけで構成 されてお り,理 科の問題 としては不適切ではな
いか.

改善の方法
(本文掲載
ページ)

C

(p60)

a

(p13)

a

(P14)

a

(p15)

b
(p43)

a

(p16)

a

(p17)

a

(a18)

b
(p44)

優れている
問題
(本文掲載
ページ)

0
(p85)

0
(a86)

0
(P87)
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知識

一般化が図られているかをみようとする問題

槻察,実 験における操作の意味や原理 を理解 し
ているかをみようとする問麺(観 察,実 験の基
磁 ・基本)

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
諭する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

観察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析
的に判断できる力をみようとする問題

鍛察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析
的 に判断できる力をみようとする問題

槻察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析
的に判断できる力をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
よヲとする問題

観察,実 験の結果から観察 された事象の意味を
考察できる力をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

暗かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

観察,実 験の結果 とその要因を閥連付けて,分

析的に考察 した結果を,新 たな場面に適応して
思考できるかをみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

槻察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・基本)

生徒の誤答傾向を踏まえた,本 質的な理解をみ
ょうとする問題

知識の構造化をみようとする問題

気体を通 したら石灰水はどうなるかという問いは,二 酸化炭繁が発生
したことを知らなくても機械的に白く濁ると答えてしまう生徒が多いの
で避ける。

適切でないものを選ばせる点が評価できる。
単純な問いではあるが,こ の問いでは,不 適 と考えた理由が分かって

いるか どうかも続み取ることができる。

違っているものを選ばせる点が評価できる。

不適なものを選ばせることによ り,光 の進み方の規則性が理解できて
いるかどうかを読み取ることができる。

確かな知識や理解を基に した論理的な思考や推諭する九 関連付けて

総合的に判断する力をみる上で大変優れた問題である.
段階的に解決 してい くタイプの問題であるが,一 部が分からなくて

も,他 は答えられるよう工夫されている点がすばらしい。現行の学習指

導要領 では,水 漕液の見分け方は魔接的には掻われていないが,総 合的
な力をみる上では出題可能ではないか.

(2)に関 しては,学 習指導要領から削除された部分であるので削除す
る。

音が振動によリ伝わるという基碗的概念の定着を知る上で良問であ
る.

搬動が空気を介 して伝わるということを思考の流れに沿 って問題にして
いる点がよい。また,振 動する音 さを水の中に入れたときの様子は,音
さが掻動していること,音 はその掘動が伝わっていく現象であることを
理解 した上で思考 しなければならないので,「 科単的な思考」の問題 と
とらえた方がよい.こ の問題から技能をみることはできない。

共鳴音さの設問であるので,選 択肢⑤ も不正解とは言えない,

この問題でなぜ 「関心 ・意欲」をみることができると判断できるのか

理解できない。身近な現象ではあるが,日 常生活の中で(2)の ようなこと
を考える必然性はほとんどない。光の反射の規則性 を知っているからこ
そ考察できる問題であるので,「 科学的な思考」のみをみる問題 として
位置付けるのが適当である。

図のABCD点 の位置は,光 の進む道筋 とは関係がな く設定した根拠
がない.

なぜ,半 分サイズの鏡で全身を映すことができるのかを作図を通 して

思考する問いに工夫する。

この問題は,ふ れ る面積が変わっても,カ の大きさは変わらないとい

う知議 ・理解のみを問 う問題である。
「知識 ・理解」の設問であるとすれば,誤 答傾向を踏まえた良問であ

ると判断できる。

a

(at9)

C

(p61)

a

(a20)

C

(p62)

a

(a21)

C

(p63)

0
(a88)

0
(ps9)

OO
(p90,

91)
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の観点

思考

思考

思考

間題の種類

一般化が図られているかをみようとする同題

一般化が図られているかをみようとする問題

観察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・基本)

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 関達付けて総合的に判断するカをみ
ようとする問題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着

と確かな知識の定着を一体 として測ろうとする

問題

檬々な事象を関連付けて判断したり,推 請した
りできるかをみようとする問題

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

生徒の誤答傾向を踏まえた聞題

生桂の誤答傾向を踏まえた岡題

生徒の醸答傾向を踏まえた問題

生捷の誤答傾向を踏まえた問魎

日常生活と関連付けて自由に紀述させる問口

日常生活 と関連付けて自由に記述させる間題

日常生活と閨連付けて自由に紀述させる問題

日常生活と閲連付けて自由に記述させる問題

日常生活と閲逗付けて自由に託述させる周題

日常生活と閨連付けて自由に記述させる問題

生徒の誤答傾向を踏まえた周題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着 を一体として測ろうとする

問題

(主 として作図問題)科 単的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体 として測ろうとする

同駆

条件制御のあ要性が身に付いているかどうかを
みようとする聞題(基 本的な科学的手法の定着
をみる)

檬々な事象を閲連付けて判断 したり,推 論した

りできるかをみようとする問題

条件制御の必要性が身に付いているかどうかを
みようとする問題(基 本的な科学的手法の定着

をみる)

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ

ようとする聞題

観察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・基本)

観察,実 験の結果とその要因を関係付けて分析

的に判断できる力をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 閲連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする聞麺

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 閲連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推

論する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推

論する九 閥連付けて繕合的に判断する力をみ
ょうとする問題

気付いたこと(問 題点,優 れている理由)

二つの水槽に金魚とカナダモをそれぞれ分けて,よ く育つ方法を間う設

問で生徒のどのような力をみたいのか分からない.「 えさを与える」とか
「空気を吹き込む」など,答 えによっては小学校低学年のレベルである。

また,観 点については 「技能 ・表現」というよりも,「 科学的な思考」
としてとらえた方がよいと考える.

「呼脹とエネルギーの生成」,「 運動とエネルギーの消費」の閲係 を総

合的にとらえ,確 かな知識を基に論理的に思考 させる 「科学的な思考」を

聞 う工夫された問題である。

「水滴ができは じめた温度のことを何と言いますか」という出題では,
「知識 ・理解」を問う問題になってしまうので,出 題の仕方に工夫があ要

である.

レーダーアメダス合成図から低気圧の雨域のみを推測させるのは,中 挙

生にとって難易度が高すぎる。
「自然箏象についての知識 ・理解」を間 う問題と言うより,「 科学的な

思考」を問う問題と考える.

改善の方法
(本文掲蔵
ページ)

b
(p45)

a

(p22)

b
(p46)

優れている
同題
(本文掲載
ページ)

0
(p92)
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確かな知識や理解を基に した論理的な思考や推
論する力,関 遮付けて総合的に判断する力をみ

ようとする問題

一般化が図られているかをみようとする聞題

一般化が図られているかをみようとする聞題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体 として測ろうとする

間■

確かな知識や理解を基にした論理的な愚考や推

論するカ,閲 連付けて繕合的に判断する力をみ
ようとする聞駆

モデルと事実や理論を閨係付けて思導できるか
をみようとする問題

(主 として作図問魎)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体 として測ることがで

きる聞題

生捷の誤答傾向を踏まえた聞題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体として測ろうとする

問魑

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,
解釈できるカをみようとする問題

(主 として作図問口)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体として測ろうとする

問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推

諭する力,関 遵付けて総合的に判断する力をみ
ょうとする間題

観察,実 験の結果とその要因を閲係付けて分析
的に判断できるカをみようとする同題

(主 として作図問口)科 学的な衰現方法の定着
と確かな知識の定着を一体として測ろうとする

問題

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,

解釈できる力壱みようとする問題

グラフや図寂などに示されたデータを分析 し,

解釈できる力をみようとする問題

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,

解釈できる力をみようとする同題

確かな知織や理解を基にした繍理的な思考や推
諭する九 閨連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

一般化が図 られているかをみようとする聞口

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論するカ,閲 連付けて繕合的に判断する力をみ
ようとする問題

罐かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 関遮付けて継合的に判断する力をみ
ようとする問題

設問の文章では表から諫み取って考えて述べるというよりも,比 例閲係
になることを覚えていれば答えられるので,「 科学的な愚考」とい うより

も 「自然事象についての知識 ・理解」を問う問題になっている.

楓察,実 験の行為に伴う知識や思考力は,「 自然事象についての知識 ・
理解」や 「科学的な思轡」ではな く,「 観察 ・実験の技能 ・表現」として
とらえた方が一貫性が保てると考える.

a

(p23)

C

(p64)
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変更後
の親点

思考

聞題の種類

様々な事象を関連付けて判断 したリ,推 諭した
りできるかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭するカ,関 連付けて繊合的に判断する力をみ
ようとする聞題

知臓の構造化をみようとする簡題

条件制御の必翼性が身に付いているかどうか壱
みようとする聞題(基 本的な科学的手法の定碧
をみる)

確かな知臓や理解を基にした験理的な思考や推
論する力,関 運付けて総合的に判断するカをみ
ようとする聞題

目的に応 じた饒察,嚢 験を企口する力をみよう
とする聞題

一般化が図られているかをみようとする問題

様々な事象を関連付けて判断したリ,推 諭 した
りできるかをみようとする間題

碗かな知識や理解を碁にした論理的な思考や推
鎗する力,関 連付けて繊合的に判断する力をみ
ようとする問題

碗かな知識や理解壱基にした諭理的な思考や推
諭する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

鶴察,爽 験のねらいに基づいて必口な条件制御
を抽出できる力をみようとする聞題

鏡察,実 験の結果とその要因を閲運付けて分析
的に判断できる力をみようとする間題

楓蟻,実 験における標作の意味や原理を理解し
ているか壱みることができる問題(楓 察,実 験
の基礎 ・基本)

モデルと事実や理論を閥連付けて愚考できるか

をみようとする問題

様々な事象を関連付けて判断したり,推 論した
りできるかをみようとする間題

様々な事象を関連付けて判断 したり,推 験した
りできるかをみようとする聞題

(主として作図聞題)科 学的な衰現方法の定着
と確かな知臓の定着を一体として測ろうとする
簡題

グラフや図表などに示されたデータを分析し,
解駅できる力をみようとする問題

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,
解釈できる力をみようとする聞口

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,
鰐駅できる力をみようとする聞題

グラフや図寂などに示されたデータを分析し,
解駅できる力をみようとする聞題

(主 として作図間魑}科 学的な衰現方法の定碧
と碗かな知識の定着を一体として測ろうとする
闇魑

気付いたこと(問 題点,優 れている理由)

・ 大聞では 「頭部の骨」と衰記しているが
,(1)で は 「頭の骨」と豪紀

している.
・ 「肉食動物と草食動物に共通 していて

,ヒ トと違う点」を指摘させる聞題
であるが.解 答する側としては,比 較する楓点が絞りにくく,何 をど

う答えればよいか迷 う.
・ 解答類型では 「犬歯が発達している」

,「 とがった歯がある」などを
正答としており,「 共通点」や 「違 う点」についてどのくらい書き込んで
いるかによって 「技能 ・衰現」壱みようとしていると思われる.そ うする
と,深 く考えずに図から得た情報をそのまま書いても正答,準 正答とな
る.

しかし.「 肉食動物 と草食動物に共通していて,ヒ トと違う点」を記述
しようとすると,比 較する蟹点を鮫リ込むあ憂があり,高 い思考力が要求
される.し たがって,こ の問題の評価の観点は 「思考」とし,思 考力を的
確に見取ることのできる問題にする必要がある。

5種 瓢のセキツイ動物と無セキツイ動物について,体 の特徽をしっかり
ととらえ,そ れを使って動物を特定する,論 理的な思考力を適切にみるこ
とのできる良聞である.
また.共 通する体の特徹をカードを使って分類させる工夫がすばらし

い。

闇題に設定されている気温を測定する方法は一般的ではないが,選 択肢の中に 「① 太陽光
に球部をかざす時間」を設定することによって,球 部

付近をアルミニウムはくで覆う意味を解釈できるかという,条 件制御の力
をみることのできる良間である。

改蕃の方法
(本文掲載
べ一ジ)

b
(p47)

人間が尭熱体であるという情報を与えた上で,気 温の水平分布を朝礼時
の生徒の位量と風向を閲連付けて,的 確に分析 して判断できるかをみるこ
とのできる良聞である.

・ 大聞の設定に対して
,小 聞の配列が生徒の思考の流れに合っていな

い.そ のため,各 小問が単発的な問いになっている.
・(1)の 鎮点が 「技能 ・衰現」

,(2)の 槻点が 「思考」になっているが,現 在
の設聞では,ど ちらも 「知識 ・理解」の簡題である.

1℃刻みの目盛リに折れ隷グラフを作成させる問題であり,「 技能 ・衰現
」の評価問騒としてはレベルが低すぎるのではないか.

天気図の前線に注目し,そ れに対応した雪圃像を判断できるかをみるこ
とのできる良問である.し かし,こ の写真では日本列島や大睦の位置が
はっきりせず,中 単生には判断 しにくい.

日本付近の気圧配置が西から東に移動していることは,小 単校でも単ん
でおリ,知 識として定燈 して入れば,簸 なく答えられ,「 思考」をみる間
題としては不適切である.

a

(p24,25)

a

(p26)

a
(p27)

a
(p27)

優れている
問口
(本文掲載
ページ)

0
(p93)

0
(p94)

0
(p94)
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思考の
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観察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(櫨 察,突 験の基
礎 ・碁本)

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,
解釈できる力をみようとする聞題

モデルと事実や理論を関連付けて思考できるか

を弗ようとする問題

徹察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする間題(観 察,実 験の基
碗 ・基本)

鶴察,真 験の結呆とその妻因を関連付けて分析
的に判断できる力をみようとする聞題

一般化が図られているかをみようとする問題

醸かな知識や理解を基にした諭理的な思諺や推
諭する力,関 違付けて繕合的に判断する力をみ
ようとする間題

確かな知識や理解を基にした験理的な思噸や推
諭する力,関 連付けて継合的に判断する力をみ
ようとする問題

楓察,奥 験の結果とその要因を閤係付けて分析
的に判断できる力をみようとする聞題

一般化が図られているかをみようとする簡窟

鶴察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(鳳 察,冥 験の基
磯 ・基本)

観察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする簡題(観 察,実 験の基
確 ・基本)

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
請する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする聞題

モデルと事実や理諭を関連付けて思考できるか
をみようとする問題

モデルと事実や理諭を関連付けて思考できるか
をみようとする問題

観察,実 験の結果とその要因を関係付けて分析
的に考察 した結果を,新 たな場面に適用 して考
察できるかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

実験を行う際に,常 に操作の意味を考えながら取り組んでいるかという
「態度」もみることができる問口である.ま た,鋼 粉の酸化実験で不適切

なものとして 「④ 粒が霜い(大 きい)銅 粉を用いる」を遇択させること
によって,「 原子の存在を理解 し,① 一③の操作の意味を理解 している
か」という.ことまでみることのできる良闇である.

銅粉4.08の加熱によって生じる酸化爾の質量を計算させる聞口であリ,
生後はまず銅粉2.0`を酸化したときに生じる酸化鋼は何8か をグラフから
読み取ろうとするであろう.し かし,こ のグラフでは生 じる酸化銅の質量
を正確に読み取ることはできない。そこで,銅 粉0.8`か1.68の 檀を使わな
ければならないということを判断できるかということまでみることのでき
る良簡である.

「ビンチ コック」を 「クリ ップ 」 と衰記 している。

閉鎖系における燃焼・酸化実験においては,単 に質量が保存されると
いうことを間うだけでなく,この問題のように,「醸素が化合することに
よって,容 器内が翼空状態になっているはずである」ということまで解釈

できるかについては,必 ず問わなければならない。
このように問うことによって,物 質の粒子性について,真 に概念形成で

きているかを判断することができる。

硫化鉄が磁石に付くか付かないかだけを問う問鳳であり,「 思考」をみ
る簡題にはなり得ない。 「思考」をみる闇題とするには設間の工夫が必要
である.

・ 塩醸を加えて発生した気体のにおいだけを聞うのであれば,「 思響」

の聞題にはなり得ず,「 知識 ・理解」の聞題である.
・ 鉄と硫黄の混合物に塩醸を加えると,実 際には鉄が瀞ける醸の狼特の

においがするので,気 体のにおいを聞うのは適切ではない.

(3)を解くためには,回 路に関する確かな知臓もあ要になリ,「 関心 ・
憲欲 ・態度」をみるには無理がある。意欲的に観察,実 験に取リ組んでい
るかをみるために(3)を 「関心 ・意欲 ・態度」の評価間題とするならば,
(1)もそうすぺきである((1)に 「関心 ・意欲 ・態度」は入っていない).

磁界の向きが逆になると電流が受ける力の向きも逆になるということを
知っていれば,鮭 なく答えられる問題であリ,「 思考」の問題にはなり得
ない。

a

(p28)

a

(p29)

b
(p48)

C

(p65)

a

(p30)

0
(p95)

0
(p95)

0
(p96)

ワ

一172一



平成13年 度 第2学 年 理科C

大
問

1

z

3

4

5

fi

i

中
間

1

z

3

4

5

1

z

3

e

1

z

3

4

1

z

τ

z

3

4

1

z

3

1

z

3

4

小
問 単元

動物

動物

動物

動物

動物

動物

動物

動物

動物

動物

動物

動物

動物

天気

天気

天気

天気

天気

天気

天気

天気

天気

天気

天気

関
心

思
考

O

o
i

0

0

0

0

技
能

0

0

O

0

0

知
識

o.

i

…

0

0

O

0

0

0

変更後
の鏡点

0

0

思巻

思考

0

O

思考

知識

思考

問題の種類

観察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
磁 ・基本)

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

饒察,実 験 における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(饒 察,実 鹸の基

碗 ・基本)

競察,実 鹸における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(槻 察,実 験の基

碗 ・基本)

観察,実 験における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
礎 ・基本)

観察,実 験の結果から観察された事象の意味を考
察できる力をみようとする問題

観察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
礎 ・基本)

観察,実験の結果から観察された事象の意味を
考察できる力をみようとする問題

様々な事象を関連付けて判断 したり,推 諭 した
りできるかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

一般化が図られているかをみようとする問魎

様々な事象を関連付けて判断した リg推 諭 した
りできるかをみようとする問題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体として測 ろうとする
問題

観察,実 験における操作の廠味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・基本)

観察,実 験における操作の嵐味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

砲 ・基本)

鶴察,実 験の結果 とその要因を関係付けて分析

的に考察 した結果を,新 たな場面に適用して考察
できるかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 関連付けて継合的に判断する力をみ
ょうとする問題

様々な事象を関連付けて判断したり,推 諭 した
りできるかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

観察,実 験の結果から観察された事象の意味を
考察できる力をみようとする問題

知識の一般化が図られているかをみようとする
問題

槻察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析

的に判断できる力をみようとする問題

観察,実 験における捺作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
礎 ・基本)

気付いたこと(問 魎点,優 れている理由)

メダカの血流を観察するのに最も適した部位はどこかを間 う問題であ
る。この図だけで答えさせるのであれば,実 際に実験を行 ったことがあ
るかという経験の有無のみが調査結果に反映されて しまう.

「明るさを調節する部分」は反射鏡ではなく 「しぼり」である.こ の

問題では 「しぼり」を指し示した選択肢はな く,こ の顕微鏡の図で明る
さを調節するための部分 を問うのは不適切である。

ただ単に,体 の表面の特微か らハチュウ類のなかまを答えさせる知識

面をみるだけでなく,見 つけた場所か らどのようなハチュウ疑のなかま
が生活 しているかという日常生活における生物への関心の高さをみるこ

とができる良問である。

ネコやイヌといったホニュウ類の体温が一定に保たれているのは,
「居住珊境の温度が一定であるから」,「 体毛でおおわれているから」
という誤った概念をもっていないかどうかを踏まえて本質的な理解を問

うている良問である.

環行学習指導要領では削除

この問題は,「 乾湿計の乾球 と湿球の示度の差が生じる理由を理解し
ているか」とい う実験,観 察 における原理を問うことを意図していると

思われるが,こ の問題は湿度表の分析をもとに別の事象について考察で
きるかという 「思考力」をみる問題 とした方が妥当であると思われる.

この問題は,気 温 と演度との相関関係やその他のデータ分析をもとに

図中のグラ7が それぞれ何を示 しているのかを総合的に判断 するカをみ
ているので,「 科学的な思考力」をみた問題として観点を壷更 した方が
望ましい.

(1)は,気 圧と気温の関係をグラフか ら読み取る 「技能」をみている間
題であるが,あ まりにも容易で技能面をみる問題としては不適切である
と思われる.(3)は 「ピス トンを引く」 という実験操作が大気中でのどの

ような作用を再現しているのかを問うている。実験操作の意味を釣確に
把握 しているかをみることができる 「思考力」を問うた良問である。

小問(D,(3)の 観点を変更 して大問の流れをみ るならば,実 験操作と

思考の流れを考慮して問 う順序を改善する必要があると思われる。

改善の方法
(本文掲載
ページ)

a

(P31)

a

(p32)

C

(pss>

C

(p67)

b
(p49,

50)

優れている
問題
(本文掲載
ページ)

0
(P97)

0
(P98)
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グラ7や 図表などに示されたデータを分析 し,

解釈できるカをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する九 関連付けて総合的に判断するカをみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する九 閨連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

槻察,実 験の結果とその要因を関連付けて分析
的に判断できる力をみようとする問題

一殻化が図られているかをみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の縫造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

観察胴実験の結果から観察された事象の意味を
考察できるカをみようとする問題

観察,突 験のねらいに基づいて必翼な条件制御
を抽出できる力をみようとする問題

銀察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(鎮 察,実 験の基
碗 ・基本)

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,

解釈できる力をみようとする問題

観察,実 験の結果とその要因を関連付けて,分
析的に考察 した結果を,新 たな場面に適応 して
思考できるかをみようとする問題

一般化が図 られているかをみようとする問題

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

磯かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
論する力,関 連付けて総合的に判断するカをみ
ようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する力,関 達付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

「磁昇の中にあるにコイル電流を流すとコイルが動き出す」,そ の逆
に 「磁界の中でコイルを動かすと電流が流れる」この二つの事象の相関
を生徒に意識させることは,個 々の事象 を関連付けて考察 させ,理 解 さ
せていく上で重要である.し たがってこの大問全体の流れが良い.

0
(p99)
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変更後
の観点

知識

思考

問題の種類

知識の構造化をみようとする問題

鏡察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

碗 ・基本)

一般化が図られているかをみようとする問題

様 々な事象を関連付けて判断したり,推 論 した
りできるかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知臓や理解を基にした論理的な思考や推
諭する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思導や推
諭する力,関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

様々な事象を関連付けて判断 した り,推 諭 した
りできるかをみようとする問題

観察,実 験の結果 とその要因を関連付けて分析
的に判断できる力をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
識する力,関 達付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

条件制御の必要性が身に付いているか どうかを
みようとする問題(基 本的な科単的手法の定着

をみる)

一般化が図られているかをみようとする問題

目的に応 じて観察,実 験を企颪する力をみよう
とする問題

観察,実 験における捺作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(饒 察,実 験の基

硬 ・基本)

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定藩
と確かな知識の定着を一体として淵ろ うとする

問題

グラフや図衰などに示されたデータを分析 し,
解釈できるカをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
諭する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

気付いたこと(問 題点,優 れている理由)

「タマネギの表皮」の細胞には 「葉緑体」がないことを指摘させる問

題であるが,観 察結果の分析というよりは 「表皮には葉縁体がない」と
いう 「知識」の有無を問う問題である。

酢酸カー ミン液によって染色される部分を問う問題は,「 染色液に
よって染色される部分は核である」という 「知識」を問 う問題になって
しまうと思われるので,「 技能」を問 うのであれば問い方を改善した方
がよい。

不整合の地層は現行指導要領から削除

現行学習指導要領から削除

観察,実 験がうま くいかなかった事象について,こ れまでに自分が獲

得 した知識を駆使 して論理的にその原因を考嬢させている良問である.

選択肢が三つしかないことと,発 見された恐竜が鳥脚類であるという
惜報を与えて足跡を推定させるのでは,中 学3年 生の 「思巻力」をみる
間口としては レベルが低すぎる.

化石の分布から 「現在の日本が大睦とは海で隔てられていること」,
「この恐竜が陸上生活をしていたこと」などの要素を総合的な見方,考
え方でみていかなければ,遇 去の地穀変動を推諭することはできない.
地球上の地穀変勤について大 まかにしか学習していない生徒の,過 去の

生物や地穀変動についての日常生活での関心の高さ,論 理的な思考や推
諭する力をみ ることができる良問である.

現行学習指導要領から削除

槻察 した露頭の様子から地層全体の広が りを推測させることを通 し
て,空 聞概念の定着 と共に科学的な思考力をみることができる良問であ
る.し かし,(2)の 問題では,例 にあるF面 と(1)で 提示されたB面 を除
いた残 りのC,D,E面 のどの面を答えても準正答とな リ,す べて答え
れば正答となるので,調 査問題としてやや不適切であると思われる。

「分解者の呼吸により二酸化炭素の量が増加すること」,「 二酸化炭

素の増加を調べるための適切な方法」,「 その結果」といったこれ まで
に自分が獲得 した知識を駆使 して,目 的に応 じた適切な実験を企口する
ことができるかをみた食間である。▼ したがって,評 価の競点はr科

学的な思考」に変更する必要がある。

現行学習指導要領から削除

果を するための処理の グラフ についての を
みる問題である。グラフの縦軸や横軸の適切な項目設定ができるか,目
的に応じた処理方法が確実に定着しているかをみることができる良問で

ある.
選択肢①,③ の 「O点 からX印 までの長さ」という表現 を,「O点 か

らそれぞれの×点までの長さ」とい う表現にすれば,は っきりと移動距

離のことを言っていることが分かるようになリ,選 択舷の文の解釈にぶ
れがな オると 『

現行学習指導要領から削除

改善の方法
(本文掲載
ページ)

C

(ass)

a

(p33)

a

(p34)

a

(p35)

C

(p102)

優れている
問題
(本文掲載
ページ)

0
(p100)

0
(p101)

0
(p102)

0
(p103)
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思考

知識

知識

グラ7や 図表などに示されたデータを分析 し,
解釈できる力をみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
諭する九 関連付けて総合的に判断するカをみ
ようとする聞題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する力,閨連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基に した論理的な思考や推
論する力,関 連付けて総合的に判断するカをみ
ようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する九 関達付けて総合的に判断する力をみ
ようとする間贋

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

現行挙習指導要領から削除

小問(1)は,実 験データから物体の運動の速さを導き出させる聞題で,
「関心 ・意徴」をみることができる問題であるとは考 えに くい.小 間(2)

は,図 中に斜面上や水平面上での物体の遣動のデータが何もないので,
ただ単に物体の運動についての 「知識」の有無を問うているにすぎな
い。図をス トロボ写真の図に変えると 「技能」をみた問題になるうる。

現行学習指導要領から削除

エネルギー全体の■が変わ らないとい うことは現象 を示 した図だけで

は判断できない.こ の問題は 「エネルギーは保存されてい く」という
「知識」の有無をみている。 「科学的な思考力」をみる問題にするには

具体的なデータを示すなどの改善が必要であるが,そ れ を示すのは困難
な気がする.

C

(as9>

C

(p70)
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変更後
の銀点

技能

知識

問題の種類

知識の構造化をみようとする問題

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体 として測 ろうとする

問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
論するカ,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

(主 として作図問題)科 挙的な我現方法の定着
と確かな知識の定着を一体 として測 ろうとする

問題

観察,実 験の結果から競察された事象の意味を
考察できる力をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
論する力,関 連付けて繊合的に判断する力をみ
ょうとする問題

一般化が図 られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

様々な事象を閲連付けて判断 したり,推 諭 した
りできるかをみようとする聞題

目的 に応じて観察,実 験を企画する力をみよう
とする問題

生徒の誤答傾向を踏まえた問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
論する九 関連付けて総合的に判断するカをみ
ようとする間題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
諭する力,関 連付けて繕合的に判断する力をみ
ょうとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論するカ,関 連付けて総合的に判断寧るカをみ
ょうとする問題

観察,実 験 における操作の意味や原理を理解し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
礎 ・基本)

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する力,関 連付けて繕合的に判断する力をみ
ようとする問題

観察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
碗 ・基本)

気付いたこと(問 題点,優 れている理由)

この問題は,観 察,実 験がうまくいかなかった方に対 して,「 植物の

根の成長点は先端にある」 という知識 を基に,論 理的にその原因を考寝
させることを目的としている良問である.

震濠の深さを我 したデータを表中にまとめていく作函問題で,結 果分
析における処理の仕方を問 う,観 察,実 験の 「技能 ・表現力」をみる聞
題である。

現行学習指導饗領から削除

月と地球の表薗の樺子を比べて,大 気や水による風化現象によること
を推定できるか という 「科学的な思考力」をみる良問である.

この聞題は,対 照実験を行う上での条件制御ができるかを問 うてお
り,し かも,同 時に実験を企画するカもみることができる技能的な側面
と息考的な側面を共に満た している良問である。なお,そ の実験を行 う

理由まで論 じさせるようにするとさらに良くなると思われる.

岩石の組織とそれぞれのでき方についてはすでに構造化された知識であ
るので,こ の問題は観点を変更 した方が妥 当であると思われる。

環境問題についての二つの考え方の うち,ど ちらか一方の立場に立 っ
て諭理的に答えさせるという 「科学的な恵考」をみる問題 である。 〔論

点1〕 の場合,Aの 「落ち葉は集めて燃や したほ うが良い」という立場
で科学的に諭 じることは難 しい。 しかも,「 ごみとなって汚れる」,
「虫などがわき不衛生」といったようなあまリ科学的ではないあらゆ る

解答が正答もしくは準正答となるので,「 科学的な思考」をみる間題 と
してふさわ しくないと思われる.

環境問題についての二つの考え方のうち,ど ちらか一方の立場に立 っ
て諭理的 に答えさせるとい う 「科学的な思考力」をみる良問である。
エネルギー問題については,こ のような事例を取 リ上げ,科 挙的に判

断する力を付けていくことが大切である。

現行学習指導要領から削除

水平でなめらかな面の上での台車の運動は等速直線運動である。 しか
し,実 際に実験を行 うと必ず最初に等加逮度運動が記鋒される。行 った

実験操作を想起 しながらその理由を考察させることは,観 察,実 験 を重
視する上でとても大切なことと思われる.

現行学習指導要領から削除

現行学習指導要領から削除

現行学習指導要領から削除

改善の方法

(本文掲載
ページ)

C

(p71)

C

(a72)

a

(p36)

優れている

問題
(本文掲載
べ一ジ)

0
(p1Q4)

0
(p105)

0
(p106)

0
(p107)

0
(P108)
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知識 一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする間題

槻察,実 験 の結果か ら観察された事象の意味 を
壱察できる力をみようとする問題

観察,実 験 における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
碗 ・基本)

生後の誤答傾向を踏まえた問題

「高さが高ければ位置エネルギーは大きい」,「 遮さが速 くなれば運

動エネルギーは大きい」という知識があれば解答できるだけでな く,力
学的エネルギーの保存についての,基 本的な概念の定着をみる 「知識 ・
理解」を測定する問題である。

現行学習指導要領から削除

現行学習指導要領から削除

b
(p51)
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思考

知識

技能

関心

知識

思考

思考

問題の種類

グラ7や 図表などに示 されたデータを分析 し,

解釈 できる力をみようとする問題

目的に応 じて観察,実 験を企画する力をみよう
とする問題

知識の構造化をみようとする問題

観察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基

礎 ・基本)

観察,実 験における操作の意味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(観 察,実 験の基
寵 ・基本)

観察,実 験における操作の窟味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(親 察,実 験の基
壷 ・基本》

鋭察,実 験における操作の窟味や原理を理解 し
ているかをみようとする問題(鏡 察.実 験の基

碗 ・基本)

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

観察,実 験のねらいに基づいて必要な条件制御
を抽出できる力をみようとする問題

グラフや図表などに示されたデータを分析 し,
解釈できる力をみようとする問題

日常生活と閨連付けて自由に記述させる問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する九 関連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

知識の構造化をみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
諭するカ,関達付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

様々な事象を関連付けて判断した り,推 論 した
りできるかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした論理的な思考や推
論する力,関 連付けて総合的に判断する力をみ
ようとする問題

気付いた こと(問 題点,優 れている理由)

・ 地形図が見にくい。
・ 露頭を見付けようとするならば,が けや川の両岸付近を探すのが適

当であるが,設 問のように中生代の地層を見付けることができるとは限
らない.
・ 様 々な条件から観察 に適した場所を選定する企爾力を問うているの

で,評 価の鏡点は 「科学的な思考」にすべきである。

単に,中 生代の示準化石を知っているかどうかを問う問題であ り,足
跡がはっきりしない写真を掲載していることによって,生 捷は余計に混
乱すると思われる.

図の中で指 しているアが細胞膜に見え,生 徒は混乱する。

この図では,AとBが どちらの岩石であるか分からないし,見 方に
よっては どちらも砂岩あるいは火山岩に見える.

評価の観点が 「思考」になっているが,(1)～(3)の 小問構成からも思考
力を働かせなければならない部分はな く,知 らなければ解けない 「知

識 ・理解」の問題である。

生徒がショウジョウバエについての知識 をもっていなくても伽問題に
示されている情鞭と日常生活での経験を結び付けて,シ ョウジョウバェ
を観察できる場所を推定できるかをみることのできる良問であ る.

遺伝は,現 行指導要領では削除

遺伝は,現 行指導要領では削除

・ 地震計の記鎌が,実 際の兵庫県南部地農のものとは違いすぎる。
・ この間題は,名 古屋における初期微動継続時間に当たる部分の長 さ
を定規で測定することによって求めることができる。地震発生時刻,名

古屋までの距離,S波 とP波 の速 さのデータも与え,計 算でも求めるこ
とができるようにしてあるが,そ のことで生徒は混乱 してしまう。

基本的な問題であるが,大 問の設定があいまいで,「 食べる食べられ
るという関係でAか らDに わけ」の部分を,「 多くの生物をAか らDの
グループにわけた」 と読み取らなければ,草 食動物が図1のBに 限定で
きない場合がある.

例1=「 食べる食べられるの関係にあるA～Dの 生物」を高次消費者
から当てはめて考えた場合,Aが 生産者に限定できなくなる場合があ
る。

例2:図2か ら腐食連鎖をイメージした場合,「 生物Aか らD」 と設
定 しているので,混 乱する。(実 際の自然昇では,腐 食連鎖が多い。)

一殻的な問題であるが,自 然界における物質の循環における基本的な

理解を問う,の ず出題 しなければならない問題である。

大問に示された地層は一般的に見 られるものではない.し かし,A～G
の層を(1)で は大き く三つの群に,(2)で は二つの群に分け,分 けた理由
である 「地層の堆積年代」と 「堆積環境」について見いだすことができ

るか問うている。地層の観察で,そ の成因を推測,判 断するという最も
重要な力をみることのできる良問である。

不整合については,現 行学習指導要領からは削除。

改蕃の方法(
本文掲載

ベージ)

b
(P52)

a

(p37)

a

(P38)

a

(p38)

C

(p73)

b
(p53)

b
(p54)

ている
問題

(本文掲載
べ一ジ)

0
(P109)

0
(P110)

0
(p111)
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一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推

蘭する力,関 連付けて総合的に判断するカをみ
ようとする間魑

(主 として作図問題)科 学的な表現方法の定着
と確かな知識の定着を一体 として測ろうとする
問題

グラフや図表などに示されたデータを分析し,

解釈できる力をみようとする問題

グラフや図衰などに示されたデータを分析し,

解釈できるカをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

確かな知識や理解を基にした諭理的な思考や推
諭する九 関連付けて繕合的に判断する力をみ
ようとする問題

親察,真 験における操作の意味や原理 を理解 し
ているかをみようとする問題(槻 察,実 験の基

覆 ・棊本)

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

一般化が図られているかをみようとする問題

チュー リップには花が咲 くという事実と花は生殖器官であるという知

識を結び付けて,論 理的に判断できるかをみることのできる食間であ
る.

イオンは,現 行学習指導要領では削除.

イオンは,現 行挙習指導要領では削除.

縦軸 ・横軸の設定の仕方,デ ータのプロットの仕方,線 の引き方な
ど,グ ラフ作成における基寵的 ・基本的な技能が一体 となって身に付い
ているかをみることのできる良問である。

ただし,縦 軸 と横軸の設定が逆になっている解答を準正答 として処理
してはならない(解 答顕型の問魑点)。

評価の観点が 「思考」となっているので,(Dの 表のデータから,時 間
一逮さのグラ7を 導き出させようと意図したと思われるが,鋭 明不足で
ある。 「なめらかな板の上で」 という設定だけで遮さの変化のグラフを
選択させるのな らば,「 知識 ・理解」の問題となる.

イオンは,現 行学習指導要領では削除.

イオンは,現 行学習指導要領では削除.

現行学習指導要領では1年 の内響。
8↑B溶 液の色の変化だけを間うならば,

る。

「知識 ・理解」の問題であ

現行学習指導要領では1年 の内喜.

現行学習指導要領ではで年の内容.
「この実験で起こる変化と同 じ化学変化が見られるのはどれです

か.」 と問うているが,こ の文章では,「 塩酸 と水酸化ナ トリウムとの
反応 と同 じものはどれか」とも解駅できる.

イオンは,現 行掌脚指導要領 では削除.

イオンは,現 行学習指導要領では削除。

仕事は,現 行学習指導要領では削除.

仕事は,現 行単習指導要領では削除.

a

(P39)

a

(p40)

a

cpao)

0
(p112)

0
(p113)
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